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			宝くじが当たったのでレベル１から聖剣を買ってみる①

			羽田遼亮

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章　宝くじが当たったのでレベル１から聖剣を買ってみた

			第一章　冒険者ギルド　フェンリルの咆哮

			第二章　ギルドの危機

			第三章　初めてのダンジョン

			第四章　神獣リルの思い

			第五章　ドラゴン討伐！

		

	
		
			序章　宝くじが当たったのでレベル１から聖剣を買ってみた

			　

			†

			　

			　当ギルドにご応募いただきありがとうございました。

			　厳正な選考の結果、誠に残念ではございますが、今回は『不採用』とさせていただきます。

			　ご希望に添えず恐縮ですが、当ギルドに応募していただいたことを感謝するとともに、クロムさまのより一層のご活躍をお祈り申し上げます。

			　

			　――と書かれた不採用通知を見つめる。

			　思わずため息が漏れ出てしまうが、落胆してばかりもいられない。

			　この迷宮都市にやってきてはや数ヶ月、こんなことは日常茶飯事であった。

			　実はこの不採用通知は初めてもらったものではない。

			　これで八通目だ。

			　そのたびに僕の自尊心は傷つけられ、みじめな思いをしてきたが、それにしても今回のはひどい。

			「だって応募した翌日には返信が届いたものなあ」

			　こんなにも早く返事がくるということは、もしかしたら僕の名前はこの界(かい)隈(わい)の冒険者ギルドに響き渡っているのかもしれない。

			　――負の意味で。

			「礼儀を欠いたり、不義理を働いたりしたことはないのだけど」

			　そう漏らすが、心当たりがないわけでもない。

			　僕ことクロムは、一流の冒険者を志してこの迷宮都市にやってきたわけだけど、冒険者に必要な能力がなかった。

			　いや、能力自体は過不足なくあるか。

			　

			クロム・メルビル　一六歳　レベル１　無職冒険者

			　

			筋力　Ｄ

			体力　Ｄ

			生命力　Ｃ

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｄ

			魔力　Ｄ

			魔防　Ｄ

			知力　Ｄ

			信仰心　Ｄ

			総合戦闘力　１０２

			　

			　絵に描いたような平均値ではあるが、そこら辺を歩いている街の住民の平均値がＥなのだから、僕の能力値は高い方である。

			　ただ、問題なのは能力値の方でなく、スキルの方なのだろう。

			　ため息交じりで魔法を唱える。

			「スキル・オープン」

			　そう唱えると、僕のスキルが羅列される。

			「はあ……」

			　ステータス画面を見ると、やはりため息が漏れる。

			　剣術Ｄ、火魔法Ｆなどは新人冒険者なのでよいとして、問題なのは一番上に表示されている『固有スキル』という文字だった。

			　固有スキルとはこの世界の人間ひとりひとりに割り振られているスキルで、ふたつとして同じスキルはない。

			　その人物だけに与えられるオリジナルスキルだ。

			　この世界の住人は、一六歳の成人になると神殿におもむき、そこで神託の巫(み)女(こ)からスキルを授かる。

			　当然、僕も一六歳の誕生日のときには神殿に走って、巫(み)女(こ)さまからスキルをもらったわけだけど、与えられたスキルはとんでもないものだった。

			　無論、その「とんでもない」は良い意味ではない。

			　悪い意味でとんでもないのだ。

			　僕のもらったスキルは、

			　

			『なんでも装備可能』

			　

			　というスキルだった。

			　その能力は読んで字のごとくというか、そのままの意味の能力だ。

			　僕はなんでも装備できるのだ。

			　たとえば筋力のステータスがＢ以上いるグレートソードも装備できる。

			　魔力のステータスと敏(びん)捷(しよう)性がＢ以上ないと装備できない魔法のレイピアも装備できる。

			　レベル50以上の暗黒騎士しか装備できない魔剣も装備できる。

			　ある意味とんでもない能力であるが、とんでもないだけで役に立たない。

			　だって、いくらどんな武器を装備できてもしょせんはレベル１だし、そもそもそんな上等な武器を買えるお金がない。

			　だから固有スキル【なんでも装備可能】は宝の持ち腐れというやつで、役に立ったことはない。

			　事実、僕の就職活動は八連敗中だ。

			　いくら履歴書にそのスキルの優位性を書こうが、今現在のレベルとステータスを履歴書に書くと速攻で落とされる。

			　なんとか面接までこぎ着けることはできても、今現在の装備を見られるとお断りの手紙を送付される。

			　なんでも装備できても、今の僕はただのレベル１の無職でしかなく、短剣と旅人の服を装備した冒険者志望の若者でしかない。

			「そんな僕を雇ってくれるギルドなんてないよなあ」

			　この迷宮都市で様々な冒険者ギルドの門を叩いたが、どこでも似たような対応をとられた。

			　最初は、志は大きくとＡランクギルドの門を叩いたが、当然のように不採用となり、今では妥協してＤランクのギルドを総当たりしているが、それもかんばしくない。

			　ならばもっとギルドのランクを下げればいいじゃん、となるのが普通であるが、これ以上、下げられない理由もある。

			「Ｅランクのギルドに登録しようものなら、待っているのはダンジョンのゴミ拾いだしな」

			　それはプライドが許さない。

			　なぜならば僕はゴミ拾いをするために、この迷宮都市にやってきたのではない。

			　それに、もしもＥランクギルドになんて就職してしまえば、田舎の姉さんにドヤされる。

			「クロム！　あなた、なにをやっているの！　うちは没落したとはいえ元貴族。それにあなたのおじいさまは伝説の英雄なのよ。我が家の名を汚すようなら、この姉が成敗します！」

			　と、追いかけ回されるに違いない。

			　一緒に死んでご先祖さまにわびましょう、と死装束に着替える姉の姿が浮かぶ。

			「駄目だ、駄目。これ以上、冒険者ギルドのランクは下げられない」

			　Ｅランクのギルドに就職するくらいならば、このまま田舎に帰って家業を継いだ方がましだ。

			　そう思った僕は、とある決意をする。

			　もしも次のギルドの応募に落ちたら、おとなしく田舎に帰ろう。

			　これだけ応募して駄目ならば、きっと今後も駄目であろうし、そもそもこの迷宮都市に滞在する路銀も尽き果てていた。

			　今は格安の宿屋に泊まってなんとか雨露をしのいでいるが、このままでは馬屋に泊まることさえできなくなる。

			　さらにいえばここ数日、一日一食の生活を続けており、健康優良児を絵に描いた僕の体重は激減していた。

			　このままでは筋力と体力、それに生命力のステータスまで下がってしまいかねない。

			　そうなれば田舎で家業どころの話ではない。

			　帰り道で行き倒れになってしまうこと必定であった。

			　そうならないためにも、ここでしっかりと区切りを定めるつもりだった。もう一枚、不採用通知がきたら、冒険者の道はきっぱり諦めよう。

			　そう覚悟を固めると、さっそく郵便配達夫がやってきた。どうやら一週間前に送った応募の返信のようだ。

			　獣人族の配達夫は受け取りのサインを求めてくる。

			　さらさらとサインを書くと、彼は「まいどありー！」とその場を去って行った。

			　その姿を見送ると、手紙を開く。

			　蝋(ろう)で封じられていた便せんを開くと、そこにはこんな文字が書かれていた。

			　

			「不採用」

			　

			　と、でかでかと、大きな文字で。
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			「誠に残念ながらとか、これからのご活躍をお祈りします、とかもなしなの!?」

			　思わず誰もいない空間に突っ込んでしまうが、限りなくＥランクに近いＤランクギルドならば、こんなものなのかもしれない。

			　そう思った僕は、荷物をまとめ、安宿の女将さんに宿賃を支払った。

			　女将さんはすべてを察してくれたらしく、

			「田舎に帰っても元気にやるんだよ。冒険者だけがすべてじゃないんだからね」

			　と、慰めてくれた。

			　女将さんに軽く頭を下げると、とぼとぼという擬音が似合うような足取りで宿をあとにした。

			　宿屋がある区画から出ようとしたとき、僕はとあるものに気がつく。

			　街角に貼られたポスターが目に飛び込む。

			　そこにはこう書かれていた。

			「夏のサマーダンジョン宝くじ、本日正午まで発売!!　当選番号は夕方に発表!!」

			　宝くじか。

			　そういえば今まで一度も宝くじなど買ったことはない。

			　田舎には売っていなかったし、そもそも何万人にひとりしか当たらないものを買うのは馬鹿らしかった。

			　しかし、僕はふらり、と宝くじ売り場に向かう。

			　どうせ、もうこのような都会にやってくることはないのだ。

			　これから田舎に帰り、そこで家業を継ぎ、一生小さな村で過ごす。

			　ならば最後の思い出に宝くじを一枚くらい買っても罰は当たらないだろう。

			　そう思い宝くじを購入すると、当選結果が発表されるまで大通りの噴水の横で時間を潰した。

			　もう二度とこの噴水を見ないかと思うと少し切なくなったが、夕暮れになるとそのような感傷的な気持ちはすぐさま吹き飛んだ。

			　大通りの一番目立つ箇所に貼られた宝くじの当選番号。

			　そこに書かれていた数字は、

			　

			「８９３１１４５１４」

			　

			　だった。

			　僕の手に握られている宝くじと同じ番号だった。

			　こうして僕は金貨一〇〇〇枚という大金を手にした。

			　

			†

			 

			「金貨一〇〇〇枚ってこんなに重いんだ」

			　というのが宝くじの当選金貨を受け取ったときの率直な感想だった。

			　僕はキツネに化かされたかのような気持ちで迷宮都市の銀行に宝くじの当たり券を持って行くと、そのまま金貨を一〇〇〇枚渡された。

			　手続きを行なってくれた銀行員は、

			「当行に預けませんか？　今ならば利子が――」

			　と細々とした説明を始めたが、僕には上の空だった。

			　なぜならば、僕の脳内はこの当選金の使い道で埋め尽くされていたからだ。

			「金貨一〇〇〇枚もあれば一生遊んで暮らせる……、いや、それは無理か。でも、一〇年は働かなくていいかも。これを元手に商売を始めれば……」

			　いや、駄目だ駄目だ、と首を横に振る。

			　そもそもなんのために、この迷宮都市にやってきたんだ？

			　一人前の男になって、実家を再興する。

			　そのために立派な冒険者になって、騎士になって、英雄になって、王さまに認めてもらう。

			　それが当初の目的だったはず。

			　ならば、この金貨はその目的を叶えるために使わないと。

			　そう思った僕は、銀行員の誘いをすべて断ると、金貨を迷宮都市金貨から王国金貨に両替してもらい、軽量化した。

			　そしてそれをそのまま腰袋に入れると、とある場所に向かった。

			　無論、そのとある場所とは武器屋である。

			　最高の武器と防具を買いそろえ、最強の新米冒険者となる。

			　それが僕の計画だった。

			　

			　迷宮都市イスガルドは大きな都市だ。

			　エルンベルク王国の中央に存在する都市で、その主要な産業は『発掘』と『採取』であった。

			　イスガルドは迷宮都市の異名に相応しく、その地下に広大なダンジョンが広がっていた。

			　冒険者はそのダンジョンにもぐり込み、古代魔法文明の遺物や、魔物の素材、特殊な植物やキノコなどを採取し、地上に持ち帰り、それを換金していた。

			　だからこの迷宮都市には無数の冒険者ギルドがあるわけである。

			　迷宮からもたらされる富は絶大で、イスガルドの街には大陸中から多くの商人が集まり、迷宮から発掘されるものを売買し、富を蓄積していた。

			　また大陸中から集まる冒険者目当ての商売も存在する。

			　彼らが使う日用品を売るもの。

			　彼らが食べる食材を売るもの。

			　彼らが着る衣服を売るもの。

			　様々な商人が店をかまえ、それらに商品を供給する職人なども大量に集まっていた。

			　要はダンジョンを中心に経済ができあがっており、冒険者に必要なものを買うのに困ることがない便利な街であった。

			　つまり今の僕が一番欲しいもの。

			　強力な武器と防具を買うのに困らない都市ともいえる。

			　僕は金貨一〇〇〇枚で買える最強の武具を求め、武具商人が集まる一角へと向かった。

			　

			　武器と防具を扱う商人が集まる一角がある。

			　迷宮都市の目抜き通りから少し奥に入った場所だ。

			　ここは冒険者の街であるが、さすがに冒険者たちよりも普通の住人の方が多い。

			　なので武具商人たちはあえて一等地に店をかまえるよりも、少し不便でもこのような奥まった場所に集まる方が得であると思っているのだろう。

			　そんな理由で集まっている武具商人たちだったが、やはりそれでも冒険者の街で武具を扱っているだけはあり、取り扱っている武器の量は半端なかった。

			　武器を扱っている店だけで五〇、防具や装飾品を含めれば一〇〇以上の店があるのではないだろうか。

			　こんな膨(ぼう)大(だい)な店の中から目当ての武器を探すのは困難に思われたが、急ぐこともない。

			　じっくりと店を見て回る。

			「そもそも目を付けている武器と防具があるわけでもないんだよね」

			　思わず漏れ出る独り言。

			　まさか一〇〇〇枚もの金貨を手にする日がやってくるとは思わなかったから、あらかじめ欲しい武器につばを付けておく、などという無駄なことはしなかった。

			　いや、それどころか万年金欠だったので、このような武具を扱っている店に入ったことすらなかった。

			　なので、どのような武器を買えばいいのか、皆目見当がつかない。

			　こういうときは店主に尋ねるのが一番だろう。そう思った僕は、最初に入った店の店主に尋ねた。

			「すみません。最強の武器と防具が欲しいのですが、なにかいいものありますか？」

			　その言葉を聞いた店主は眉をしかめる。

			　僕の頭頂部から足下を胡(う)散(さん)臭(くさ)げに見回すとこう言った。

			「坊主、おまえは素人だな」

			　はっきりと断言された。まあ、その通りなのだけど。

			　正直に答える。

			「はい、駆け出しの冒険者です。でも、ある程度はお金があるので、いい武器を揃えようと思って」

			「……これだから素人は困る。おまえ、武器を装備するのにも能力値がいるのを知らないのか？」

			「もちろん知っていますよ。重たい武器を装備するには筋力が。聖なる武器を装備するには信仰心が。魔法武器を装備するのには魔力の値が高くないと駄目です」

			「ならば坊主のステータスはどうなんだ？」

			「オールＤですね。ほぼ」

			「ならば最初からいい武器を買ってもしかたない。装備できないからな。いや、一応、装備はできるが、その能力を十全には発揮できない」

			「それくらい知っていますよ。たとえばそのレイピアですが、それを使いこなすには敏(びん)捷(しよう)がＤ以上あることが必須なんですよね」

			　店に飾られているレイピアを指さしながら言う。

			「それだけじゃない。あのレイピアは特製品だ。最低でもＤだが、Ａになればさらに能力を引き出せる」

			「なるほど、でも、Ｄでも装備できるんですよね」

			「まあな、だが、俺は変わった武具商人でな。たとえ装備できる最低限の能力を持っていても気軽に売らないことで有名なんだ。その武器を最大限に使いこなせるやつにしか売りたくない。とくに店の奥に飾ってある特別品はな」

			「そ、そんなあ」

			　思わずため息が漏れる。

			「だが、ま、こっちも商売だ。そこに立てかけてある普通の武器ならば売ってやらないこともない。しかも俺は貧乏人に優しい。兄ちゃんはいかにも貧乏そうだから、大幅に負けてやるぞ」

			　こわもてだが、根は悪くなさそうな人だ。ただし、武器に関してはこだわりがあるらしく、良い武器を売ってくれそうな気配はない。

			　そう思い、立ち去ろうとしたが、それを呼び止めるものがいる。

			『待って、クロム！　行かないで！』

			　急に呼びかけられてびくりとしてしまう。辺りを見回すが誰もいなかった。

			　幻聴が聞こえたのだろうか？

			　そう思って再び歩き出そうとするが、また同じ声が聞こえた。

			『待ってったら、待って！　クロム。この場を離れないで。ここで武器を買って。他で買うときっと後悔するよ！』

			「…………」

			　なんだろう。僕の頭がおかしくなってしまったのだろうか、それとも目の前の店主が魔法でも使っているのだろうか。

			　思わずまじまじと店主を見てしまうが、彼は不機嫌そうにこちらを見ているだけだった。

			　いったい、誰が話しかけているのだろう。

			　再び辺りを見回すと、店の奥に飾られている武器が青白く光っていることに気がつく。

			　そしてその武器が光を強めるたびに、僕の脳内に声が響くことに気がつく。

			（もしかして君がしゃべっているの？）

			　脳内でそう語りかけると、答えが返ってくる。

			　妙に明るい女性の声が脳内に響き渡る。

			『ビンゴ！　正解だよ。ボクの名前は聖剣エクスカリバー。君はここでボクを買う運命にある。だからその金貨を店主に渡してボクを買って』

			（そんなこと言われてもなあ）

			　値札を見る。そこには時価という恐ろしい文字が書かれていた。

			『値段のことを気にしているの？　君の腰袋には金貨一〇〇〇枚があるはずだけど』

			（なんでそれを……）

			『ふふん、聖剣をなめないでよね。それくらいお見通しだよ。君は最強の武器を買いにきたんでしょう？　ならばボクを買ってよ。ボクは異世界でアーサー王という偉大な王が使っていた名剣だよ。その切れ味はゴーレムさえ真っ二つさ』

			　それは素晴らしいと思うけど。

			　ただ、それでも『彼女』を買うのはためらわれる。

			　なぜならば、たとえ購入できる金貨を持っていたとしても、武器にすべてを支払ってしまえば防具を買う金がなくなる。

			　いくら最強の武器を装備しても、防具が貧弱ならば意味がないからだ。

			　それに、と店主にちらりと視線をやる。

			　この店主は頑固だからなあ。

			　とても『彼女』を売ってくれるような店主には見えなかった。

			　しかし、それでもエクスカリバーは、僕に自分を買うように誓願してくる。

			　あまりに熱心なので「一応、交渉だけはしてみるよ」と『彼女』に言って、店主におそるおそる声をかけた。

			「あの、おじさん、すみませんが、あの店の奥に飾ってある剣を、僕に譲ってもらえないでしょうか？」

			　案の定、店主は胡(う)散(さん)臭(くさ)いやつを見る目をしてくる。

			　ただ、それでもくじけずに粘り強く交渉すると、店主はとある意外な条件を出してきた。

			　

			†

			　

			「いいか、坊主、俺は選ばれし武器というのは選ばれしものが買うべきだと思っている」

			　それは武器商人としての言葉だった。

			「どんな名刀もへたれが装備したら、その能力を発揮できないからな。だから、俺は客を選んで商売している」

			「それはさっき聞きました。でも、あの武器がどうしても欲しいんです。おじさんの言い値で買いますから、是非、僕に譲ってください」

			　そう頼み込むと彼は、目をつむりながらうなずいた。

			「いいだろう。譲ってやろう。ただし、条件がある」

			「条件？」

			「ああ、そのみっつの条件を満たしたら、譲ってやる。聞きたいか？」

			「はい、もちろん」

			「ならばしかと聞け。一、あの聖剣エクスカリバーは掘り出しものの中の掘り出しものだ。俺の爺さまが、いつかあの剣に相応しい男が現れるまで売るな、と遺言を残したくらいだ」

			「そんな逸品なんですか」

			　ごくり、と思わず生唾を飲んでしまう。

			「その二、あのエクスカリバーは能力値がオールＡ以上ないものには売るな、それも爺さまの遺言だ」

			「オ、オールＡって!?」

			「ああ、そんな化けもの、滅多にいない。だからおまえの能力値でもエクスカリバーを装備し、その力を引き出せるようになったら売ってやろう」

			「それは本当ですか？」

			「男に二言はねえ」

			　と言う店主だったが、彼は明らかにたかをくくっている。僕が能力値オールＡの冒険者になるなどと微(み)塵(じん)も思っていないようだ。

			　もちろん、僕もそんなことは思っていないが、その代わり僕には固有スキルがある。

			　誰しもが――、僕さえ役に立つと思っていなかったスキル、

			「なんでも装備可能」

			　というスキルがあった。

			　あれならば、本人のレベルや能力値に関係なく、その武器を装備し、能力も発揮できるはずだ。

			　そう思った僕は、交渉をすることにした。

			「おじさん、良かったらですが、一度だけあの剣を握らせてくれませんか。それで試し切りをさせてもらい、それを見て僕に譲ってくれるか決めてください」

			「なに、試し切りだと？」

			　店主は眉間に皺(しわ)を寄せながら腕組みをする。

			　熟考すること数分、店主は腹をくくったようだ。

			「いいだろう。ただし、一回だけだ。こっちも暇じゃないんでな。もしも、まともに扱えなかったら、諦めるんだぞ？　少なくとも能力値がオールＡを超えるまで二度と触らせない」

			「分かっています。どうか見ていてください」

			　自信ありげにそう言うと、店主から聖剣を受け取る。

		

	
		
			[image: p025.jpg]
		

	
		
			「……意外と軽い。でも、魂を揺さぶられるような感覚を覚える」

			　その独り言に答えたのは当の聖剣だった。

			『当然でしょ。ボクは最強の聖剣だよ。その素材は神石と呼ばれる伝説の鉱石。それを鍛えたのは湖の乙女。軽くて丈夫なのが売りさ』

			　なるほどね。

			　と、つぶやくと、僕は剣を軽く振るう。

			　魔法効果を持つ武器独特の「ぶおん」という音が空気を切り裂く。

			　これならば岩さえ切り裂けそうな気がしたが、店主が用意したのはもっと硬いものであった。

			　彼は店の奥から重そうに鉄の塊をもってくると、それを台座の上に置き、

			「これを真っ二つにしたらおまえの力を認めてやろう」

			　と言った。

			「斬鉄か……僕にできるかな」

			　斬鉄とは鉄を切り裂く技術のこと。有能な剣士ならば誰しもができるが、駆け出し冒険者には荷が重い技である。

			　しかし、やらねばならないことであったし、やるしかないことでもあった。

			　それに今、僕が手にしているのは聖剣。

			　彼女の力を借りればできないことではないだろう。

			　そう思い、剣を振り下ろした。鉄の塊に。

			　自分が思っていたよりも遙かに速い速度で振り落とされた剣は、見事、鉄の塊を切り裂いた。

			　――半分だけだが。

			「はれ？　どうして」

			　思わずそう口にしてしまう。

			　半分だけじゃ意味はない。それにこの聖剣にはこんな鉄の塊など一刀両断できる力はあるはずなのに、どうしてそれができないのだろうか。

			　不思議に思い、聖剣に真偽を尋ねようと思ったが、それよりも先に店主がこう叫んだ。

			「お見事！」

			　と――。

			　どういうことだろう。と、店主の方を見ると、店主は台座の下に敷かれた布を取り去る。

			　布を取り去るとそこには可愛らしい猫がいた。

			　猫はこちらの方を見ると、「にゃお」と可愛らしい声を上げ、そのままどこかに逃げていった。

			　店主は事情を説明する。

			「坊主悪いな。まさかおまえがその聖剣を使いこなすとは思わなくて、こんな仕掛けを用意した」

			「仕掛けですか？」

			「ああ、どうせ斬鉄はできないとたかをくくって、野良猫を台座の下に隠しておいた」

			　それはひどいな、猫に対しても、僕に対しても。

			「怒るな、怒るな。それにこれは万が一、聖剣を使いこなせる可能性もあったからゆえの処置だ。もしもおまえがこの剣に選ばれたのならば、途中でその剣の動きが止まる、そう思っていた。実際にそうなったしな」

			　それは僕の力ではなく、聖剣自体の力だと思う、そう主張したが、店主は笑いながら否定した。

			「まだまだ剣に使いこなされるひよっこだが、逆に剣との信頼関係がすでにあるともいえる。もしも聖剣がおまえのことを嫌っていたら、そんな余計な真似はしまい」

			　店主は断言すると続ける。

			「ともかく、俺はおまえが気に入った。この聖剣もおまえが気に入っているようだから、この剣を譲ってやろう」

			「そんなことをしてもらっていいんですか？」

			「ああ、本当だとも」

			「それは助かります」

			「ただし、すぐには譲ってやれないぞ。なにせ、これを手に入れるのには元手がかかったからな。要はおまえがこれを買う資金が貯まるまで、この剣は店の奥にしまっておく。誰にも触れさせない。ちなみに、これが三番目の条件だ」

			「ちなみにその剣はおいくらなんですか？」

			「そうだな。大負けに負けて金貨一三〇〇、いや、坊主なら特別に一〇〇〇でもいい」

			「それはほんとですか？」

			「ほんとだよ。まあ、もっとも、それだけ稼ぐのに、坊主ならば十年以上かかるかもな。気長に待ってるよ」

			　店主はそう言うと、僕から剣を受け取ろうとした。剣を受け渡す代わりに腰にぶら下げていた布袋を手渡す。

			　そこには一〇〇〇枚分の金貨が詰められていた。

			　店主はキツネにつままれたような顔をする。

			「おいおい、坊主、銀行強盗でもしてきたんじゃないだろうな」

			「違いますよ。宝くじが当たったんです。丁度、金貨一〇〇〇枚あるはずです。これで僕にその聖剣を譲ってくれるんですよね」

			　目を輝かせながらそう言うと、店主はやれやれ、と言った面持ちで布袋を受け取った。

			　一応、本物の金貨であるか確認しているが、彼は当初の約束を守ってくれるようだ。

			「まったく、能力がオールＤ、しかも貧乏そうな見た目をしているのに、こんな大金をよく貯め込んでいるものだな。俺の目利きが当てにならない坊主だぜ」

			　そんな皮肉を漏らすと、店主はエクスカリバーの鞘(さや)を渡してくれる。

			「その鞘(さや)はオリジナルではないが、それでも名工に作らせた逸品だ。エクスカリバーが風邪を引かないようにかぶせてやりな」

			　僕は元気よく、

			「はい！」

			　と、答えながら一礼すると、武具屋の店主に背を向けた。

			　聖剣という最強の武器を手に入れて舞い上がってしまっていたのだ。

			　一刻も早く、この聖剣の力を試したい。

			　この聖剣の力を借りて一流の冒険者ギルドに入りたい。

			　そんなことを思う。

			　最後にもう一度だけ振り返り頭を下げると、そのままの勢いで武具街をあとにした。

			　

			　

			　クロムという若者が嬉しそうに剣を握りしめ去って行く姿を見つめる武具屋の店主。

			　それを陰から見守っていた武具屋の妻は、夫に近づくとこう言った。

			「いやあ、まさか、あの不良在庫がこんな高値で売れるなんてね」

			「不良在庫言うな」

			　店主は不機嫌そうに言う。

			「だって事実じゃないか。あの剣はおまえさんの親父さまの代から売れ残っていたんだから」

			「正確には爺さまの代だよ」

			「どちらにしろ店のスペースを圧迫して困っていたんだ。ただで受け取ってくれても嬉しいものを、金貨一〇〇〇枚に変えるなんて、あんた商売の天才だね」

			「…………」

			　店主は沈黙によって答える。

			　妻は夫があの少年をだまして大金をせしめたように思っているようだが、果たして得をしたのはどちらなのだろうか、そう思った。

			　あの武器は妻の言う通り何十年も売れ残っていたものであるが、それにはわけがある。

			　あの剣は能力値がオールＡ以上ないと装備することさえできないのだ。

			　通常、どのような武器もその能力値に達していないとその武器の力を引き出すことができないが、あの剣は特殊な剣で、能力に達していないと装備することさえできない。

			　まるで鉛のように重くなり、持ち上げることさえ困難になるのだ。

			「つまり、あの坊主は能力値がオールＡということか？　本人はオールＤと言っていたが」

			　正確には生命力だけＣなのだが、それは関係ない。

			　ただ、店主はクロムの固有スキルの正体を知らなかったので、クロムがなぜ聖剣を装備できたかまでの詳細は分からない。

			　詳細は分からないが、それでも店主は知っていた。

			　あの聖剣を持つものが、将来、英雄と呼ばれる存在になることを。

			　あの少年がやがてその聖剣に相応しい能力を得ることを。

			「……俺はとんでもない坊主に武器を売っちまったのかもな」

			　そんなことをつぶやきながら、店主は先ほどまで少年がいた場所を見つめていた。

			　そこには先ほど実験に使った猫がいた。

			　猫はつまらなそうに毛(け)繕(づくろ)いをしていた。

		

	
		
			第一章　冒険者ギルド　フェンリルの咆(ほう)哮(こう)

			　

			†

			　

			　聖剣を手に入れた僕は、そのまま迷宮都市の地下に向かった。

			　そこは迷宮都市の下水が通っている場所で、施設を管理するもの以外、誰も近寄らない。

			　いや、正確には僕以外の人間か。

			　僕は足繁く下水道に通っていた。

			　そこに向かえば剣の修業ができるからだ。

			　迷宮都市イスガルドの下水道には、スライムやジャイアント・ラットなどの低級の魔物が住み着いている。

			　それらを倒して経験値を上げているのが今の僕だった。

			　そのことを聖剣に話すと、彼女は不思議そうな顔をする。

			「てゆうか、クロム、この下水道に詳しいようだけど、どうしてレベルが１のままなの？」

			「うぐ……」

			　それを聞くか。

			　答えにくい質問だったが、正直に話す。

			「……僕が弱すぎてスライムやジャイアント・ラットにも手こずるからだよ」

			「え？　スライムとジャイアント・ラットって最弱級のモンスターだよね？」

			「それでも手こずるの！　僕はレベル１だし、ろくなスキルもないからね」

			「えー？　ほんとに？　ボクの新しいご主人さまはそんなに弱いのか」

			　彼女は心底残念そうに言うと、ステータス開示の魔法を唱えた。

			　

			クロム・メルビル　一六歳　レベル１　無職冒険者

			　

			筋力　Ｄ

			体力　Ｄ

			生命力　Ｃ

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｄ

			魔力　Ｄ

			魔防　Ｄ

			知力　Ｄ

			信仰心　Ｄ

			総合戦闘力　１０２

			　

			　僕のステータスを見て彼女は一言。

			「うわ、ほんとだ。能力値はともかく、レベル１だ。しかも総合戦闘力１００ってそこらの農民より弱いんじゃ……」

			「１０２だよ」

			「似たようなものでしょ。しかし、総合力１０２って……」

			「それもしかたないだろう。装備品の項目を見てみてよ」

			「どれどれ」

			　と、彼女は装備品の項目を見る。

			　

			　短剣。

			　旅人の服。

			　

			「なにこれ？　今時、学者ギルドの連中でも、もっとましな装備をしているけど」

			「お金がなかったんだよ。田舎から出てくるので全部使っちゃったんだ。だから装備品は田舎から出てくるときに近所の人にもらった餞(せん)別(べつ)だよ」

			「なるほどね、まあ、短剣と旅人の服じゃ、こんなもんか」

			　彼女はそうまとめると、こう続けた。

			「でも、安心して、このエクスさんを手に入れたからには、総合戦闘力１００だなんてケチくさい数字とはおさらばだよ」

			「１０２だよ。ところでエクスさんって？」

			「ボクの愛称。エクスカリバーじゃ、なんか女の子っぽくないでしょ。だからボクのことは略してエクスと呼んで」

			「君は女の子なのにボクって呼ぶんだね。自分のことを」

			「クロムは男の子なのにちょっと軟弱だよね」

			　彼女はそう言い切ると、自分を、エクスカリバーを装備するようにうながす。

			　もちろん、断る理由はなかった。

			　金貨一〇〇〇枚もはたいて彼女を買ったのは、その力を借りるためであった。

			　万年レベル１冒険者の汚名を返上するため、総合戦闘力１０２という情けない数字を書き換えるためであった。

			　ちなみに以前、街で知り合った冒険者に鋼の剣を借りてみたところ、僕の総合戦闘力は２７９まで跳ね上がった。

			　ただの鋼の剣でそれならば、聖剣エクスカリバーを装備すればどうなるか、自分でも期待で胸がいっぱいになる。

			　１０００の大台、いや、もしかしたら１万を超えるかも。

			　そんな想像をしながら、僕は聖剣を鞘(さや)から出し、装備した。

			　それと同時に表示されるステータス。

			　総合戦闘力の部分のみ焦点を当てる。

			　そこに書かれていた数字は思いも寄らぬものであった。

			　

			　総合戦闘力５６９

			　

			　それが聖剣エクスカリバーを装備した僕の戦闘力であった。

			「ごいすー！　すごいじゃん、クロム、戦闘力が五倍になったよ！」

			　無邪気に喜ぶのは聖剣さまだけだった。

			　金貨一〇〇〇枚もはたいて買った本人に言わせれば、あれだけ期待させておいてたったの五倍、というのが正直な感想だった。

			　エクスもそのことに気がついたのだろうか。

			　ため息交じりに説明してくる。

			「あのね、いくらボクが聖剣でも百倍、千倍に戦闘力をアップさせることはできないよ。戦闘力は武具の質だけではなく、その人の能力値、経験、スキルだって加味されるんだから。レベル１の新米の戦闘力を五倍に引き上げたのだから、それだけでもすごいと思ってもらわないと」

			「……でも、金貨一〇〇〇枚もしたのに。もしかして、普通の鋼の剣と鎧(よろい)を買いそろえた方が総合戦闘力は上がったんじゃ。エクスを買ったおかげで防具を買うことができなくなったから、バランスが悪いような」

			「うぐ、それを言う？　たしかにその通りかもしれないけど、クロムは将来性を買ったんだよ。バランス良く武具を買えばもっと総合戦闘力は上がったかもしれないけど、ただの鉄の塊を買ってもこんな芸当はできないよ」

			　そう言うと、彼女は光り輝く。

			　すると照らし出された下水道の奥に、うごめく魔物の姿を見つけた。

			「ね、こんなことはただの剣じゃできないでしょ？　それにボクみたいに可愛い子が話し相手になってくれるなんて、迷宮都市でその手のお店に行ったら、一時間で金貨一〇枚はとられるよ」

			　論点をずらしているような気もするが、それでも僕は剣をかまえた。

			　たしかに彼女の言う通りだった。

			　戦闘力五倍。

			　それで十分だ。

			　今までの僕ならば、ジャイアント・ラット一匹と戦うだけで四苦八苦していたが、今の僕は昨日よりも五倍強い。

			　ならばジャイアント・ラット三匹くらい、簡単に倒せるはずだ。

			　そう思い、大きなネズミたちに斬りかかったら、その計算はぴしゃりと当たる。

			　あれほど苦労して倒していたジャイアント・ラットも、今の僕には雑魚(ざこ)以外のなにものでもなかった。

			　次々とネズミを切り伏せる。

			　三匹目のネズミに聖剣を突き立てると、エクスは軽快な声でこう言った。

			「二分と三五秒。ふむふむ、まあ、このボクを使ったにしては遅すぎるけど、初陣と考えるとまあまあかな」

			　そうエクスは戦闘を評価してくれたけど、彼女の声は上の空で耳には入らなかった。

			　それよりも初めてジャイアント・ラットを倒した喜びと、それ以上の幸せが僕を支配する。

			　ステータス表示に燦(さん)然(ぜん)と輝く文字、それが僕の心を鷲(わし)づかみにしていた。

			　

			　レベルアップ。

			　

			　そのたった六文字が僕を興奮させる。

			　レベル１をさまよっていた冒険者の卵にとって、その文字はなによりも嬉しいものであった。

			　

			†

			　

			「ふふん」

			　と思わず笑みを漏らしてしまう。

			　男がそれも往来の真ん中で漏らす笑みではなかったが、それでも嬉しさの方が先立ち、自然と笑みが漏れてくるのだ。

			　エクスいわく、

			「レベルが少し上がっただけでそんなに嬉しいのかい？」

			　とのことだが、嬉しいのだからしかたない。

			「エクスにはこの喜びは分からないよ。何ヶ月も下水を這い回ったあげく、レベルをひとつも上げることができなかったのに、たったの一日でレベルが２も上がったんだから」

			　そう、あれから僕は下水のモンスターを倒しまくって、レベルを一気にふたつも上げたのだ。

			　ステータス画面に燦(さん)然(ぜん)と輝くレベル３の文字。

			　これで万年レベル１冒険者と笑われることはない。

			　レベル１の皿洗い、とバイト先の客に小馬鹿にされることはない。

			　ルーキーにもなれない雑魚(ざこ)だと、冒険者ギルドを門前払いされることもないであろう。

			　改めてステータス画面を見る。

			　

			クロム・メルビル　一六歳　レベル３　無職冒険者

			　

			筋力　Ｄ

			体力　Ｄ

			生命力　Ｃ

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｄ→Ｄ＋

			魔力　Ｄ

			魔防　Ｄ

			知力　Ｄ

			信仰心　Ｄ

			総合戦闘力　１０２→５６９

			　

			武器　聖剣エクスカリバー

			防具　旅人の服

			　

			固有スキル　【なんでも装備可能】

			戦闘関連スキル　【剣術Ｄ】　【火魔法Ｆ】

			　

			　何度見ても頬が緩む。

			　これだけの能力があれば少なくとも門前払いを受けることはないだろう。

			　Ｄランクの冒険者ギルド、いや、聖剣を装備している今ならば、ＣランクやＢランクの冒険者ギルドでさえ視野に入るかもしれない。

			　そう口にすると、エクスはのんきにこう言う。

			「どうせならばＡランクを目指さない？　男ならばどんとかまえないと」

			　……それは無理なので無言で答える。

			　Ａランクのギルドには何度も門前払いをくらい、軽いトラウマを持っているのだ。

			　面接官のさげすむような目、ギルドの中で会った一流冒険者たちに囲まれる場違い感。

			　それらをもう一度味わうくらいならば、ギルドのランクを少し下げた方が、精神衛生上楽だった。

			　それにＣランクやＢランクのギルドに入ったからって、一生、そのままというわけではない。

			　ギルド内でキャリアアップを重ねれば、より高位のギルドに引き抜かれることもあったし、自ら望んで転職することもできる。

			　そのギルドで活躍し続ければギルド自体の評価が上がり、ギルドのランクをアップすることもできる。

			　なにごともこつこつと地道にがモットーの僕にとっては、そっちの方が性に合っているかもしれない。

			　そう思いながら街におもむき、ギルドを探そうとした。

			「さすがに以前応募したギルドは避けることにしよう」

			　落とされたのは昨日の今日であったし、面接に行くのは気まずい。

			　それに僕の将来性も考えずに不採用にしたギルドに入っても、いいことはなにもないような気がした。

			　なので今まで一度も応募したことないギルドを探すため、迷宮都市の地図を開く。

			　そこには主要なギルドがすべて書かれていた。

			　冒険者ギルドはもちろん、大工ギルド、商人ギルド、職人ギルド、魔術師ギルド、それに変わったところでは盗賊ギルドの場所も記載されていた。

			　この町で職を求めるためのバイブル的な地図であるが、さすがは金貨三枚もしただけのことはある。かなり役に立ってくれる。

			　網の目のように張り巡らされた路地を見渡し、現在地を探る。

			　そこから一番近いギルドを探すつもりだったが、先に見つけたのは意外にもエクスだった。

			「あ、いいギルドみっけ。クロム、ここに行こうよ」

			　と、彼女が青白いオーラで指さしたのは、この近くにあるギルドだった。

			　女の子は地図が読めないというけど、エクスは例外のようだ。

			　身体が鉄でできているからだろうか。

			　そんな考察をしたが、いくら考えても無駄なので、彼女の勧め通りそこに向かった。

			　地図には、

			　

			【Ｂランク冒険者ギルド　フェンリルの咆(ほう)哮(こう)】

			　

			　と書かれていた。

			　丁度、背伸びをしてＢランクギルドに挑戦するつもりだったし、都合がいいだろう。

			　そう思いながら地図を眺め、目的地へと向かった。

			　

			　Ｂランクギルド、フェンリルの咆(ほう)哮(こう)は迷宮都市の目抜き通りから一歩奥に入った場所にあった。

			　少し寂れた場所にあるが気にしない。

			　ここが商人ギルドならば、この活気のなさに不安を覚えるかもしれないが、幸いなことにこのギルドは冒険者ギルド。一般客が訪れることはあまりないので、このように閑散としていても不思議ではない。

			　そう思いながらギルドの門を叩こうとしたが、そこでとあることに気がつく。

			　ギルドの扉の前にかけられた看板に違和感を覚えたのだ。

			　その看板を注視する。

			「どうしたの？　クロム」

			　聖剣であるエクスが心配そうに声をかけてくる。

			「いや、ここってたしかＢランクギルドだよね？」

			「そのはずだけど」

			「でも、この看板には大きくＡランクって書いてある」

			「なんだ、そんなことか。それはたぶん、その地図が古いんじゃない？」

			「地図が古い？」

			　改めて確認すると、発行年度は王国暦二七〇年だった。今年は二八二年だから一二年前の地図ということになる。

			「たしかに古いや。つまりこの一二年でこのギルドはＢランクからＡランクに昇格したということか」

			　となると、当初の目標より上のギルドとなってしまうが、ここまできて引き返すのもしゃくだ。それに、これはなにかの天命かもしれない。

			　神がこのギルドに導いてくれたのかもしれない。

			　そんなことを考えながら、ギルドの門を叩いた。

			　鉄のドアノッカーは少しさびていたが、それでもその役目を果たし、内部のものへ来客の存在を告げてくれた。

			　しばらくすると、重たい扉は開かれる。

			　そこには可愛らしいメイド服をまとった少女がいた。

			　彼女は陽光のような笑顔をたたえながらこう言った。

			「ようこそ、我がギルドへ」

			　冒険者ギルドに似つかわしくない少女であったが、それでもここは目当てのギルドのようだ。

			　しばし彼女の笑顔に見とれながら、彼女が発する次の言葉を待った。

			　

			†

			　

			　Ａランクギルド、フェンリルの咆(ほう)哮(こう)は思った以上に閑散としていた。

			　冒険者があふれているはずの受付には誰もおらず、カウンターの上に置かれた台帳は妙にくたびれている。

			　気になると言えば気になるが、それもメイド服の少女が紅茶を持ってくるまでだった。

			　彼女は銀のワゴンに、紅茶を入れたポットを持ってくると、それをゆっくりとそそいだ。

			　途中、ミルクを入れるか、レモンを入れるか、ジャムを入れるか、尋ねてくる。

			　聖剣であるエクスは、

			「薔(ば)薇(ら)の花のジャムを入れて」

			　とのことだったが、無論、彼女の言葉は届かない。

			　それにエクスは剣なので紅茶は飲めない。

			　エクスを無視すると、無難にレモンティーを所望し、砂糖を三杯入れた。

			　それに口を付ける。

			　とても旨かった。ティーカップ自体温めてあり、最後の一滴まで美味しく飲めるように調整してある。

			　まさしく紅茶を入れるために生まれてきたかのようなメイドさんであるが、彼女は何者なのであろうか。

			　まさかギルドマスターではあるまい。

			　このような可(か)憐(れん)なメイドさんがギルドマスターならば、このように閑散としているわけがない。

			　僕ならば、用がなくても毎日通ってしまうかもしれない。

			　そんなことを思っていると、腰にぶら下げたエクスが皮肉を言ってくる。

			「クロム、鼻の下伸びてるよ」

			　思わず確認してしまうが、人間の身体はそんなに伸び縮みしない。

			　エクスはメイド服の少女に見とれている僕に釘を刺したのだろう。

			　剣でも焼き餅を焼くのかな、そう思ったが、口にはしなかった。

			　代わりにメイドさんに声をかける。

			　このギルドのギルドマスターに取り次いでもらうために。

			「あの、ええと、メイドさん……」

			「わたしの名前はカレンと申します。どうかカレンとお呼びください」

			　可(か)憐(れん)な彼女にぴったりの名前だった。

			「それじゃあ、カレン、僕はこのギルドに入りたくて面接にきたんだけど、このギルドはギルドメンバーを募集していますか？」

			　その発言を聞いた瞬間、カレンは目を輝かせる。

			　まるで夜空に輝く星のようだ。

			「まあ、素敵。まさかこのフェンリルの咆(ほう)哮(こう)に新人冒険者がやってきてくれるだなんて」

			　諸手を挙げての歓迎だった。こんなことは初めてである。

			　少し薄気味悪くなったので、あらかじめ真実を伝える。

			「最初に言っておきますが、僕はどこのギルドにも所属したことがない未経験者です。レベルもさっき３になったばかりですし、能力値はほぼオールＤ、固有スキルも【なんでも装備可能】というあまり使えないものです」

			　それを聞いたカレンは、まあ、と口を小さくあけ、そこに手を添える。

			「クロムさまはとても正直なお方ですね、普通、面接にくる方は自分を大きく見せようとマイナス点は隠すものなのですが」

			「隠すもなにも調べればすぐに分かってしまうことですから」

			　でも、と続ける。

			「冒険者になるという意思だけは、そこらの新米には負けないつもりです。僕はいつか爺ちゃんみたいな立派な冒険者になって、メルビル家――僕の実家を再興するつもりです」

			　そう言い放つと、興奮した僕は少し立ち上がる。

			　カレンはそんな僕を馬鹿にするでもなく、素晴らしいですわ、と軽く拍手をしてくれる。

			「もしもわたしがギルドマスターならば、即座に採用してしまいそうなほどのやる気です」

			　カレンはそう言ったが、ですが、と続ける。

			「残念ながら、わたしはこのギルドのギルドマスターではありません。ただのしがない受付嬢兼メイド。わたしに人事権などないのです」

			「……それは遠回りの不採用ということですか？」

			「まさか、わたしにそのような権限も意思もありませんよ。むしろ、クロムさまには、このギルドに入っていただきたいくらいです」

			「ならばギルドマスターに会わせてください。直談判したいです」

			「もちろん、それはかまいません。でも、もう一度確認しますが、このようなギルドで本当にいいんですか？」

			「このようなギルド？」

			　カレンは軽く周囲を見渡す。

			　僕もそれにならう。

			「たしかにあまり立派なギルドじゃありませんね。しかし、それでもＡランクギルド、僕のような若輩をメンバーに加えてくださるなら、馬車馬のように働きます」

			「Ａランクギルド？」

			　その言葉を聞いたカレンは軽く首をかしげる。

			「ここはＡランクギルドではありませんが？」

			　そんな返答をする。

			「ここってＡランクギルドじゃないんですか？」

			「まさか、誰にそのような話を吹き込まれたんですか？」

			「いえ、看板にはＡランクと書いてあったから」

			　その言葉を聞いたカレンは「まさか！」という表情をし、スカートの裾を持ち上げながら、いそいそと玄関へ向かう。

			　十数秒後に看板を持ってやってくる。

			　彼女は看板を見るなりこう言った。

			「やっぱりです。これはうちのギルドマスターの悪戯(いたずら)です。もう、勝手にランクを偽ったら、また格下げされるかもしれないのに」

			「悪戯(いたずら)なんですか？」

			　僕がそう言うと、彼女は言葉ではなく、看板を指さし、こう言った。

			「ここです。ここを見てください」

			　そこには大きくＡランクギルドと書かれていた。

			　ただ、彼女が指さしたのはＡの文字ではなく、その横に小さく書かれた一文字だった。

			　Ａの横には、注意深く観察しなければ分からないほど小さな文字で、

			　

			『元』

			　

			　と書かれていた。
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			　なんとこのギルドはＡランクギルドではなく、『元』Ａランクギルドなのだ。

			　これでこのギルドが寂れているわけが分かったが、ひとつだけ分からないことがある。

			　それは、このギルドはいったい、なにランクなのだろうか、という疑問だ。

			　一二年前はたしかＢランクだったはずだが、今もそのランクを維持しているのだろうか。

			　周囲を見渡して観察する。

			　大きさこそ、そこそこであるが、建物自体は古くさく、活気がない。

			　先日回ったＢランクの建物と比べると、明らかに数ランク落ちるたたずまいであった。

			　ただ、小汚い印象はない。それは目の前のメイドさんが毎日掃除しているからだろうが、だからといって、この寂れ具合はとてもＢランクには見えない。

			　下手をするとＣ、もしかしたらＤということもあり得る。

			　そう思ったが、その想像は外れた。

			　それも悪い方向に。

			　彼女は軽く咳払いをすると、正直に現在のギルドランクを教えてくれた。

			「このギルドのランクはＦランクです。要は廃業一歩手前の零細ギルドなんです」

			　彼女はそう断言すると、先ほどと同じ質問をしてきた。

			「クロムさま、クロムさまはそれでもこのギルドに就職を望まれますか？」

			　彼女は最初の笑顔とは打って変わって、申し訳なさそうな、ばつの悪そうな顔をしていた。

			　ここで、

			「そんなのは関係ありません！」

			　と彼女の手を握りしめるのが男なのだろうが、僕にそんな甲斐性があるわけもなく、日(ひ)和(よ)ってしまった。

			「あ、あの、ええと、一回、宿に戻ってから考えてもいいでしょうか？」

			　もちろんかまいませんわ、とはカレンの言葉であったが、僕はぼそっと発した彼女の言葉を聞き逃さなかった。

			「……ああ、これで今月の新人冒険者の数もゼロ。このままでは王都のギルド管理局によって、このギルドもお取りつぶし。わたしはともかく、ギルドマスターのリルさまはどうするつもりなのでしょう」

			　そんな言葉がため息とともに耳に入った。

			　ただ、それでもすぐに「このギルドに入ります」と言えないのが、僕の置かれている微妙な立場であった。

			　以前も言ったが、僕は一族の期待を一身に受けている。

			　故郷の姉に、Ｆランクギルドに入りました、などと手紙に書くわけにはいかなかった。

			　僕は故郷の姉と、美味しい紅茶を御馳走してくれたメイドさんを天(てん)秤(びん)にかけ、故郷の姉さんを取った。

			　シスコンと後ろ指さされるかもしれないが、僕は紅茶のお礼を言うと、そのままギルドをあとにした。

			　

			　

			　せっかく、将来有望な冒険者がきてくれたのに。

			　と、カレンはため息を漏らす。

			　先ほどまで少年が座っていた椅子を眺める。

			「数ヶ月ぶりにやってきた冒険者にふられてしまいました」

			　カレンは紅茶のカップを片付けながら、先ほどの少年クロムのことを考える。

			　年の頃は一六くらいだろうか。

			　成人しているようだが、まだあどけなさが残っている。

			　ちょっとハンサムで好みかもしれない。

			　しかも、カレンの見立てでは彼はただの少年ではない。

			　とても将来性のある冒険者に見えた。

			　瞳の奥に宿るものからして凡人とは違った。とても澄んでおり、人を引きつけるなにかを持っている。

			　それにその燃え上がるような心。

			　それこそが冒険者に必要なものだと、カレンは思っていた。

			　そんな逸材が立ち去ってしまったのだから、カレンとしてはしょんぼりである。

			「……でも、なんだか彼とはまた会えそうな気がする」

			　ぼそりとつぶやくカレン。

			　それは願望なのだけど、カレンの願望はよく叶うのだ。

			　カレンはその願望を叶えるためにおまじないをすることにした。

			　自分のために入れた紅茶に花びらを落とす。

			　もしもその花びらが紅茶の中に沈んだら彼は戻ってこない。

			　紅茶に浮かび続けたのならば戻ってくる。

			　カレンはじっと花びらの行方を見守る。

			　五分後、その花びらは――。

			　

			†

			　

			「ブーブー！　クロムの薄情者」

			　冒険者ギルド、フェンリルの咆(ほう)哮(こう)を出て、初めて言葉を発したのは聖剣のエクスだった。

			　彼女は僕がフェンリルの咆(ほう)哮(こう)を見捨てたことをなじっているようだった。

			　抗弁する。

			「しかたないじゃないか、僕は一流の冒険者になって、お家を再興しないといけないんだから」

			「でも、それでも紅茶を淹れてくれたあのお姉さんが可哀想だとは思わない？」

			「そりゃ思うけど」

			「ならば戻ってあのギルドに入ろうよ。きっといいことあるよ」

			「どうしてエクスはあのギルドを推すの？　最初はカレンに敵意を持っていたくせに」

			「理由は簡単、なんかあのギルドが落ち着くんだ。ちょっと埃(ほこり)っぽいんだけど、静かで穏やかな時間が流れる素敵なところ。時折、メイドさんが淹れてくれる紅茶の匂いもかぐわしい」

			「そんな理由で僕をあのギルドに入れようとしているの？」

			「そんな理由であのギルドに入ってもらいたいんだよ」

			「人の人生だと思って」

			「大切なご主人さまの人生だからだよ。ボクは聖剣。神にも等しい存在だけど、一度、ご主人さまと定めた相手には礼節を尽くすよ。だから本気であのギルドを勧めているの。いいじゃん、Ｆランク。つまりこれ以上下はないギルドってことだよ。あとは活躍すればランクが上がる一方だ」

			「カレンさんは下手をすればお取りつぶしの危機って言ってたけど」

			「そんなこと言ってたっけ？」

			　と、しらばくれるエクス。

			　相変わらず、とぼけた聖剣である。

			「でも、がんばればいいじゃん。がんばってあのギルドで手柄を立ててさ。あのギルドを盛り立てて、いつかあのギルドをＡランクにすればいい。そうしたら弥が上にも君の名声は上がるよ」

			「……たしかにそうかもしれないけど」

			　でも、と続ける僕に聖剣は叱(しつ)咤(た)する。

			「デモもストライキもないの！　クロム、ここが人生のターニングポイントだよ。ここで彼女を見放したら、君に一生彼女なんてできないよ」

			「どうして彼女の話になるの？」

			「カレンさん、可愛かったじゃん。見とれていたし」

			「たしかに可愛いけどさ」

			「けどさ？」

			「エクス、君は僕の姉さんを知らないから平気でそんなことが言えるんだ。もしも僕がＦランクギルドに就職したと知ったら、あの人は本気で僕を殺しにくるよ。そして見事僕を討ち取ったあとに自害して果てるよ。姉さんはそういう人なんだ」

			　重ねて強調すると、もうこの件は却下、と締めくくった。

			　さすがにエクスもそれ以上はなにも言わなかったが、最後にこんな予言をする。

			「ちなみにボクの占星術によると、君は今日、犬に好かれる。道で偶然犬と出くわし、運命を変えられる。それだけは覚えておいて」

			　と言った。

			　なかなか不吉な予言であるが、それを成(じよう)就(じゆ)させないため、僕は先日まで泊まっていた安宿に急いだ。

			　

			　安宿にたどり着く。

			　無論、犬になど出会わなかった。

			　宿に入ると掃除をしていた女将さんが話しかけてきた。

			「あら、クロム、田舎に帰ったんじゃないの？」

			　女将さんは笑顔でそう尋ねてくるが、事情を説明し、もう何日か泊めてもらえないか交渉した。

			　女将さんは終始にこやかだったが、結論から言えば宿を取ることはできなかった。

			　僕が宿を出たあと、丁度、長期の団体客が入ってしまい、満杯になってしまったのだ。

			　この安宿が満杯になるなど、初めて見る光景だが、繁盛しているようでなによりであった。

			　しかたないので、礼儀正しく頭を下げ、他を当たってみますと、そのまま宿をあとにした。

			　宿を出てしばらくすると、エクスが話しかけてくる。

			「ねえねえ、知っている？　フェンリルの咆(ほう)哮(こう)はガラガラで、メンバーになれば部屋を一室与えてくれるんだって」

			「それはカレンさんに聞いた」

			「フェンリルの咆(ほう)哮(こう)では、メンバーになると朝食と夕食が振る舞われるんだって。やったね、これで飢えない」

			「それもカレンさんに聞いた。彼女が作るみたいだね。きっと美味しいんだろうな」

			「あとね、立派な刀掛けがあって、聖剣を飾っておくのには、もってこいのスペースがあるみたい」

			「その話は聞かなかったけど、どこで仕入れたの？」

			　エクスは、楽しそうな鼻歌を交えながら、

			「秘密だよ、ふふん♪」

			　と言った。

			　まったく女の子みたいな聖剣だな、女の子だけどさ。

			「さてと、実は僕が知っている限りで一番安い宿があそこだったんだ。あそこに泊まれないとなると今夜は野宿だけどいい？」

			「え？　まさか、クロムは大切な聖剣であり、か弱い女の子であるボクを野宿させる気？」

			「しかたないだろ。お金がないんだから。就職活動にもお金はいるし、冒険者ギルドに入るまでの間は節約しないと」

			「だからフェンリルの咆(ほう)哮(こう)に入ればいいのに。なにそんなに意固地になっているんだか」

			　エクスはそう言い切ったが、その皮肉は僕には届かなかった。

			　彼女が小声で話したからではない。

			　むしろ彼女は嫌みなほど大声で話していた。それでも僕の耳をすり抜ける。代わりに前方に倒れている人物に目がいってしまう。

			　大通りから一本はずれた道、そこに妙齢の女性が倒れていた。

			　いや、小柄だから、もしかしたら僕より年下の女の子かもしれない。

			　慌てながら少女のもとに駆け寄る。

			　そこに倒れていたのは一三～一四歳の少女であった。あくまで見た目ではあるが。

			　月をそのまま溶かしたかのような銀髪の少女で、その肌も驚くほど白く、美しかった。

			　ただし、彼女には獣(けもの)のような耳があった。獣(けもの)のような尻尾(しつぽ)があった。

			　一目で人ならざるものだと分かったが、それでも彼女を見捨てることはできない。

			　おそるおそる彼女の上半身を持ち上げ、容態を確認する。

			　そのささやかな胸に視線をやると、わずかだが上下していた。

			　どうやらまだ生きているらしい。

			　いったいなにがあったのだろうか。

			　彼女に尋ねたかったが、気絶していた。

			　いや、眠っているだけか。

			　彼女は傷ついた様子もなく、また病気で倒れた様子もない。

			　ただ、ぐるるぅ～、と、ヒキガエルの鳴き声のような音を、お腹から間断なく漏らしていた。

			「もしかしてこの子、お腹すいているんじゃない？」

			　とはエクスの意見だったが、その意見はおおむね正しいようだ。

			　少女は寝言のように言う。

			「お腹が減った……、もう一歩も動けない」

			　うわごとのように言い続ける。

			「今時、行き倒れ？」

			　と、突っ込みたくなるが、彼女を目覚めさせ、元気にさせるには、なにか食べ物を与える必要があるのかもしれない。

			　そう思った僕は、彼女の耳元でささやく。

			　ハンバーグ、エビフライ、クリームシチューと。

			　その単語の効果はてきめんで、彼女は一瞬で目を覚ますと、それらを食べたい、と所望した。

			　所望されてしまってはしかたない。

			　彼女の空腹を満たすため、行き倒れを回避するため、僕はなけなしの路銀から彼女の食事代を出すことにした。

			　僕は彼女を連れて行きつけの食堂へと向かった。

			　

			†

			　

			　食事処「銀のさじ亭」は迷宮都市の寂れた一角にあるが、常に人でごった返していた。

			　手頃な値段で美味しい料理をボリューミーに、がモットーの店で、そのモットーを忠実に守っているため、庶民たちの心を鷲(わし)づかみにしているのだ。

			　そこに銀髪の獣(けもの)耳少女を連れて行くと、彼女は即座に蘇(そ)生(せい)した。

			　店の前にやってくるなり、耳をぴんと立て、尻尾(しつぽ)を立てる。

			　どうやら匂いですでに興奮しているらしい。

			　しかし、彼女は意外と自尊心が高いタイプのようで、

			「ふ、ふん、どうせ、このように庶民が行く店、たいしたものはおいてなかろう」

			　と強がった。

			　十数分後、料理が運ばれてくると、尻尾(しつぽ)をフリフリと振りながら、料理をかき込んでいたが。

			「すごい食べっぷりだね」

			　とはエクスの言葉であるが、まさしくその通りだった。

			　彼女は欠食孤児のように料理を口に放り込むと、もしゃもしゃ、はむはむと咀(そ)嚼(しやく)していた。

			　一通りの料理を食べ終えると、彼女は両手を合掌させ、

			「御馳走であった」

			　と、黙(もく)祷(とう)を捧げた。

			　つられて僕も真似したが、それが終わると彼女は尋ねてきた。

			「助かった。礼を言う。少年、君の名はなんという」

			「クロムです」

			　と、答えると彼女は偉そうにうなずきながら、

			「良い名だ。それに義(ぎ)侠(きよう)心にあふれている名前でもある。今時、行き倒れを救うなど、なかなか見上げた心がけだぞ」

			　と笑った。

			「おっと、失礼。行き倒れていたところを救ってくれたのに、まだ名前も名乗っていなかったな。私の名前はリル。ただのリルだ」

			「平民なのですか？」

			「正確に言うと違うが、まあ、貴族でないことだけはたしかだな」

			　そう言うと彼女は豪快に笑う。

			　さらに続ける。

			「いや、こうして命まで救ってもらったんだ。君に隠し事はすまい」

			　そう前置きすると、彼女は腰に手を当て、ささやかな胸を突き出しながら言った。

			　えっへん、という擬音が似合いそうなポーズだ。

			「私の二つ名は汚れなき賢(けん)狼(ろう)のリル。いわゆる神獣というやつだ」

			「え、リルさんって神獣なんですか？」

			「いかにも」

			　と胸を張るリル。

			　神獣とは、この世界の神さまの一種だ。

			　ウロボロスや神竜、麒(き)麟(りん)、フェニックスなど、多種多様な神獣がおり、彼女たちは人間の姿に具現化し、地上に降りてくる。

			　彼女たちは神殿であがめ奉られる代わりに、冒険者ギルドなどの長を務める風習がある。

			　なんでも数百年ほど前に地上にやってきた神獣が、ギルドを組織し、ギルド制度の基礎を築き、人間界の発展に大きく寄与したらしい。

			　そのときの風習が残り、いまだにギルド長は神獣というのがこの国の決まりだった。

			　しかし、まさかこんな偶然があるとは。

			　就職先のギルドを探している途中に、こんな出会いに恵まれるとは夢にも思っていなかった。

			　まさに天(てん)佑(ゆう)である。

			　――と言ってもこのリルさんが都合良く冒険者ギルドのギルドマスターとは限らないけど。

			　なにせこの迷宮都市には大小様々なギルドがあり、その数だけギルドマスターがいる。

			　早々都合良く冒険者ギルドのマスターに出会えるわけがない。

			「ちなみに私はとある冒険者ギルドの長をしている。Ａランクのギルドだ」

			　……早々都合良く出会えてしまった。

			　それもＡランクのマスターに。

			　ぐいぐいと僕の服の袖をひっぱる力を感じる。エクスが魔法の力で引っ張っているようだ。

			　彼女は小声でこう言ってきた。

			「これってチャンスなんじゃない？　クロムは命の恩人、そしてこの神獣はギルドマスター。ダメ元でギルドに入れてもらえば？」

			　僕も小声で返す。

			「うん、分かっている。こんなチャンス滅多にないしね」

			　よし、と気合いを入れると、彼女に頭を下げた。

			「あの、いきなりですみませんけど、僕、一流ギルドに就職するために田舎からこの迷宮都市にやってきたんです。どうか僕をリルさんのギルドに入れてもらえませんか？　掃除から洗濯までなんでもしますから」

			「ほう、少年は冒険者志望か」

			「はい」

			「ステータスを見てもかまわないか？」

			「……はい」

			　今現在の低いステータスはあまり見られたくなかったが、これから就職しようとしているギルドの長に隠し事はできない。

			　ステータスを開示する。

			　リルさんはそれをじっくりと鑑賞する。

			　

			クロム・メルビル　一六歳　レベル３　無職冒険者

			　

			筋力　Ｄ

			体力　Ｄ

			生命力　Ｃ

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｄ＋

			魔力　Ｄ

			魔防　Ｄ

			知力　Ｄ

			信仰心　Ｄ

			総合戦闘力　７７３

			　

			武器　聖剣エクスカリバー

			防具　旅人の服

			　

			固有スキル　【なんでも装備可能】

			戦闘関連スキル　【剣術Ｄ】　【火魔法Ｆ】

			　

			　リルさんは小さなあごに手を当てると「ほほぉ」と漏らす。

			　どこか面白いところを見つけたようだ。

			　彼女は解説する。

			「ステータスは平均的。低レベルにしては低くはないが、けっして高いとも言えない。着目すべきはその固有スキルと武器か」

			　彼女はそこで一拍おく。

			「【なんでも装備可能】」

			　彼女はその文字に空中で触れると詳細を読み取る。

			「【なんでも装備可能】その効果は文字通りなんでも装備できる、か。まんまだな。しかし、便利なスキルだ。たとえレベル１でも聖剣を装備できるのだから」

			　次に彼女は聖剣を見つめる。

			「それが聖剣か？」

			「はい、そうです。世にも珍しいしゃべる聖剣です」

			「どもー、エクスです。こんにちは」

			　エクスは元気にそう言うが、彼女の言葉はリルに届かない。

			「ただ、聞こえるのは僕だけみたいですね」

			「なるほど、マスターにしか聞こえないのか。ちなみに、その聖剣にはどんな能力が隠されているんだ？」

			「僕の総合戦闘力を五倍に跳ね上げてくれます」

			「それだけか？　普通、聖剣ともなれば追加スキルが盛りだくさんなのだが」

			　彼女は不思議そうに首をひねる。

			　僕は非難がましい目でエクスを見つめる。

			「ちょ、しかたないでしょ。ボクはあの古くさい武具屋で何十年も眠っていたんだよ。スキル効果の発揮させ方を忘れちゃったの。それにオリジナルの鞘(さや)も紛失しちゃったし」

			　でも、大丈夫、そのうちポテンシャルを最大限に発揮してみせるよ。

			　エクスは得意げに言う。

			　彼女の言葉をそのままリルさんに伝える。

			「なるほど、そういう理由があるのか。ならば丁度良い。私はこれから肩慣らしに迷宮にもぐろうと思っていたのだ。少年、良ければ一緒にこないか？」

			「え、それってつまり、僕がこの迷宮都市の地下迷宮に入ってもいいということですか？」

			「この迷宮都市に他に迷宮はないよ」

			「是非ともご一緒したいです!!」

			　飛び跳ねたい気持ちを抑えるので精いっぱいだった。

			　迷宮都市の迷宮は都市の評議会に厳重に管理されており、通行手形を持っているものしか入ることはできないのだ。

			　なのでしかたなく地下下水道や迷宮都市郊外で修業してきたが、それは本意ではなかった。

			　冒険者たるもの、迷宮にもぐらないでどうする。そんな忸(じく)怩(じ)たる思いがあったのだ。

			　嬉しさのあまりリルさんの手を握りしめると、僕はそのまま会計を済ませた。

			　本当は折半にしたいところだったが、これからお世話になる人だ。ご飯くらい御馳走しても罰は当たらないだろう。

			　その旨を伝えると、彼女は再び合掌をし、

			「かたじけない」

			　と、礼を言ってくれた。

			　見た目に反して古風な人である。

			　容姿こそ、うら若い少女だが、案外、お年を召しているのかもしれない。

			　そう思った。

			　

			　

			　こうして行き倒れのところを救ってもらったリル。

			　行き倒れの理由は、朝食を抜いてきてしまったからだ、とは今さら正直に話せない。

			　これでもリルは神獣、威厳と沽(こ)券(けん)に関わる。

			　しかし、不覚にも空腹で倒れてしまったが、それはそれで幸運だったのかもしれない。

			　親切な少年にご飯を奢(おご)ってもらったことがではない。

			　それよりもすごい収穫があったのだ。

			「あの低ステータスで聖剣を操る少年、ただものではない」

			　聖剣自体、かの異世界の伝説の王アーサー王が所持していたとされる最強の剣のひとつだ。

			　それを持っていること自体、少年の非凡さを表している。

			　今現在はステータスが低くても、そのうち、いや、近い将来、少年は冒険者として頭角を表すだろう。

			　少年は【なんでも装備可能】スキルと、『運』よく宝くじを当てたおかげです、と謙(けん)遜(そん)するが、そんなのは本当に謙(けん)遜(そん)にすぎない。

			　

			　聖剣は意思を持つ。

			　聖剣は自尊心を持つ。

			　聖剣は宿命をになう。

			　

			　聖剣に選ばれたということ自体、あの少年にはなにかがあるのだろう。

			　それを確かめたかった。

			　改めて少年を見つめる。

			　若者らしい凜(り)々(り)しい目をしていた。

			　その瞳を見て思う。

			「……さっき奢(おご)ってもらったクリームシチュー丼うまかったな」

			　と――。

			　もしも少年がリルの想像通りの冒険者の卵ならば、また一緒に食べることができるかもしれない。

			　彼の実力が本物ならば、冒険者ギルドに誘うつもりだった。

			　彼を仲間にするつもりだった。

			　もしも、彼がギルドメンバーになったのならば、またこの店にこよう。

			　そのときはクリームシチュー丼の上にエビフライをトッピングしよう。

			　そう思いながら、迷宮への入り口へ向かった。

			　

			†

			　

			　迷宮都市の迷宮への入り口、そこには常に衛兵がおり、ダンジョンにもぐるものを厳しく精査していた。

			　資格を持たないもの、紹介状を持たないものを中に入れないためだ。

			　それはなんの力も持たない一般市民をダンジョンに入れて危険にさらすことを防ぐためでもあるが、他にも意味がある。

			　たとえば非合法の秘薬や霊薬の売買にダンジョンを利用させないため、犯罪組織の根城などを作らせないため、などの理由だ。

			　なので厳しくチェックされるのだが、リルさんの場合はそうではなかった。

			　彼女は衛兵に軽く目配せすると、

			「ご苦労」

			　と、一言だけで通り過ぎてしまった。

			　さすがギルドマスター。神獣さまともなれば顔も覚えてもらえるのだろう。

			　しかし、僕はそういうわけにはいかない。リルさんは素通りされても僕は違った。

			　衛兵は僕を呼び止め、素性を尋ねる。

			「ええと、僕は――」

			　僕の説明をさえぎったのはリルさんだった。

			「少年は私の連れだ。ギルド発行の通行許可証があれば、三人までは申請なしで連れ込めるのだろう」

			「リルさまのお連れでしたか、それは失礼しました」

			　と、道を空ける衛兵。すごい。小柄な少女だったが、その威圧感は神さま並だ。いや、神さまなんだけど。

			　僕はリルさんの後ろに黙ってついて行く。

			　彼女の尻尾(しつぽ)はぴんと立っており、とても可愛らしかった。

			　

			　

			　ダンジョンに入る。

			　そこには青空が広がっていた。

			　一瞬、ここが本当に地下であるか、疑いたくなったが、リルさんが説明してくれる。

			「驚いたか、少年、迷宮の地下に青空があることに」

			「話には聞いていましたが、驚きますね。実際に目にしてしまうと」

			「どんな魔法を使っているのか、空間をねじ曲げているのか、賢者たちの間でも議論百出だそうだが、その謎は解明されていない」

			　彼女は陽光を浴びるために天をあおぐ。

			「しかし、あそこに見える太陽はまがいものかもしれないが、それでもあの光によって視界は保たれるし、植物も元気に育つ。その植物を食べる草食動物もいて、それに襲いかかる肉食獣もいる。こうしてこのダンジョンの生態系は保たれているというわけだ」

			「なるほど」

			　と、周囲を見渡す。

			　たしかにダンジョン内には多くの木々や草花が生い茂っている。

			　それを食べる草食動物もいたし、木の梢(こずえ)で羽を休めている小鳥もいた。

			　弓の腕前が一人前ならば、ここで自給自足の生活ができるかもしれない。

			　そう思った。

			「さて、観光案内ではないのだから、さっそく、その腕前を見せてもらおうか。いや、その聖剣の能力を発揮してもらおうか。もしも私のお眼鏡にかなえば、少年を我が最強ギルドのメンバーに加える」

			　リルさんはそう断言すると、僕を狩り場に連れて行った。

			　

			　迷宮第一階層南西部。

			　そこは冒険者たちの練習場と呼ばれるくらい、低レベルのモンスターたちが集まっている場所だ。

			　そこに連れてこられた僕は、不思議な光景を見る。

			　リルさんは鼻栓をすると、懐から薬草を取りだした。

			「なぜ、鼻栓をするんですか？」

			「私は鼻がきくからな。この匂いがたまらないのだ」

			「そんなに臭いですかね？」

			　くんくんと、薬草の匂いをかぐが、そこまで強烈ではない。

			　それは薬草を火にくべても一緒だった。

			　もくもくと煙が立ち上るが、そこまで悪臭を放たない。

			「この匂いは、周囲にいるコボルトどもを引き寄せる。コボルトは知っているな？」

			「犬型の亜人タイプのモンスターですよね」

			「正解だ。なかなかすばしっこくて厄介なやつらだが、今の少年ならば、なんとか倒せるだろう。いや、なんとかではなく圧倒してもらわないと。なにせ少年は我がギルドに入ってもらわなければならないのだ。Ａランクのな」

			「Ａランク……」

			　ごくり、と生唾を飲む。

			「しかし、そんなに緊張をしないでもいい。緊張していては力を十全に発揮できないからな」

			　彼女はそう言うが、すぐに表情が真剣になる。

			「――どうやらさっそくコボルトどもが匂いをかぎつけたようだぞ。数はひいふうみい、五体といったところか。初陣に丁度良い」

			　彼女は断言すると僕の背中を叩いた。

			「これは景気づけだ。やつらを駆(く)逐(ちく)して、英雄としての第一歩を踏み出せ！」

			「はい！　分かりました」

			　と、僕は鞘(さや)から剣を抜き、コボルトたちに立ち向かう。

			　コボルトたちは皆、武装していなかった。

			　第一階層のコボルトは知能が低く、武器を持たないらしい。

			　その武器は手のかぎ爪と強力な犬歯だけ。

			　大ぶりのかぎ爪と首元を狙ってくる噛みつきにさえ気をつければ、たいして怖い相手ではなかった。

			　そう判断した僕は思いきって剣を振るう。

			　聖剣の横なぎの一撃は軽くコボルトを切り裂く。

			　一撃で倒されたコボルトはその場に倒れる。

			　その姿を見て、

			「やれる！」

			　そう思った。

			　僕は次々とコボルトに斬りかかるが、コボルトたちは避けることさえできずに次々と倒れていく。

			　その姿を見てリルさんはつぶやく。

			「すごいな……、とてもレベル３、それに剣術スキルＤの新米とは思えないな」

			「聖剣のおかげですよ」

			　断言すると、最後に残ったコボルトにとどめを刺した。

			　それを見守っていたリルさんは、お見事、と一言。

			「見事な手際だ。素晴らしい腕前であった」

			「それじゃあ、僕をギルドメンバーに加えてもらえるんですか？」

			　思わず声を弾ませてしまうが、彼女は首を横に振る。

			「私は少年が聖剣の潜在能力を引き出すところが見たい、と言ったのだぞ。今の一戦ではなにも計れなかった」

			「そ、そんな」

			「安心しろ、今のは小手調べだ。コボルトごときで少年の力は計れない。なのでこの私が自ら相手をすることにした」

			　リルさんはそう言うと、戦闘の構えをとる。

			「え、僕とリルさんが戦うんですか？」

			「不足かね？」

			「まさか、とんでもない。だけど、武器も持たない女の子と戦うのはちょっと」

			「武器を持たない？」

			　リルさんは自(じ)嘲(ちよう)気味に笑うと、とぼとぼと歩き出した。

			　近くにあった岩まで向かうと、そこで、

			「ふんっ！」

			　と力を込める。

			　そのまま拳を岩にぶつける。

			　岩が砕ける。それも粉々に――。

			　それが神獣であるリルさんの実力であり、覚悟でもあった。

			「少年、私を女だと思って侮(あなど)らないことだな。全力でかかってこい。そしてその聖剣の力をすべて出し切ってみせよ！」

			　リルさんはそう叫ぶと、再び戦闘の構えを見せた。

			　僕は覚悟を決めると、聖剣をかまえた。

			　

			　

			　決闘が始まる直前、リルはこう思っていた。

			　我ながら大人げないかな、と。

			　しかし、リルの血はたぎっている。

			　目の前にいる少年の力に心をときめかせていた。

			　固有スキル【なんでも装備可能】。

			　ふざけた名前であるが、そのスキルの可能性は無限にある。

			　悪魔しか装備できない呪われた武器も。

			　化け物でもかつげない大剣も。

			　巨人しか持つことのできない大盾も彼は装備できるのだ。

			　それは無限の可能性と無限の戦略性を秘めているということ。

			　それだけではない。

			　彼の力はまだまだ微弱であるが、その奥に宿る『力』を見逃すほど、リルは耄(もう)碌(ろく)していなかった。

			「少年――、名前をクロムと言ったかな。彼はやがて最強の冒険者となる。この国の英雄になる。私は彼を自分の手で育ててみたい。彼が英雄になるところを見てみたい」

			　この地上に降臨して早数百年。

			　様々なタイプの少年を見てきたが、クロムはどの人間たちとも違った。

			　どの少年よりも目を輝かせ、まっすぐに前を見つめていた。

			　その瞳の先になにがあるのか、リルは確かめたかった。

			　

			††

			　

			　リルとクロムの戦いは圧倒的にリルが有利だった。

			　なぜならばリルのステータスは、

			　

			リル　レベル？　神獣フェンリル　ギルドマスター　二つ名　汚れなき賢(けん)狼(ろう)

			　

			筋力　Ｂ＋

			体力　Ｂ＋

			生命力　Ａ

			敏(びん)捷(しよう)性　Ａ

			魔力　Ｃ＋

			魔防　Ｂ

			知力　Ｂ

			信仰心　Ｅ

			総合戦闘力　２８０９０

			　

			　というものであった。

			　総合戦闘力７７３のクロムなど敵ではない。

			　小指だけで倒せるほどであったが、リルはもちろん、全力は出さなかった。

			　リルの目的はクロムを倒すことではないからである。

			　リルの目的は彼の力を計り、彼の持っている聖剣の力を引き出すことであった。

			　なのでわざと自分に弱体化(デバフ)の魔法をかけると、その能力を激減させた。

			　今のリルの戦闘力は１０００丁度。

			　クロムを上回るが、圧倒するというほどではなかった。

			　ゆえに結構いい勝負が繰り広げられていた。

			　クロムの聖剣がリルの脇腹に飛び込んでくると、リルはそれを硬質化した右手で受け流し、左手をクロムの顔に振り落とす。

			　クロムもそれを避けると、今度は器用に突きを入れてきた。

			「なかなか見事な剣術じゃないか、少年」

			「田舎でみっちりと姉に仕込まれましたからね。Ｄランクにするのに半年もかかりましたが」

			（たったの半年!?　たったの半年で剣術スキルをそこまで上げたというのか）

			　やはりこの少年は凡人ではない。そう思った。

			　通常、ちゃんとした剣の指導者のもとで真面目に修業をしても、半年では剣術レベルをＧからＦにできるかどうかというのが世間の常識であった。それを目の前の少年はたったの半年でＧからＤに引き上げたというのか。

			　その話が本当ならば、この少年は天才なのかもしれない。

			　そう思いながらリルは蹴りを入れた。

			　本気の蹴りだ。

			　リルのすらりとした足から繰り出される蹴りは、見た目よりも遙かに速く、鋭い。その一撃は雄牛も悶(もん)絶(ぜつ)させるが、その一撃を食らった少年もまた悶(もん)絶(ぜつ)していた。

			「ぐ、ぐはっ」

			　と、胃液をまき散らしている。

			「戦闘中によそ見をするとこうなる」

			　リルは訓(くん)告(こく)を与えたつもりだった。

			　能力は同等まで下げているが、勝負に手加減をするつもりはない。

			　リルはこのまま攻撃を加えるつもりだ。

			　命までは奪わないが、それでも容赦なくねじ伏せる。

			　それがリルの教育哲学であったが、その哲学は実行できなかった。

			　なぜならば、胃液をまき散らして倒れたかと思われるクロムがいきなりこちらの方に覆い被さってきたからだ。

			　彼は見たこともないような速さでリルに向かってくると、そのまま抱きしめてきた。
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			「な、ば、馬鹿もの、やめろ、ここは野外だぞ」

			　自分でも馬鹿な台詞だと思った。ならば屋内ならばいいのだろうか。そう突っ込む余地が生まれる。

			　しかし、それでもクロムは手を離さない。それどころか自重を利用してリルを押し倒す。

			　ええい、破(は)廉(れん)恥(ち)な少年め、そう思い神威を解放して戦闘力を全開にしようかと迷ったが、それはできなかった。

			　なぜならば少年の背中に深々と矢が刺さっているところを目撃してしまったからだ。

			　リルはその矢の斜線上にいるモンスターを探す。

			　いた。

			　数十メートル離れている場所に、そいつはいた。

			　どうやら先ほど倒したコボルトたちのリーダーのようだ。小賢しくも弓の使い方を知っており、それをこちらに目がけて放った、というわけだ。

			　しくじった。

			　そう思ったリルはクロムの手を強引に離すと、そのままコボルト・リーダーのもとへ向かった。

			　あまりの移動速度にびっくりしているコボルトの頭にそのまま蹴りを入れて倒すと、魔力を込めた蹴りでコボルトの頭を粉砕する。

			「少年のかたきだ。外道め」

			　自分で言った言葉だが、心地よくないことに気がつく。

			　これではまるで少年が死ぬ前振りではないか。

			　こんなところで死なれてはたまったものではない。

			　まだリルは彼に可能性を見せてもらってなかったし、その力の片(へん)鱗(りん)さえ見せてもらっていない。

			　死ぬのならばせめてそれを見せつけてからにして欲しかった。

			　そう思い、少年のもとへ駆け寄り、下手な回復魔法をかけようと思ったのだが、それはできなかった。

			　なぜならば、すでにそこには少年を回復させる存在があったからだ。

			　少年の手に握りしめられていた聖剣は青白く輝き、少年に魔力を供給していた。

			　先ほどまで深々と刺さっていた矢は体外に排出され、そこからあふれ出る大量の血液はすぐにとまる。

			　聖剣の武器スキル。

			　

			【自動回復小】

			　

			　によってクロムの命は救われたのだ。

			「これが聖剣の力か……」

			　思わずそう口にすると、リルはとあることに気がつく。

			　自分が少年に救われたという事実と、少年が聖剣の力を解放した現実に。

			　もしも少年があのときかばってくれなければあの矢を受けていたのは自分だろう。

			　極限まで戦闘力を下げていたから、当たり所が悪ければそれが致命傷になっていた可能性もある。

			　つまり、少年は命の恩人だ。

			　それに少年は見事、聖剣の力を引き出した。

			　当初の約束を果たしたことになる。

			「……これで少年の就職先は決まったかな」

			　ぼつりと漏らすリル。

			　リルはそのことを彼に伝えるため、自動回復によって目覚めた少年にこう伝えた。

			「おめでとう、少年、今日から君は我が最強ギルドのメンバーだ」

			　その言葉を聞いたクロム少年は、夜空に輝く星のように表情をきらめかせた。

			　

			†

			　

			　こうして僕は行き倒れていた神獣を救い、彼女にご飯をおごり、彼女の試練を乗り越え、Ａランクギルドへ誘ってもらった。

			「人間万事塞(さい)翁(おう)が馬だね」

			　と漏らすと、聖剣のエクスが「ほえ？」と尋ねてくる。

			「エクスは勉強が苦手なんだね。人間万事塞(さい)翁(おう)が馬、訳すと人生、悪いことが起こってもそれが災い転じて福となすこともある、という意味の言葉だよ」

			「ならそんな難しい言葉使わないで、最初からそう言ってよね」

			　と、エクスさんはおかんむりだ。ただ、それでも僕の就職を喜んでいてくれるようで、こんな台詞をくれた。

			「これでやっと冒険者の仲間入りだね。勇者クロムと伝説の聖剣の英雄譚(たん)の幕開けだ」

			「迷宮都市のギルドに落ちまくって、買った宝くじがたまたま当たって、たまたま武具屋で見つけた聖剣を持って迷宮にもぐる。……なんかかっこわるいね」

			「その辺は気にしないの。英雄になっちゃえばいくらでも改変がきくよ。その辺のかっこわるいエピソードは抜いて、クロムが伝説の岩に突き刺さっていたボクを引き抜いた、という話にすればいい。うん、いい演出だ。今日からボクたちの出逢いはそれで通そう」

			　と、彼女は鼻息を荒くするが、将来の伝説を彩るエピソードは、将来考えればいい。

			　僕はまだ英雄でもなければ、冒険者でもない。

			　冒険者になるには、冒険者として登録されなければならない。

			　そのためには一刻も早く、このダンジョンを立ち去り、リルのギルドまで向かうべきだった。

			　僕たちは意気揚々とダンジョンから引き上げた。

			　

			　

			　意気揚々とダンジョンを出た僕は、意気消沈と冒険者ギルドの前でたたずんでいた。

			　先ほどの喜びようが嘘に見えるくらいがっくりと肩を落とす。

			　その姿を見かけた神獣のリルさんが話しかけてきた。

			「少年、どうしてそんな顔をしているんだ？　念願の冒険者ギルドに入れるのだぞ？　もっと嬉しい顔をしたらどうだ？」

			　リルさんにはなんの悪気もないのだろうが、それでも抗議せざるをえない。

			　軽く深呼吸すると、できるだけ冷静な口調で言った。

			「あの、リルさん、リルさんは僕をギルドに入れてくれるといいましたね」

			「言った。女に二言はない」

			「そのギルドはもしかして僕の目の前にあるこの建物のことですか？」

			「ああ、そうだよ、そう。ちょっと古めかしいが、アンティークな感じがしていいだろう」

			「それはそうかもしれませんね。ですが、僕が問題にしているのはそこではありません」

			「では、どこが問題なのかね？」

			「その問題はあなたが嘘をついていたということです」

			「この私が嘘を？　なにを根拠に」

			「根拠ならばありますよ。リルさんは僕にＡランクギルドに入らないかと誘った。なのにこのギルドはＡランクではなく、Ｆランクギルドじゃないですか！」

			　ずばり、指摘すると、リルは「なぜそれを!?」的な顔をした。

			「君は予言者かなにかか」

			「そんなたいそうなもんじゃないですよ。さっき、偶然、このギルドを訪問して、そのときにここに立てかけられていた看板の正体を知っただけです」

			　小さく『元』Ａランクギルドと書かれていましたね、と指摘する。

			「むむぅ、そのからくりに気がつくとは君はなにものだ？」

			「ただの冒険者候補ですよ。そのからくりを教えてくれたのは、カレンさんというメイドさんです」

			「カレンめ、また余計なことをしおって。Ａランクと書いておけば間抜け冒険者がやってくるかもしれないものを」

			「…………」

			　間抜けにもＡランクの看板に釣られてしまったのでなにも言い返せないが、それでも文句を言わざるを得ない。

			「リルさん、僕は一瞬、本当にＡランクギルドに入れると思って大喜びしてしまったんですよ。それなのにこんなたちの悪い嘘をついて」

			「嘘じゃないさ。ここは元々Ａランクギルドだった。今はさる事情でＦランクに甘んじているが、それでも近いうちに必ずＡランクに復帰する」

			「どうしてそんな無責任なことが言えるんですか」

			「無責任じゃないさ。私はクロム・メルビルという英雄の資質を持った冒険者の卵を手に入れた。そんな逸材を手にしてしまったら、それくらいの夢は見る」

			「……僕が逸材？」

			「逸材も逸材さ、見てみなさい」

			　と、僕のステータスを開示する。

			　

			クロム・メルビル　一六歳　レベル５　無職冒険者

			　

			筋力　Ｄ＋

			体力　Ｄ

			生命力　Ｃ

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｄ＋

			魔力　Ｄ

			魔防　Ｄ

			知力　Ｄ

			信仰心　Ｄ

			総合戦闘力　９５３

			　

			武器　聖剣エクスカリバー

			防具　旅人の服

			　

			固有スキル　【なんでも装備可能】

			戦闘関連スキル　【剣術Ｄ＋】　【火魔法Ｆ】

			日常スキル　【日曜大工Ｃ】

			武器スキル　【自動回復小】

			　

			「あ、レベルが上がってる。それにステータスやスキルも」

			「これが君の才能。レベル１のときに、なかなかレベルが上がらなくて難儀していたのはたぶん、このスキルのせいだろう」

			　リルさんはそう言うと、僕のステータス表示をなぞる。

			　固有スキルと戦闘関連スキルの間に文字が浮かび上がる。

			　そこに浮かび上がったのは、『隠しスキル』という項目だった。

			「隠しスキル？」

			「普通の人はもちろん、本人も見ることができないステータスのこと。ちなみになぜ、私が見れるかというと私は神さまだから」

			　と、また胸をそらす。

			　ただ、彼女の平坦な胸よりも、隠しステータスという項目が気になる。

			　僕は目を細め、該当箇所をのぞき込む。

			　そこにはこんな文字が書かれていた。

			　

			【英雄の証】

			　

			「英雄の証？　聞いたこともないようなスキルだ」

			　僕はその文字に触れて詳細を調べようとしたが、触れることができなかった。

			　代わりにそのスキルの詳細を教えてくれたのは、リルさんだった。

			　彼女は言う。

			「英雄の証、それは英雄になるものが持つとされる伝説のスキル。ただし、そのスキルは良いことばかりじゃなくて、所有者の成長がとても遅くなる。とても遅々とした成長になる」

			「それで僕は万年レベル１だったのか」

			　待てよ？　ならばどうして最近、こうも簡単にレベルが上がるんだろうか？

			　不思議に思っているとそれに答えてくれたのはエクスだった。

			　彼女も自慢げに言う。

			「えっへん、それはボクのおかげかな。クロム、武器スキルの項目をよく見て」

			「武器スキル？」

			　武器スキルの画面を覗くと、そこにはこう書かれていた。

			【成長倍加】

			　効果は読んで字のごとくだ。

			「なるほど、僕がエクスカリバーを装備したことにより、英雄の証の成長鈍化効果が帳消しになったのか」

			「そういうことだ。君はこれからめきめきと成長し、頭角をあらわすだろう」

			　リルさんはそこで言葉を句切るとこう続けた。

			「だが、君を導く存在が必要だ。古来、英雄の証を持つものは英雄になる宿命を持っているが、大半の英雄は悲劇的な最期を迎えている。それは色々な英雄譚(たん)を読んで知っているだろう」

			「…………」

			　無言になる。事実だったからだ。

			　大昔から英雄は、竜を退治したり、魔王を討伐したりしてきたが、そのほとんどが悲劇的な最後を迎える。

			　

			　竜を殺し、その血を浴びて不老長寿になったものの、家族に先立たれ、寂しい晩年を送ったもの。

			　魔王を殺したはいいが、国王に疎(うと)まれ、そのまま処刑台に送られたもの。

			　邪神を倒してそのまま二代目の邪神になったものもいる。

			　

			　リルさんは、僕にそんな轍(てつ)を踏ませまい、と断言する。

			「我がギルド、フェンリルの咆(ほう)哮(こう)に入団してくれれば、君を立派な冒険者にすると約束する。英雄に育て上げると約束する。だから、少年、どうか我がギルドに入ってはくれまいか？」

			　リルさんは最後にそうまとめると、真(しん)摯(し)な瞳で僕の瞳をのぞき込んできた。

			　神さまに、いや、神獣さまにそんな目をされて断れる人間はそういない。

			　彼女は本気で僕の未来を切りひらこうとしてくれていた。

			　そんな神獣の下で働けるのならば、もしかしたらＡランクのギルドで働くよりも多くのものを得られるのかもしれない。

			　そう思った僕は決意した。

			　深々と頭を下げながらこう言った。

			「そこまで僕を必要としてくれるのならば、僕はこのギルドに入らせていただきます。リルさん、いえ、リルさま、どうかよろしくお願いします」

			　その姿を見たリルさんは軽く安(あん)堵(ど)の表情を浮かべると言った。

			「これで名門フェンリルの咆(ほう)哮(こう)ギルドの復活の狼煙(のろし)は上がった。さて、祝杯をあげるぞ！」

			　彼女はそう言うと満面の笑みでギルドの中に入っていった。

			　僕もそれに続く。

			　ギルドの中に入るとき、僕は小声で、

			「お邪魔します」

			　と言った。

			　しかし、リルさんはわざわざこちらを振り向いて訂正する。

			「こらこら、少年は今日からここの家族になるんだ。家族はそんな言葉使わないぞ」

			　ならばどんな言葉を使えばいいのだろうか。

			　迷っていると、リルさんは会心の笑みでこう言った。

			「ただいまだよ、少年――」

			　僕はその笑みと言葉を、生涯忘れることはできなかった。

		

	
		
			第二章　ギルドの危機

			　

			†

			　

			　こうしてＦランク冒険者ギルド【フェンリルの咆(ほう)哮(こう)】に入ったわけだけど、まだ正式にはギルドのメンバーではない。

			　正式にギルドに加入するには迷宮都市の評議会に届け出をしなければいけない。

			「評議会？」

			　なにそれ？　おいしいの？　的な質問を投げかけてきたのは、腰にぶら下げている聖剣だった。

			　彼女に説明する。

			「評議会というのは、この迷宮都市の運営をエルンベルク王国から委託されている自治会かな。大商人や大冒険者、貴族や亜人の族長たちによって構成されているんだ」

			「へえ」

			　と感心するエクス。

			「その権力は絶大で、この迷宮都市はなかば自治権を有している。だから、エルンベルク王国の重臣でも、なかなか口出しをできないんだ。評議会のお仕事は基本的に街の統治、住人の保護、経済活動の保証、それに各ギルドの監視だね」

			「監視？」

			「ギルドは強力な組織だからね。暴走して国に迷惑をかけたり、王国に反逆を企てたりしないように見張っているんだよ」

			「なるほど。だからクロムのような新米冒険者の加入にも許可がいるんだね」

			　うんうん、と納得するエクス。

			　もちろん、彼女は剣なので首を縦に振ったりしないが、軽く刀身を前後させる。

			　人間みたいな剣だが、彼女が人間ぽいのは今に始まったことではないので気にせず、紅茶に口を付ける。

			　新鮮な牛乳をそそいだミルクティーは、まろやかでとても美味しかった。

			　その旨を、紅茶をそそいでくれたメイドさんに伝えると、彼女は花のように顔をほころばせた。

			「どういたしまして、クロムさま」

			　メイドさん――、カレンは、「お代わりはどうですか？」と、勧めてくる。

			　それを丁重にお断りする。

			「あら、お気に召しませんでしたか？　美味しくお入れしたつもりなんですが」

			「まさか、とても美味しかったですよ。だけど、これ以上飲むとお腹がふくれてしまって」

			　軽く身体をゆらすと胃袋からたぷんという音が聞こえそうだった。

			　それくらい、すでに紅茶をお代わりしているのだ。

			「ふふふ、すでに五杯も飲んでいますもんね」

			「もうお腹いっぱいです」

			「ですね。これ以上お茶を飲んでしまったら、これから用意する御馳走を食べられなくなってしまいます」

			「御馳走？」

			「ええ、クロムさまの入団祝いの御馳走です。先ほどから準備だけはしているのですが」

			「肝心のギルドマスターが帰ってこない？」

			「そうです。クロムさまの入団届け書類を持って出かけて早数時間、なんの音沙汰もありません」

			「また行き倒れているとか……？」

			「まさか、リルさまは大変、燃費の悪い神獣さまですが、それでもこんなに短期間に二回も倒れられるほど間抜けじゃありませんよ。今回はちゃんと、リルさまの大好物のおにぎりを渡しておきました」

			　こーんなに大きいやつです、とカレンは大げさに両手でおにぎりを描く。

			「ならば倒れている可能性は低いですね。書類に不備があったのかな？」

			「ありえますでしょうか？　書類は事前にわたしとクロムさま、それに念のためにエクスさまにも見てもらいましたが」

			「たしかにありえないか」

			　ならばどうしてこんなに遅いのだろう。頭をひねらせていると、カレンはこんな可能性を言及してきた。

			「まさかとは思いますが、他の冒険者ギルドに嫌がらせをされているとか」

			「嫌がらせ？」

			「はい」

			「冒険者ギルドが他のギルドに嫌がらせをするんですか？」

			「するんです。とくにうちみたいな目立つギルドはその対象になりやすくて」

			　例えば、と彼女は続ける。

			「先日も珍しくこのギルドに入団したいという人が現れたのですが、入団した三日後にはよそに引き抜かれてしまいました。理由は単純で、このギルドの構成メンバーをゼロにして解散させるためです」

			「ひどい」

			「ひどいです。鬼です。悪魔です。冒険者ギルドは半年以上メンバーがゼロだと自動的に解散させられてしまいますからね」

			「なんでそんな嫌がらせを」

			「それは我がフェンリルの咆(ほう)哮(こう)が目障りだからでしょう」

			「目障り？　このギルドはたしかＦランクですよね。そんなギルドを潰したところでなにか得があるんですか？」

			「今はＦランクですが、かつてはＡランクですよ。このギルドはかつて、迷宮都市の六大ギルドの一角をなしていたのです。往時の勢いはすさまじく、もっともＳランクに近いギルドとも言われていました」

			「そんなにすごいギルドだったんですか？」

			「そんなにすごいギルドだったのです」

			　カレンはそこで言葉を句切ると続ける。

			「しかし、リルさまはあまりにも目立ちすぎました。ギルド制度が誕生して以来、数えるほどのギルドしか到達できなかったＳランクに王手をかけた。この迷宮都市の最深部に到達するのは我が『フェンリルの咆(ほう)哮(こう)』しかないと謳われたものです」

			　彼女はそう断言すると、ららら～♪と当時流行した吟(ぎん)遊(ゆう)詩人の賛歌をそらんじてみせる。

			　とても音痴だったが、それでもこのギルドのすごさが伝わってきた。

			「つまりそんなにすごいギルドだったから、周囲の嫉(しつ)妬(と)を買ってしまった、ということですね」

			「その通りです。神獣さまとは案外、嫉(しつ)妬(と)深い生き物なのです。彼らは意地でも我がギルドをＳランクにはすまいと、あらゆる手を使いました。評議会に賄(わい)賂(ろ)を贈ったり、迷宮都市中に悪い噂を流したり、有力な冒険者を法外な値段で引き抜いたり、それこそやりたい放題です」

			「それでそれに屈してしまって今の状態に？」

			　そう問うと、カレンは首を横に振る。

			「まさか、リルさまがそんなことに屈するわけがありません。我がギルドがこんなにも没落してしまったのは、とある冒険者が迷宮の最深部から帰ってこなかったからです。彼は当時のフェンリルの咆(ほう)哮(こう)のリーダー格の男性で、やがてはこの国の英雄になると謳われた逸材でした」

			「中核となる人物が死んでしまったから没落してしまったのか――」

			「死んだかは分かりません。ただ、彼は迷宮から帰還しなかった。そしてそれが不幸の始まりのように他のギルドの妨害工作が成(じよう)就(じゆ)し、我がギルドはみるみる衰(すい)微(び)。たったの十数年でＡランクからＦランクに転げ落ちてしまったのです」

			「壮絶な話ですね」

			「壮絶なんです」

			　カレンはそう言い切るが、僕はとあることに気がつく。

			「それにしてもカレンは詳しいね。まるで何十年もリルさんと一緒にいるみたいな語り口です」

			「そう聞こえますか？」

			「はい。まあ、でも、ありえませんよね。何十年も一緒にいるということは、カレンは僕よりも何十歳も年上ということになる。カレンはどう見ても僕と同い年か、ちょっと年上くらいにしか見えない」

			「うふふ、ありがとうございます」

			　彼女はそう笑みを漏らすだけで、自分の年齢は明かさなかった。

			　僕もあえて尋ねない。

			　田舎の姉さんによく注意されていたからだ。

			「いい？　クロム。あなたはデリカシーがないからあらかじめ注意しておくけど、女性に年齢を尋ねるのは厳禁ですからね」

			　姉の言葉が頭に反(はん)芻(すう)される。

			　僕は姉の訓(くん)告(こく)を忠実に守ると、沈黙を貫いた。

			　カレンはにこにこと僕を見つめていた。

			　その数分後、フェンリルの咆(ほう)哮(こう)の館の扉が開かれる。

			　無論、新しい入団希望者ではなく、入ってきたのはこの館の主であった。

			　リルさんは不機嫌そうな顔を隠そうともしていなかった。

			　やはりカレンの言う通り、嫌がらせにでもあったのだろう。

			　そのことを予感していたカレンは、リルさんにハーブティーをそそぐ。

			　館の客間は香草の香りに包まれた。

			　

			†

			　

			「まったく、評議会の木っ端役人は子供か！」

			　子供みたいに小柄な神獣は憤(ふん)慨(がい)しながら言った。

			　リルさんはよほどご立腹のようだ。

			　カレンの用意してくれた特製ハーブティーにも、あまり口を付けない。

			「少年、その様子だと、我がギルドが嫌がらせを受けていることは察しているようだが、今し方、私が受けた嫌がらせが分かるかね」

			　分からないので沈黙していると、彼女は続ける。

			「完璧な書類を持って行ったのに、登録受付の青二才はこう言ったんだ」

			　リルは受付の役人かと思われる男の口調を真似する。

			「リルさま、誠に申し訳ありませんが、この書類は受け取れません。なぜならば、この書類は黒いインクで書かれているからです。今日はエルンベルク王国中興の祖エドガー三世の命日。彼は黒い短剣によってその命を散らしました。本日は黒い公式書類は一切受け取れないのです」

			　それがリルさんの受けた嫌がらせらしい。

			　本当に子供じみた嫌がらせである。

			　結局、彼女はその場で書類を全部書き直した。赤いインクで。

			　その間、役人たちはくすくすと笑っていたという。

			「まったく、本当にこすい連中だ。いつか、Ａランクギルドに返り咲いて、目にもの見せてくれる」

			「そのいきです」

			　と、一応、応援しておくと、彼女に首尾を尋ねた。

			「それでリルさん、僕の冒険者登録は受理されたんですか？」

			　その言葉を聞いてリルはにかっと白い歯を見せる。犬歯が可愛らしい。

			「もちろんだとも少年。少年はこの国の成人男子で、冒険者としての最低限の能力を満たしているしな。木っ端役人は、嫌がらせはできても、阻(はば)むことはできない。いや、そんなことはさせない」

			　もしも拒まれたら役所で暴れるつもりだった、と話すリル。

			　そこまでしてくれるのは嬉しいが、それでリルさんが捕まったら大変だ。なるべく暴走させないように注意しないといけないかもしれない。

			　そんなおせっかいなことを考えていると、ぱんぱん、と可愛らしく手を叩く人物がいた。

			「はいはい、陰気な話はここまでです」

			　その声の主はメイドのカレンだった。

			「せっかく、クロムさまの入団を祝ってロースト・チキンを焼いたのです。他にも山海の珍味を取りそろえました。温かいうちに食べましょう」

			　彼女がそう言うと、リルさんは機嫌を良くして尻尾(しつぽ)を振った。

			　なんでもカレンの料理は世界一うまいらしい。

			　腰を抜かすなよ、とのこと。

			　それはすごい、と思いながら、席に着く。

			　ちなみにフェンリル・ギルドには上座も下座もない。

			　食堂には大きな円卓のテーブルが置かれており、そこでみんなでわいわい食べるのがしきたりらしい。

			　だからどこに座ってもいいのだが、この男女比だと必然的に両隣を女性に囲まれる。

			　こんなにも広いのだから、もっと間隔を空ければいいのにな。そう思っていると、リルさんがからかってくる。

			「少年、顔が赤いぞ、両手に花で緊張しているのか」

			「ち、ちがいますよ」

			　と、僕は赤い顔を隠すため、目の前に置かれたエール酒に口を付ける。

			　ぐいぐいぐい、と飲み干す。

			「ほお、意外だな、可愛い顔をして飲めるのだな」

			「これでも成年ですからね」

			　それに、と続ける。

			「田舎にいる頃、成人になった日に、姉に浴びるほどお酒を飲まされましたから。それで強くなってしまったのかもしれません」

			「ほお、姉上はいける口か？」

			「女ドワーフの異名がありますよ」

			「それはすごいな」

			「ドワーフからはほど遠い体型なのに、ドワーフ族一の酒豪と飲み比べをして倒してしまいましたからね。化け物ですよ」

			「飲み比べではかないそうにないが、いつか一緒に飲んでみたいものだな」

			「いいですね。でも、Ｆランクギルドにいるとばれると大変だから、このギルドがＤランクに上がったあかつきに招待状を書きましょう」

			「ふ、夢が小さいな、少年、我々はこのギルドを何倍にも大きくするぞ」

			　彼女はそう言い切ると指を一本立て、それを突きつけてくる。

			「一年だ。一年で我々はこのギルドをＡ級に押し上げる！」

			「い、一年ですか」

			　不可能ではないかもしれない。リルさんの真剣な表情と気迫を見ると、そう夢想してしまう。

			　しかし、それに冷や水を浴びせる冷静なメイドさんがいた。

			「ギルドの昇級査定は半年に一回ですよ。過去に三段階以上一気にランクをあげたギルドはありません。だから最短で駆け上がっても来年ですね。Ａ級ギルドに復帰できるのは」

			　リルさんは少しへそを曲げてカレンを見つめたが、カレンはにこにことしているだけだった。

			　代わりに彼女は美味しそうなロースト・チキンを皿によそうと、

			「召し上がれ」

			　と、言った。

			　お皿には綺麗にロースト・チキンが盛りつけられていた。鶏肉からは肉汁があふれているし、彩りとして添えられたブロッコリーとニンジンも美味しそうだった。

			　僕はそのお皿を受け取ると、ロースト・チキンを口に入れる。

			　皮までぱりぱりに焼いてあるそれは、王都の一流料理店におかれていても不思議がないほどうまかった。

			　そのことを告げるとカレンは喜ぶ。

			「それではいつか迷宮都市で店をかまえられるくらいお給金を貯められたら、王都にお店でも開きます」

			「そのときは常連になりますよ」

			　社交辞令ではなく、本気だったが、リルさんは乗ってこない。

			　ちょっと不機嫌そうに言う。

			「こらこら、少年、うちの受付嬢兼メイドさんをたらし込むでない。カレンがいなくなれば我がギルドは三日で崩壊する」

			「大げさですよ、リルさま」

			　と、カレンは謙(けん)遜(そん)するが、リルさんの言葉に耳を傾ければそれが誇張ではないと分かる。

			　なんでも数ヶ月前、カレンは里帰りをするため、しばらく休暇をとった。

			　二週間ほど実家を堪能して戻ってくると、カレンはとんでもないものを目にしてしまったそうだ。

			　台所の流しにあふれかえる食器の山。

			　最初こそ自分で食事を用意していたようだが、それも面倒になると、保存食をかじるだけの生活になった神獣さま。彼女は非常用の乾パンやビーフジャーキーを食べ散らかす。

			　文字通り食べ散らかして館中に食べかすをばらまいたそうな。

			　おかげでこの館はＧと呼ばれる最強生物とネズミであふれてしまったそうだ。

			　たった二週間とちょっとメイドさんがいなくなっただけで。

			「そんな伝説を持つ私がこの館に留まり、その凄(せい)惨(さん)な現場を一日で処理した有能なメイドがこの館から去ればどうなるか？　想像できよう？」

			　容易に想像できるので、僕はカレンにこう言った。

			「どうか、僕たちを見捨てないでください」

			　と――。

			　カレンは、ほがらかな笑顔で言った。

			「はい、冗談ですから気にしないでください。わたしはどこまでもリルさまたちと一緒ですよ。最近、やっと有望な新人冒険者さんも入ってきましたしね。わたしの受付嬢スキルとメイドスキルもさび付かずにすみそうです」

			　その言葉を聞き、リルさんは心の底から安(あん)堵(ど)したようだ。

			　僕の方を見ながら言った。

			「少年をこのギルドに誘って本当に良かった。少年はこのギルドをＡランクにするだけでなく、ゴミ屋敷にすることも防いだのだぞ」

			「そんなことないですよ」

			「謙(けん)遜(そん)するな、少年」

			　と、グラスにエール酒をそそごうとするリルさん。

			　僕は姉さんと違って酒神の加護がないのでお茶にしてもらう。

			　カレンは喜んでお茶をついでくれた。

			　そんなとき、こんこん、とこの館のドアノッカーを叩くものがいた。

			　どうやら来客のようである。

			　

			†

			　

			　こんなときに誰であろうか。

			　そう思ってカレンの後ろについて行く。

			　彼女はメイド服のロング・スカートをゆらしながら玄関まで行くと、玄関前にある鏡で身だしなみを整えていた。

			　それを見ていると、

			「ふふふ、受付嬢はそのギルドの看板娘ですからね。第一印象を損ねてしまうと、このギルドの印象まで悪くしてしまうかもしれません」

			　と説明してくれた。

			　もしかしたら僕が初めて訊ねてきたときも、彼女はこうして鏡の前で髪型や服装の乱れがないかチェックしていたのかもしれない。

			　そんな感想を抱いていると、彼女はその小さな手で扉を開けた。

			　このギルドの扉は少々さび付いており、非力な女性が開けるのは難儀そうだった。

			　今度、暇なときに日常スキル【日曜大工Ｃ】を使って扉を直そうかな。

			　そんなことを考えていると、ギルドの大きな扉が開かれる。

			　そこから現れたのは奇妙な一団だった。

			　冒険者風の男たちである。

			　なにか違和感を覚える。

			　ここは冒険者ギルドなのだから、冒険者風の男たちがやってきても不思議はなかったが、それにしても彼らは変だった。

			　このギルドに入団しにきたにしては横(おう)柄(へい)であったし、それに人数が多かった。

			　もっともパーティー単位でギルドに入る人間もいるらしいけど。

			　カレンもそう思ったのだろう。

			　とびきりの営業スマイルでこう言った。

			「冒険者の皆さま、もしかして、我が冒険者ギルドに入団をご希望でしょうか？」

			　その言葉を聞いて、彼らはどっと笑う。

			　下品な笑い声がギルドに響く。

			「くははは、聞いたか、おい」

			「ああ、聞いた。俺たちを入団希望者に間違えたみたいだ」

			「ありえねー、栄えあるＣランクギルド【ウロボロスの鱗(うろこ)】の俺たちが、なんでこんな零細ギルドに入らなければならない」

			「ふん、馬鹿なんじゃねーの、この女」

			　その言葉を聞いてカチンときた僕。思わず腰にある聖剣に手をかけてしまう。

			　しかし、カレンはゆっくりと首を横に振ると、小声でこう言った。

			「クロムさまの剣術はこんなところで使うために磨いたものなのですか？　それにエクスさんが可哀想です。こんな人たちの血を浴びるのは」

			　彼女の冷静な声が僕を正気に戻す。

			「すみません」

			　と小声で謝る。

			「いえいえ、気になさらず」

			「カレンは大人だね」

			「このような仕事をしていると、このような連中とはよく出くわすのです。対処法は心得ていますわ」

			「対処法？」

			「ええ、この手の手合いは、花瓶の中の水をぶちまけてやるか、もしくは包丁を投げつけてやるのです」

			「か、過激だ」

			「冗談ですよ、それは最終手段です。てゆうか、たぶんですが、この人たちは用があってきたのでしょう。ならば用件を聞くのがギルド嬢の務め」

			　と、彼女はうやうやしく頭を下げながら言った。

			　すぐさま、営業モードに切り替わる。

			　声色を変えると、笑顔でウロボロス・ギルドの連中に話しかけた。

			「うふふ、そうでしたか。立派な殿方たちでしたので、てっきり入団希望者かと思いましたわ」

			「俺たちは入団希望者じゃない。このギルドのギルドマスターに用があってきた」

			「リルさまにですか？」

			「ああ、そうだ。取り次いでもらおうか」

			「取り次ぐのはかまいませんが、ご用件はなんでしょうか？」

			「用件はこの館の引き渡しの件だ。期日が迫ってるからな。ちゃんと立ち退くか確認したい」

			「立ち退き!?」

			　その言葉を聞いた僕とカレンは同時に顔を見合わせた。

			　どうやらカレンはそのことを知らないらしい。

			　しかし、驚いた様子はない。

			　僕は小声でつぶやく。

			「まあ、このギルドの惨状を見れば不思議じゃないよね……」

			　館の玄関を見回す。

			　閑散としており、誰もいない。

			　普通のギルドならば冒険者であふれているであろうクエスト受注窓口には猫が寝ていた。あくびをしている。

			　ここ数ヶ月使っていないのは明白であった。

			　それでも埃(ほこり)ひとつないのは、カレンの【お掃除スキルＳ】のおかげなのだろうけど。

			　そんな考察をしていると、カレンはウロボロス・ギルドの人たちを応接間に案内していた。

			　

			　

			　応接間におもむくと、すでにそこにリルさんがいた。

			　彼女は賢(けん)狼(ろう)フェンリル、あのように大声を出せば会話など筒抜けだったのだろう。

			　用件も心得ているようだ。

			　それにカレンに不(ぶ)躾(しつけ)を働いたことも分かっているようで機嫌が悪い。

			　開口一番にカレンに釘を刺す。

			「茶など出さなくていいからな」

			　カレンは無言でうなずいた。

			　ウロボロスの連中も茶など飲むような気分ではないのだろう。

			　乱暴にソファに腰かけるとこう言った。

			「さて、フェンリルさま、約束通り、この館を明け渡してもらおうか」

			「はて、約束とはなんぞや？」

			「しらばっくれないでくださいよ。うちのマスターとした約束ですよ。この館を俺たちウロボロスの鱗(うろこ)に譲るという約束です」

			「そんな約束したかな。まったく身に覚えがないが」

			　それでもしらばくれるリルさんに、ウロボロス・ギルドの男は念書を見せる。

			　観念したのか、リルさんは「思い出した」と手を打った。

			「そういえばウロボロスのやつとそんな約束をしたな。たしかこんな内容だったはず」

			　

			　王国暦二七〇年の春までにギルドメンバーを三人以上集めなければこの館をウロボロス・ギルドに明け渡す。

			　

			　そんな約束だったはず。

			　と、リルさんは口にする。ウロボロス・ギルドの男はうなずく。

			「覚えておいでではないですか。ならば今日が期日だということも覚えておいでか」

			「まだ春は終わってないぞ」

			「暦の上では終わりです」

			「どこにそんなことが書いてある。この世界には常夏の国もあれば、万年春の国もある。それに今年の春の精霊はお供え物を食べすぎてまだ精霊の国に帰っていない」

			「そんな論法、裁判所で通用するとお思いか？」

			「しないだろうな。だが、ギルドメンバーを三人集めたのだから、この約束は無効だな」

			「ギルドメンバーを集めただって？」

			　男は室内を見渡す。

			「たしかにこの部屋には三人いるが」

			　男はまず僕を見る。一番冒険者っぽい姿をしているからだ。

			「頼りなさそうな小僧だが、まあ、冒険者は冒険者か」

			「甘く見るでない。この少年はいつか英雄と呼ばれるようになる男ぞ」

			　その言葉を聞いた男たちは笑い声を漏らす。

			　僕は気にならなかったが、リルさんは拳を握りしめ、きっと男たちを見つめる。

			「見る目のない俗人どもめ。笑っているがいい。お前たちは大樹の苗木を見て、小さいと馬鹿にしているのだぞ。気がついたときには、その大樹の陰に隠れていることだろう」

			　リルさんがそう言っても、男たちは感化されるでもなくこう言った。

			「見たところあの坊主しか冒険者はいないようだが？」

			「おまえの目はどこについている。目の前にいるではないか？」

			「目の前？　まさかこのメイドがそうだというのか？」

			　カレンは「ごきげんよう」と明るくおじぎする。

			「受付嬢が冒険者になってはいけないなどという決まりはない」

			「むむ、たしかにそうだが」

			　男はそれでも納得しがたいという顔をしているが、肝心のことを思い出し、尋ねる。

			「まあ、あのメイドはどうでもいい。三人目は誰なのだ。この部屋に人はもういないぞ」

			「たしかに『人』はいないな」

			「そのもの言い。まさか……」

			「そのまさかだよ、三人目は私だ」

			「ば、馬鹿な。ありえない。神獣がギルドメンバーにカウントされるなど聞いたことがないぞ」

			　その反応を予想していたリルさんは、懐から証明書を取り出す。

			　男はそれを乱暴に奪うと目を通す。

			「く、本当だ。本当にギルドメンバーになってやがる」

			　吐き捨てるように言う。

			「評議会が定めたギルド入団条件に神獣は駄目とは書いていないからな。だから私はギルドマスター兼冒険者というわけだ」

			　指を二本立ててＶサインをするリルさん。少し子供っぽい。

			「くそ、無効だ。そんな手は無効だ」

			「そんな論法、裁判所で通用すると思うか？」

			　リルさんは、にたにたとした顔で先ほど男が言った言葉を返した。

			　その顔を見た男は顔を真っ赤にする。

			　そのまま腰の剣に手をかけそうな勢いであったが、それをとめるものがいた。

			　いつの間にか入ってきた新たな男である。

			　その男が入ってきた瞬間、部屋の空気が変わった。

			　まるで冬の精霊がやってきたかのような肌寒さを覚えた。

			　この男、人間ではない。

			　すぐに分かった。

			　蛇のような目をした陰気な男。

			　彼がきっとウロボロス・ギルドのギルドマスターなのだろう。

			　そう思った。

			　

			†

			　

			　僕の直感通り、蛇のような目をした男はウロボロス・ギルドのギルドマスターだった。

			　リルさんは彼の姿を見るなり、苦虫を噛みつぶしたかのような顔でつぶやく。

			「っち、ウロボロスか、見たくない顔を見てしまった」

			「そういうな汚れなき賢(けん)狼(ろう)よ」

			「おや、つい本音が口から漏れてしまったようだな。相性最悪の蛇男がやってきて虫ずが走ると」

			　リルさんの毒舌は冴えるが、それでも蛇男は気にした様子もない。

			　ただ、冷静な口調でこう言った。

			「部下が大変失礼な真似をしたな」

			「気にするな。おまえの薫(くん)陶(とう)が行き届いているのだろう。朱に交われば赤くなる、という言葉もある」

			「手厳しいな。しかし、この館をもらい受けるのは諦めたよ。賭けは賭けだ。期日はまだ先だが、三人揃えられてしまったのだ。なにか『不幸』があってメンバーに欠員が出ない限り、俺の負けだからな」

			　往生際がいいのだろうか、ウロボロスはそう言うと部下を引き上げさせる。

			　道中、部下たちは苛立ったのか、壁にかけられていたコートを返却しようとするカレンに対し、暴言を吐いた。

			「どけ、くそ女」

			　その暴言で、僕の堪忍袋の緒が切れかかる。そして――、

			「売女！」

			　とカレンを突き飛ばす光景を見てしまった僕の堪忍袋は完全に切れる。

			「このクズどもめ！」

			　僕はそう叫ぶと、着ていた上着を相手に投げつけた。

			　通常、決闘の合図というものは手袋を投げつけて始まるものであったが、残念ながら僕にそんなものはなく、上着で代用した。

			　本当ならば靴下でも投げつけたいところだった。

			　僕の投げた上着は、見事、カレンを突き飛ばした男に命中する。

			　男はギロリとこちらを見つめてくる。

			　まさしく殺人者の目であったが、臆したりはしなかった。

			「小僧、おまえは自分がやった行為の意味が分かっているのか？」

			「分かっています。手袋がないので上着で代用しました」

			「なるほど、俺に決闘を申し込んでいるのか。して、なにを賭けて決闘を申し込んだ？」

			「カレンの名誉です。さっきの言葉を取り消し、謝罪してください」

			「いいだろう。もしもおまえが勝てば、の話だがな」

			　そう言うと男は哄(こう)笑(しよう)を漏らす。

			「して、俺が勝てばおまえはどうする？」

			「冒険者をやめます。僕にとって冒険者はすべてですから、カレンの名誉と同等の価値がある」

			　その言葉を聞いて一番反応したのはリルさんだった。

			　彼女は頭をかきむしりながら、「挑発に乗りおって」とつぶやいた。

			　カレンも困惑気味だ。

			「クロムさまは一流の冒険者になるのが夢なのではないですか」

			　と心配げにこちらを見る。

			　ウロボロスは心なしか口元を歪(ゆが)めているような気がする。

			　あるいは、これはすべて蛇男の策略で、僕はまんまと乗せられてしまったのかもしれないが、それでもよかった。

			　すべてこいつらの手のひらの上だとしても、こいつらがカレンを辱(はずかし)めたことに変わりはない。

			　ならばここで剣を取らないでどうする。

			　田舎の姉さんが見たら、さぞ嘆くことだろう。

			「ああ、メルビル家の男子がなんと不甲斐ない、と」

			　それはＦランクギルドに入ったことよりも、遙かに姉を悲しませることだった。

			　なので僕は決闘をする。

			　目の前の男と。

			　男は名乗りを上げる。

			「俺の名は、スニーク。ウロボロス・ギルドの切り込み隊長と呼ばれている。ちなみにレベルは10、総合戦闘力は１３００だ」

			「１３００……」

			　思わず口ずさむ。

			　僕の総合戦闘力は９５３だから、勝てない相手ではない。

			　しかし、三割以上相手が上回っている。

			　それに経験の差も雲泥だろう。

			（……勝てるかな）

			　少し弱気になるが、それでも握りしめた拳を弱めることはなかった。

			　リルさんもそれを察してくれたのだろう。

			「ここで止めたら女がすたる」

			　と、僕の肩を叩いてくれた。

			　リルはウロボロスの方へ振り向くとこう言った。

			「おまえたちの目的は、クロムを戦闘不能にするか、合法的に殺害して、こちらのギルドメンバーを欠落させることだろう？」

			「…………」

			　ウロボロスは沈黙する。どうやら正解のようである。

			「ならば互いに命までは取らないという取り決めを結ばないか？」

			「というと？」

			「もしも相手を殺害してしまったら、その時点で負けということだ」

			「こちらになんのメリットがある？」

			「人死にが出れば評議会に報告せねばならない。ＣランクからＤランクに下がるかもしれないぞ」

			「……分かった、承知しよう」

			　と、ウロボロスは言う。

			　それを聞いたリルさんは僕とスニークに《防御力強化》の魔法をかける。

			「これで互いの攻撃は致命傷には至らないはず」

			　リルさんは断言する。

			　ウロボロスは不吉なことを言う。

			「ただし、それも絶対じゃない。当たり所が悪ければ失明や松葉杖暮らしになるぞ」

			　リルは黙ってこちらを見る。

			「もとよりそんなことは承知済みです」

			　僕が断言をすると、リルさんは僕の背中を強く叩いた。

			　ちょっと痛かったけど、気合いが入ったような気がした。

			　僕たちは決闘をするため、応接間を出た。

			　

			　

			　ぞろぞろと応接間を出る人々、そんな中、リルはウロボロスに注意を向ける。

			　リルはこの男が大嫌いであったが、それでもこの男の頭の切れは認めていた。

			　この男は最初からこの展開を狙って、荒くれどもを連れてきたのだろう。

			　なかなかの策士であるが、さてはて、ウロボロスは少年の力を知っているのだろうか。

			　いや、この男は仮にも神獣ウロボロス。

			　少年のステータスなどお見通しであろう。

			　少年の総合戦闘力は９５３。

			　スニークの戦闘力１３００。

			　これならば勝てる、という相手を見(み)繕(つくろ)ってやってきたに違いない。

			「今の少年には荷が重いかな」

			　そう思わなくもないが、それでもリルは少年の勝利を確信していた。

			　それは少年が聖剣エクスカリバーを持っているからではない。

			　少年が隠しスキル【英雄の証】を持っているからでもない。

			　少年が少年だからである。

			　短いつきあいであるが、リルは少年が熱い心を持っていることを知ってしまった。

			　少年の正義にあふれる心に触れてしまった。

			「この世界は物語ではない。正義が常に勝つとは限らない」

			　だけど、少年だけは例外なような気がした。

			　リルのこの手の直感は外れたことがないのである。

			　だから彼をこのギルドに誘ったのだ。

			　

			†

			　

			　僕たち一行は館の庭に向かう。

			　フェンリル・ギルドの館の敷地はそれなりに大きく、冒険者たちが鍛錬をしたり、羽根休めをしたりできるようになっている。

			　もっとも、今現在はこのギルドに所属している冒険者はおらず、閑散としている。

			　だが、これくらいの広場があれば、決闘を行なうことくらい容易であろう。

			　そう思った。

			　リルさんは外部から不正が行なわれないように決闘場に防御魔法を張る。

			　こうすれば外部からの干(かん)渉(しよう)は不可能だし、決闘の流れ弾に外部の人間が被害を受けることもない。

			「僕は《火球》の魔法も撃てないけどね」

			　と軽く皮肉を漏らす。

			　その声は対戦相手のスニークには届かなかったようで、彼は決闘場で剣を振り回していた。

			　ロングソードだ。

			　ロングソードとは読んで字のごとく長剣のことだ。

			　鋼で鍛えた剣で、冒険者はもちろん、商人から傭兵まで、様々な人に愛用されている。

			　まじまじと見つめているとそのロングソードが赤く光っていることに気がつく。薄くではあるが。

			　スニークは言う。

			「小僧、気がついたか」

			　スニークはそう言うと聞いてもいないのに説明する。

			「この剣は迷宮の第三階層で手に入れた逸品だ。二つ名モンスターが落としたレア・アイテムよ」

			　向こうも普通の武器ではないということか。

			　ただ――。

			　武器にかけてはこちらの方が上だ。と断言できる。

			　僕はエクスを鞘(さや)から抜く。

			　彼女はこう言う。

			「クロム、向こうの武器はロングソード＋１みたいだね。まあまあの武器だけど、聖剣のボクの敵ではないよ」

			　そう言うと彼女は刀身に青白い魔力をまとわせる。

			　その光景を見たスニークは感心する。

			「なかなかの名刀のようだな。次に決闘をするときはそれを賭けてもらいたいくらいだ」

			「かまいませんが、そんな気は起きないかもしれませんよ」

			「どうしてだ？」

			「それはこの決闘であなたが負けるからです」

			　その言葉を聞いたスニークは怒りに震える。

			「――ほざきよるわ！」

			　激高したスニークはリルの開始の合図を待たずに飛びかかってくる。

			　しかし、それは予見していたので、なんなくそれをかわす。

			「ひゅー、やるじゃん、クロム」

			　エクスははやし立てる。

			「どうも。対人戦は久しぶりだけど、こっちの方があっているのかもしれないね」

			　田舎ではモンスターと戦うことは少なかったけど、その代わり姉さんとみっちり稽(けい)古(こ)をしていた。

			　今回の決闘は防御魔法をかけてあるし、ある意味、稽(けい)古(こ)と似たところがある。

			　もっとも、それはこちらだけで向こうは本気みたいだけど。

			　スニークは防御魔法をかけてあっても大ダメージを狙える突きを中心に攻撃してくる。

			　それも人体の急所である目と腹部を中心にだ。

			　実戦さながらであるが、それは卑(ひ)怯(きよう)ではない。

			　手首や足を狙う僕の方が甘ちゃんなのであろう。

			「でも、この勝負は殺し合いじゃない。それにこの勝負は勝つことに意味がある」

			　そう口ずさんだ僕は自分の流儀を貫いた。

			　勝負は長時間に及ぶ。

			　長期戦の様相を呈してきたが、長時間の戦闘は総合戦闘力の差となって現れた。

			　徐々にではあるが、押され始める。

			　決闘場の端まで追い詰められる。

			　すでに僕は全身を使って呼吸していた。

			　ただ、僕は諦めていなかった。

			　必ずスニークを倒して、カレンに謝ってもらう。

			　それだけを胸に剣を振るった。

			　

			　

			　神獣リルは新しく入団した少年の動きをあまさず観察していた。

			　なかなかに見事な剣さばきであるが、総合戦闘力と経験の差は埋めがたいようだ。

			　それに体力の差が出始めているのもでかい。

			　少年の体力はＤ、スニークの体力はＣ＋であった。

			　長期戦になればなるほど、相手が有利になる。

			　しかし、それでもリルは少年の勝利を確信していた。

			　少年の目は勝負を諦めていなかった。

			　逆転の瞬間を狙い、虎(こ)視(し)眈(たん)々(たん)と力を蓄えていた。

			　溜めに溜めたその力を使えば、少年はこの勝負に勝利するだろう。

			　そう確信していた。

			　

			　

			　スニークの剣が僕の肩口をかすめ、ダメージをもらう。

			　もしも、これが真剣であらばその場で負けていたかもしれないが、幸いなことに、これは模擬戦であった。

			　死にはしない。

			　やはりな、と僕は心の中でつぶやく。

			　もしもこれが真剣勝負ならば通用しない手であるが、模擬戦ならば通用する戦法もある。

			　それを使えば目の前の男に勝てるだろう。

			　そう思った僕は実行することにした。

			　わざと隙を作り、敵の攻撃を食らうのだ。

			　僕は防御重視の構えを解いた。

			「ちょ、ちょっと、クロム、気でも狂ったの？」

			　エクスは言う。

			「狂っていないさ。ただ、勝つためにちょっとばかり痛い思いをする」

			「痛い思い？」

			「数撃後、スニークはきっと大ぶりの袈(け)裟(さ)斬りを放ってくる。それを僕は受けるつもりだ」

			「馬鹿、そんなの受けたら大ダメージだよ」

			「そんなのは分かってるよ。でも、袈(け)裟(さ)斬りを打ってくることが分かっているんだ。こちらも必殺の一撃が放てる。相手の頭に一撃を入れるけど、殺さない程度に手加減はできる？」

			「それくらいはできるけどさ」

			「要は肉を切らせて骨を断つ作戦さ」

			　エクスに向けてウィンクすると、彼女の制止を振り切り、それを実行する。

			　僕の予想通り、スニークは大ぶりに袈(け)裟(さ)斬りを放ってきた。

			　僕はそれに飛び込む。

			　ぎょっとした顔をするスニーク。

			　そりゃそうだ。このタイミングで飛び込むなんて誰も想像しない。

			　だけど、このタイミングで飛び込めば、袈(け)裟(さ)斬りの威力を弱められる。

			　袈(け)裟(さ)斬りは振り切った瞬間がもっとも威力があるのだ。

			　ただ、それでもスニークの袈(け)裟(さ)斬りは痛かった。

			　どれくらいかと言えば、数秒後、気絶してしまうほどに。

			　だけど、僕にはその数秒で十分だった。

			　その数秒で渾(こん)身(しん)の一撃をスニークの頭部にぶち込む。

			「ぐはぁ」

			　と情けない声を上げながら、血しぶきと歯を吹き飛ばすスニーク。

			　これで互いに気絶したわけだけど、僕は薄れいく意識の中で思った。

			　エクス、ちょっとやりすぎだよ。スニークが死なないといいけど。

			　そんなことを思いながら僕は気絶した。

			　

			　

			　勝負の行く末を見守るフェンリルとウロボロス。

			　ふたりは自分の部下がほぼ同時に気絶した瞬間を見たが、一方は喜び、一方は無表情だった。

			　無表情だったウロボロスは吐き捨てるようにいう。

			「クズ、め。格下相手に引き分けおって」

			　その言葉を聞いたリルは問う。

			「引き分け？　どうなったらそんな見方ができるのだ？」

			「両者致命的な一撃を受けて倒れた。このままではどちらもテンカウント以内に立ち上がるまい」

			　ウロボロスはそう言うと、一〇と数えた。

			「そうかな、私は少年が立ち上がると思う。九、八」

			「それこそ贔(ひい)屓(き)の引き倒しだな。七、六、五」

			「贔屓目でない。私は少年を信じているだけだ。四、三」

			　リルが二まで数えると変化が起こった。

			　立ち上がるものがいたのである。

			　無論、それは少年であった。新米冒険者のクロムであった。

			「な、なんだと？　どうしてだ？　どうしてあの小僧が立ち上がる」

			　驚(きよう)愕(がく)の表情を浮かべるウロボロスに説明をしたのはクロム本人だった。

			　

			　

			　八秒ほど気絶した僕は立ち上がる。

			　あの強力な一撃を受けて立ち上がれたのはそれでも聖剣を握りしめていたからだ。

			　聖剣エクスカリバーには特別なスキルがある。

			　それは持つものの回復力を早めるスキル、

			　

			【自動回復小】

			　

			　であった。

			　そのスキルの力を信じてあの作戦を選んだのだが、どうやらその賭けは成功したようだ。

			　僕はテンカウント以内に立ち上がり、スニークはまだ気絶している。

			　つまりこの勝負、僕の勝ちであった。

			　そのことはウロボロス・ギルドの連中も、ウロボロス自身も認めるしかないようで、皆、歯ぎしりをしていた。

			　ウロボロスは、

			「ええい、胸くそが悪い、帰るぞ」

			　と、怒り気味にきびすを返す。

			　ウロボロス・ギルドの連中は、

			「スニークのやつはどうするんです？」

			　と尋ねるが、ウロボロスは怒り心頭のためか、それ以上何も漏らさず、立ち去る。

			　しかたないのでウロボロス・ギルドの連中は、スニークをかつぐとそのままフェンリル館を出て行った。

			　彼らがいなくなると途端に静かになるが、その瞬間、僕は膝から崩れ落ちる。

			　蓄積したダメージと緊張感が途切れたせいであるが、そのことを非難するものは誰もいなかった。

			　いや、非難するどころか称賛してくれるものしかいない。

			　まずは神獣のリルさんがやってきて僕を抱きしめてくれた。

			　僕は膝をついており、リルさんは小柄なので胸が顔に当たるが、リルさんはあまり豊満ではないので柔らかくない。

			　それでも、とても良い匂いがして嬉しかった。

			　続いて抱きしめてくれたのは、カレンだった。

			　彼女は笑顔で言う。

			「クロムさまは私の名誉を救ってくださった王子さまですね」

			「あ、そういえばスニークに謝罪させてなかった」

			「心のこもっていない謝罪よりも、クロムさまの献身的な行為の方が嬉しいですよ」

			　彼女はそう言うとリルさんのように僕を抱きしめる。

			　カレンはリルさんよりも遙かに豊満な身体の持ち主で、女の子独特の柔らかさに満ちていた。

			　というか、むぎゅっと押しつぶされる胸が心地よい。

			　ただ、それよりも彼女たちがかけてくれた言葉の方が何倍も嬉しかった。

			　

			「少年、よくやった！」

			「がんばりましたね、クロムさま」

			　

			　そのねぎらいの言葉で、僕の苦労は吹き飛んだ。

			　ちなみに最後に聖剣のエクスもこんな言葉をくれた。

			「ボクの武器スキルはすごいでしょ、クロム。でもね、そのスキルのポテンシャルを生かしたのは君の才能。というか、知力Ｄなのに、よくあんな戦法思いついたね。もしかしたら知力が上がっているのかも」

			　エクスは冗談で言ったようだが、それは冗談にはならなかった。

			　ステータスを開いてみる。

			　

			クロム・メルビル　一六歳　レベル５→レベル６　新米冒険者　Ｆランクギルド　フェンリルの咆(ほう)哮(こう)所属

			　

			筋力　Ｄ＋

			体力　Ｄ→Ｄ＋

			生命力　Ｃ

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｄ＋

			魔力　Ｄ

			魔防　Ｄ

			知力　Ｄ→Ｄ＋

			信仰心　Ｄ

			総合戦闘力　９５３→１０２７

			　

			武器　聖剣エクスカリバー

			防具　旅人の服

			　

			固有スキル　【なんでも装備可能】

			隠しスキル　【英雄の証】

			戦闘関連スキル　【剣術Ｄ＋】　【火魔法Ｆ】

			武器スキル　【自動回復小】　【成長倍加】

			日常スキル　【日曜大工Ｃ】

			　

			　ちょっとだけだが知力がアップしていた。

			　それにレベルや他のステータスも。

			　スニークを倒したことに比べれば些(さ)細(さい)なことだったが、それでも少しだけ嬉しかった。

			　

			††

			　

			『カレンの乙女日記』

			　

			　こうしてフェンリルの館接収騒動はクロムさまの大活躍によって幕を下ろしました

			　まる、とカレンは日記の最後に書き込む。

			　日記を書き終えると、カレンは自分の肩を軽く叩く。

			　今日は色々なことがあったので疲れているのと、胸にぶら下がった乳房が肩こりの原因であった。

			「まったく、胸が大きいのは良いことだけじゃありません」

			　と嘆く。

			　しかしそれにしても、と胸に残っている感触を思い出す。

			　先ほど抱きしめた少年クロム。

			　彼は見事にウロボロス・ギルドの手先を倒し、この館を救った。

			　まさかあの新米冒険者の少年がこんな手柄を立てるだなんて夢にも思っていなかった。

			　もちろん、彼がいつか大成することは信じていた。

			　こう見えても、カレンは目利きに自信がある。

			　何百人もの冒険者を見てきたが、少年には才能があると、一目見たときから分かっていた。

			　だから、いつかとんでもない冒険者になるとは思っていたのだけど、まさかこんなにも早く頭角を表すなんて。

			　想像の範(はん)疇(ちゆう)を超えていたが、それは嬉しい誤算であった。

			　きっとクロムはこの先も大きく成長し、カレンを楽しませてくれるだろう。

			　もしかしたら、数年後にはこの迷宮都市を代表する冒険者となっているかもしれない。

			「その前に手を付けておこうかしら」

			　そんな考えが脳裏をかすめる。

			　幸いというか、少年とは同じ屋根の下で暮らしている。

			　隣の隣の個室で少年は寝ているが、今、透け透けのネグリジェをまとって少年の部屋をノックすれば、既成事実を作れるかもしれない。

			　田舎の両親も早く孫の顔をみたいとうるさいし、カレンもなんだかんだで、結婚を意識する年頃であった。

			　カレンは立ち上がると、クローゼットを開け、下着を物色するが、結局、勝負下着は選ばず、普通の下着にした。

			　ネグリジェも普通のものにした。

			「クロムさまを誘惑するのはまた今度」

			　そうつぶやくと、明かりを消してベッドに入る。

			　クロムのことは嫌いではない。

			　むしろ好意を抱いているが、それだけに軽率な行動は避けたかった。

			　神獣リルさまは何百年も生きているだけあってなかなか感情を表に出さないが、彼女もクロムに好意を抱いている節があるし、自分だけ抜け駆けするのもずるいであろう。

			　それにカレンはとても眠かった。

			　今日は色々なことがあったし、疲れている。

			　それはクロムも同じだろう。

			　いや、クロムはもっと疲れているに違いない。

			　ならば静かに休ませてあげるのが、いい女の務めであった。

			　いい女を自負するカレンは、それを実行する。

			　さて、今日はどんな夢を見られるだろうか。

			　クロムさまの夢を見られるかな。

			　そんな乙女チックなことを考えながら、カレンは眠りについた。

		

	
		
			第三章　初めてのダンジョン

			　

			†

			　

			　こうしてフェンリル・ギルドの一連の騒動は収束する。

			　みんなは僕の活躍のおかげと褒めてくれるけど、そもそもなんであんな騒動になったのだろうか。

			　リルさんに尋ねる。

			　彼女はあっけらかんと言う。

			「この前の神獣たちの寄り合いで喧(けん)嘩(か)になったのだ。どちらがよりよいギルドかとな。それで売り言葉に買い言葉になってしまって、あやつと賭けをすることになった」

			「……リルさんって、前々から思ってましたけど、ちょっと子供っぽいところがありますよね」

			「うむ！」

			　と、胸を反らして自慢する。

			「……褒めているわけじゃないんですけど」

			「童心があるのはいいことだ。童心がすべて抜け落ちると、ウロボロスのやつのように己の利益しか考えない俗物となる。それとも少年、少年は私にあの男みたいになって欲しいのか？」

			　蛇のような目を持った狡(こう)猾(かつ)な男を思い出し、身震いする。

			　リルさんに、あんなふうにはなってもらいたくなかった。

			　なのでリルさんはリルさんのままでいいです、と言うと僕は彼女に質問をした。

			「ところでリルさん、やっと僕は冒険者になったのですから、そろそろ冒険に行きたいのですが」

			「冒険というと？」

			「地下迷宮にもぐりたいのです」

			「それはオススメしかねるな」

			「え、どうしてですか？」

			「いや、少年はまだひとりじゃないか。ひとりで迷宮にもぐるのは危険だ」

			「そうなんですか？」

			「当たり前だろう。モンスターは一匹で襲いかかってくるわけではない。徒党を組むことが多いのだ。そんな中、ひとりで迷宮に入るなど自殺行為だ」

			「でもうちのギルドには三人メンバーがいるって」

			「いることはいるが……」

			　と、リルさんはカレンに目をやる。

			　彼女は鼻歌を歌いながら部屋の片付けをしていた。相変わらず音痴である。

			　彼女はくるりと振り返ると、

			「ちなみに受付嬢兼メイドさんは、実は剣の達人だった！　というオチはありませんからね」

			　ふふふ、と楽しそうに笑うと、すぐさまお仕事に戻る。

			「というわけだ、少年。ウロボロスの連中には大見得を切ったが、実質このギルドの冒険者は少年ひとりということになる」

			「リルさんがいるじゃないですか。神獣のリルさんが」

			「一応、メンバー登録されているが、補欠候補だな。登録は許してくれたが、冒険は許してくれなかった。神獣は人間界に干(かん)渉(しよう)してはいけないことになっているのだ」

			　それに、と続ける。

			「私はこのギルドのマスターだ。マスターには色々な役目がある。その役目を放り出して、長い間、この館を留守にするわけにはいかない」

			「そんなあ」

			　と不平の言を漏らすと、彼女は言った。

			「安心しろ、手は打ってある。実はフェンリル・ギルドは提携しているギルドがあってな。そのギルドのパーティーに臨時で加入させてもらう交渉をする予定だ」

			「ちなみにどれくらいかかるんですか？」

			「そうだな、一週間くらいか」

			「そんなに……」

			　と肩を落とす。

			　それくらい一刻も早く冒険に出たかったのだ。

			　落胆していると、リルさんはこんなアイデアをくれる。

			「安心しろ、少年、その間、特別にひとりで迷宮にもぐる許可を出す。初クエストだ」

			「迷宮にもぐってもいいんですか？」

			「ああ、ただし、条件がある。少年がもぐっていいのは、この迷宮都市の第一階層だけ。第二階層には絶対にもぐっては駄目だ」

			　要は第一階層で雑魚(ざこ)モンスターどもと戦って鍛錬しろ、ということだろうか。

			　しかし、それでも初めての冒険に心が躍った。

			　

			　僕は自室に戻ると冒険の準備を始める。

			　一流の冒険者は冒険をする前にすべてを決する。

			　それが尊敬すべき偉大な冒険者の言葉だった。

			　その言葉を座右の銘にしてきたが、さっそく、実行できそうだった。

			　ただ、準備といっても僕はものをほとんど持っていない。

			　防具は旅人の服。

			　革や鉄の鎧(よろい)と違ってメンテナンスはいらない。ただ、それでも長期間愛用しているので一部がほつれており、くすんでいた。ただ、これは後日、カレンが縫い直してくれるので問題ないだろう。

			「そろそろ防具くらい欲しいな。板金鎧(プレート・アーマー)とは言わないけど、革の鎧(よろい)くらい」

			　それと盾も欲しい。

			　エクスは両手剣ではなく、片手剣だ。もちろん、両手持ちもできるが、盾はなにかと便利。

			　火トカゲの炎を防いだり、オークの吹き矢を防いだりできる。

			「盾もそのうち買わないとな」

			　でも、先立つものがないけど。

			　数日前までの僕は金貨一〇〇〇枚を持っていた大金持ちだったけど、そのお金ももはやない。

			　刀掛けに鎮座している聖剣エクスカリバーを買ってしまったからだ。

			　その聖剣を凝視していると、エクスは言う。

			「クロム、今、やっぱり聖剣特化じゃなくて、ちゃんと武器と防具を揃えれば良かったと思ったでしょ？」

			　まさか、と一応言っておく。

			　本当はいまだに思ってしまうけど、ただ、それでもあのとき、あの場所で彼女を買わなかったら、今の僕はなかっただろう。

			　最悪、荷物をまとめてとぼとぼと田舎に引き返していたかもしれない。

			　それを思えば、エクスは恩人であり、感謝しなければならない剣であった。

			　なので改めてお礼を言う。

			「エクス、ありがとう。君があそこで僕に声をかけてくれたから、今、僕は冒険者でいられる。このフェンリルの咆(ほう)哮(こう)にも入れた」

			「それはどういたしまして」

			　エクスは素直に返答すると、こう続けた。

			「さあさあ、これから記念すべき初クエストなんだよね？　ならば、こんなとこで立ち話をしていないで準備しないと。たいまつにランタン、非常食にナイフ、火打ち石と燃料も用意しないとね。やることはいっぱいあるよ」

			「一気に言いすぎだよ」

			　あるいはそれは彼女の照れ隠しなのかもしれないが、それは突っ込まないでおこう。

			　そんなことを思いながら、冒険の準備を始めた。

			　後方からエクスの鼻歌が聞こえてくる。

			　彼女の鼻歌は、カレンよりもずっと流麗で美しかった。

			　

			†

			　

			　冒険の準備を終えると、ギルドの受付で迷宮の入出許可証を発行してもらう。

			　カレンはギルドカウンターの奥にある帳簿を取り出すと、そこに僕のギルド番号を書き込み、箱の中にしまってある許可証にも同様の番号を書き込む。

			　彼女は改まった表情で、

			「クロムさま、それではこれが入室許可証です。なくさないでくださいね。それと、ここにご自身のサインを。それと迷宮に入る時刻、帰還予定時刻も書き込んでください」

			　と言った。

			「帰還予定時刻？　そんな項目があるんですか？」

			「あるんです。ちなみに、なぜそんなことを書き込まなければいけないかといえば、もしも迷子になったり、遭難してしまったら、捜索隊を出さねばいけないからです」

			「なるほど、入山許可証みたいなものですね」

			「そうですね。ただし、あまり期待しないでくださいね。うちは大手のギルドじゃありませんから、借りられる人手は限られますし、そもそも二重遭難を防ぐために、捜索隊自体が派遣されないことも多いですから」

			「……肝に銘じておきます」

			　そう言うと彼女から許可証を受け取る。

			　許可証は紙なのでとても軽かったが、初めての許可証、とても重みを感じる。

			　僕はそれに折り目がつかないように丁重に鞄に入れると、彼女に背を向けた。

			　しかし、そんな僕に彼女は声をかけてくる。

			「お待ちくださいまし、クロムさま」

			　なんだろう？　そう思って振り向くと、彼女は僕に小さな包みをくれる。

			　これは？　と尋ねたが、彼女は答えてはくれず、代わりに開けてみてください、と言った。

			　指示に従う。

			　包みの中に入っていたのは、ランチボックスであった。

			　彩り鮮やかなサンドウィッチがぎっしり詰め込まれている。

			「これは？」

			「サンドウィッチですよ、食べたことはありませんか？」

			「まさか、大好物だよ」

			「良かった。早起きして作った甲斐があります」

			　僕のためにわざわざ作ってくれたのか。

			　そこはかとなく感動していると、彼女は言う。

			「迷宮に入ったら、生鮮食品はなかなか食べられませんからね。野菜を多めにしておきました。冒険者の健康管理も、ギルド受付嬢兼メイドの仕事なんですよ」

			　なるほど、さすがはメイドさんだ。栄養価のこともちゃんと考えてくれているらしい。

			　無論、彼女が作る料理だ。味の方も折り紙付きであろう。

			　僕はありがたくそれを受け取ると、こう言った。

			「それでは行ってきます。カレン」

			　彼女はその言葉を聞くとこう尋ねてきた。

			「ところでクロムさま、ギルド嬢の一番の喜びを知っていますか？」

			「分からないかも」

			　正直に答える。

			「それは送り出した冒険者に無事帰ってきてもらうことですよ。武(ぶ)勲(くん)を立てるのも結構ですが、どうか無事、帰ってきてくださいましね」

			　彼女はそう言うと、花も恥じらうような可愛らしい笑みを浮かべた。

			　しばし彼女に見とれると、その場に立ち尽くした。

			　

			　

			　フェンリルの館を出て小一時間歩くと迷宮の入り口につく。

			　そこは前回、リルさんに連れてきてもらった場所だった。

			　前回はゲスト枠でダンジョンに入ったが、今回は正規の冒険者として入出する。

			　入出検査はやはり厳しい。

			　僕はなにも持っていないに等しいので、ほぼスルー気味に通されたが、隣のパーティーは一悶着起こしていた。

			　なんでもパーティーの中に植物を操るドルイドがいるらしく、大量の種子をダンジョン内に持ち込もうとしたらしい。

			　係員は、

			「ダンジョンの生態系を揺るがすものは持ち込み禁止です」

			　と言い張るが、ドルイドは食ってかかる。

			「これは俺の武器なんだよ、これがなければ戦えない」

			　そりゃそうだ。ドルイドとは自然魔術を得意とする魔術師である。

			　彼から種を取り上げるということは、つまり武器を取り上げるも同じだった。

			　なんともまあ厳しい係員であるが、別に悪気はなく、職務熱心なだけだった。

			　数分後、彼は全部の種の審査を受けると、なんとかダンジョンに通してもらえた。

			　その姿を見て思う。

			　もしも魔法を極めるにしても、【ドルイドの秘術】だけは遠慮しよう。

			　そんなことを思いながら、ダンジョンへ足を踏み入れた。

			　

			†

			　

			　相も変わらずダンジョンは晴天であった。

			　なんでもこの第一階層は雨が滅多に降らないらしい。

			　それでよくこんなにも植物が生えているな、と思うが、それはこの国の賢者の間でもよく交わされる議論であった。

			　まだその謎は解明されていないが、もしもその謎を解明できれば、砂漠地帯の国に住む人たちを救えるかもしれない。

			　実際、この第一階層には学者や賢者のたぐいをよく見かける。

			　比較的安全な階層なので、学者の実地調査(フイールド・ワーク)には丁度良いらしく、学者の卵たちが冒険者を雇って調べものをする。

			　冒険者も金払いがいいと、彼らの依頼を積極的に引き受け、経験と小遣いを貯めるのが最近の流行となっているようだった。

			　実際、さっきのドルイドのパーティーの横にも学者のような人がいたし、先ほどすれ違ったパーティーにもそれっぽい人はいた。

			　ある意味楽なクエストで羨(うらや)ましいが、他人を羨(うらや)ましがってもしかたない。

			　学者護衛のような美味しい仕事は、迷宮都市の大規模ギルドが独占しており、フェンリルの咆(ほう)哮(こう)のような零細ギルドには回ってこないのだ。

			「いつかそんな簡単なクエストがたくさん回ってきて楽にお金儲けできるといいね」

			　とはエクスの言葉であったが、それもそれでどうかと思う。

			　楽なクエストは入る経験値も少なく、レベルアップに繋がらないのだ。

			　もっとも今はレベルよりも、この装備の方をなんとかしたかった。

			　やはり旅人の服では心許ない。

			　先ほど戦ったホーン・ラビットの一撃はなんとか回避したが、あれがもしも急所に当たったらと思うと寒気を覚える。

			「まあ、当たらなかったから結果オーライだけど」

			　のんびりした口調でそう言うと、初クエストをこなすため、迷宮を探索した。

			　

			　新米冒険者クロム・メルビル。

			　僕の初クエストは、とあるキノコの採取だった。

			　通称バクハダケ。

			　第一階層の北西部によく自生するキノコだ。

			　バクハダケはよく錬金術師の実験などに使われる。

			　火薬の代わりに用いられ、武器などにも応用されるが、食しても意外とうまいとのこと。

			　もしも予定数よりも多く採取できたら、余った分はその場でキノコ鍋にするか、持ち帰ってカレンに料理してもらおう。

			　

			　バクハダケのオムレツ。

			　バクハダケのフライ。

			　バクハダケのソテー。

			　

			　彼女ならば王都の一流店の味を再現してくれるに違いない。

			　そんなわけで地味にキノコ採取。

			　冒険者といえば華々しくモンスターと戦ったり、迷宮の秘宝をゲットしたりする姿を思い描きがちだが、このような地味な作業こそ冒険者の真価が問われる。

			　と、ギルドマスターのリルさんは言っていた。

			「地味な仕事もこなせないやつが、ドラゴンを倒せると思うかい？　少年」

			　彼女の言葉だが、一理も二理もある。

			　目の前の仕事を解決できない男が、大業をなせるはずがないのである。

			　そう自分に言い聞かせながら、大木の端に自生するキノコをもぐ。

			　キノコは大量にあり、次々と集まる。

			　この分ならばもしかしたら半日もかからずクエストを消化できるかもしれない。

			　このクエストの報酬は金貨一〇枚。

			　半分はギルドに納めるから、金貨五枚の収入になる。

			　金貨五枚では板金鎧は無理だが、中古の革の鎧(よろい)くらい買えるかもしれない。

			　そうなればより深いダンジョンにもぐれる。

			　そうすればより報酬の高いクエストを受けられ、より儲かる。さすればいつかは憧れの板金鎧も手に入るかもしれない。

			　そんな夢想をしながら採取採取。

			　キノコをもぎもぎ。

			　これも明日の冒険のため、偉大な冒険者になる第一歩だと思うと、なんの苦にもならない。

			　こうして半日で目当てのバクハダケを集める。
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			　ミッションコンプリート！

			　

			　というわけではない。

			　遠足は家に帰るまでが遠足。

			　クエストはギルドに戻るまでがクエストだ。

			　この納品アイテムを無事、ギルドに持ち帰るまで、気を抜くことはできなかった。

			　エクスは、

			「迷宮第一階層で心配のしすぎじゃない？」

			　とのことだが、そんなことはない。

			「注意一秒、怪我一生、ということわざもある。たしかにこの辺は、スライムやホーン・ラビットしか出現しないけど、それでも万が一はある」

			「たとえば？」

			「そうだな、たとえば悪漢の一団にお姫さまが連れ去られそうになってるところに出くわすとか」

			「なるほど、それはクロムとしては絶対に見逃せない事態だね」

			「そういうこと。ま、そんなこと、滅多に起きないから、さっさと帰ろうか。今なら急げば夕飯に間に合うかもしれない」

			「今夜はバクハダケ鍋だね」

			「だね。リルさんたちは喜んでくれるといいけど」

			「喜んでくれるよ――」

			　と聖剣は言いかけるが、その言葉は途中でかき消される。

			　絹を裂くような音がこだましたからだ。

			　エクスは慌てる。

			「なになに？　どうしたの？」

			　エクスは青白く光る。興奮している証だ。

			「今の声なに？　まるでマンドラゴラを引き抜いた音みたい」

			「もしもそうならば、きっと僕は絶命してるよ」

			　マンドラゴラを引き抜いたときに発する怪音は、即死効果が付与されているという。

			「なら違うか」

			　ほっとため息をつくエクス。

			「しかし、もっと厄介かも。今の声は明らかに女性が襲われている声だ」

			「そりゃ大変、助けないと」

			「分かってるよ」

			「じゃあ、なんで動かないの？」

			「あの声があそこから聞こえてきたからだ」

			　僕は洞穴を指さす。

			「あれは……、あ、第二階層への入り口か」

			「リルさんから絶対に第二階層におもむくな、ってお達しをもらっている。リルさんのとの約束は破りたくない」

			「でも破るんでしょ？」

			「…………」

			　沈黙によって答える。

			「ボクの知っているクロムが女の子の危機を放っておくわけないもの。クロムはきっとあの洞穴に飛び込むよ」

			「……まったく、賢しい剣だな」

			「インテリなのさ、ボクは」

			　エクスの予言は当たる。

			　僕は数秒後にはすでに駆けだしていた。

			　採取したバクハダケも放り投げて。

			　我ながら融通の利かない性格だったし、損な性格だと分かっていたが、この性格のままここまでやってきたのだ。

			　今さらそれが変わるわけもなかった。

			　

			†

			　

			　洞穴に飛び込み、天然の階段を駆け足で降りる。

			　すぐに第二階層に到着する。

			　そこは第一階層の平原とは打って変わって、暗い森であった。

			　急に真っ暗になったため、視界がきかない。

			　それでも僕は、木々の間から漏れ落ちるわずかな光を頼りに、先ほどの声の主を捜し求めて駆け回った。

			「クロム、本当にこっちでいいの？」

			「こっちでいい……、はず」

			「はずって……、山勘なの？」

			「勘じゃない。一応、足跡をたどっている」

			　見れば足下は軽く濡れている。

			　昨晩、雨でも降ったのだろう。

			　その足跡を追えば、おそらくではあるが、声の主にたどり着くはず。

			　その計算は正しく報われた。

			　数分後、猿ぐつわをされ、かつがれている女性を見つける。

			　かついでいる連中はどこからどうみても悪漢であった。

			「これは検証するまでもなく、どちらが悪か分かるね」

			「そうだね。思う存分奇襲できる」

			「いきなり後ろからぶった切る？」

			「そうしたいとこだけど、一応、致命傷は与えたくない。調整できる？」

			「はいはい、まったく、クロムは優しすぎるよ。あんな悪漢ども、ばたばたと切っちゃえばいいのに」

			　と言うと彼女は刀身に《切れ味鈍化》の魔法をかける。

			「これで思う存分戦えるでしょ」

			「ありがたい」

			　僕はそう言うとそのまま悪漢どもの後ろから斬りかかった。

			　悪漢たちは四人、そのうちひとりが倒れる。

			　その段になって悪漢たちはやっと僕の存在に気がつく。

			　やつらが剣を抜く前に、二撃目を放つ。

			「ぐはぁ」

			　という声とともに二人目も倒れた。

			　これで残りふたり。

			　ただ、奇襲もここまで。残りのふたりはすでに戦闘態勢に入っていた。

			　かついでいた女性を下ろし、腰からショートソードを抜いている。

			　ここからは二対一の戦いを強いられる。

			　果たして彼らの総合戦闘力はいくつなのだろうか。

			　他人のステータスを強制開示する魔法は高位の魔術師しか使えないので分からない。

			　ただ、彼らの年齢からいって低レベルということはないだろう。

			　それなりの場数を踏んでいるはず。

			　となると数の分だけ不利である。

			「……でも、やるっきゃないよな」

			　ここまできて冗談でした、ではすまされないし。逃げるという選択肢もなかった。

			　僕はエクスを握りしめると、悪漢どもと戦った。

			　まず攻撃を加えてきたのは、獣(けもの)の皮を被った悪漢。彼はショートソードで切りつけてくる。

			　それを颯(さつ)爽(そう)とステップでかわすと、見計らったかのように突きを加えてきたのは、女性をかついでいた男だった。

			「くそ、うまい」

			　集団戦闘に慣れている証拠だ。

			　これは総合戦闘力以前の問題かもしれない。

			　そう思ったが、それでも手を抜かない。

			　僕は聖剣に尋ねる。

			「ねえ、エクス、こんなときになんだけど、質問してもいい？」

			「なんだい？　スリーサイズでも聞きたいの？」

			「それは見ればだいたい分かるよ。僕が聞きたいのはそんなことじゃなくて、君に隠された能力がないか、ってこと」

			「なんだ、そんなことか」

			　彼女はあっさりした口調で言うと、

			「あるよ」

			　と、言い放った。

			「あるのか！　じゃあ、その力を使わせてくれないか」

			「もちろん、それはかまわないのだけど、ひとつだけ問題がある」

			「どんな問題？」

			「君の能力が未熟ってこと。この技は必殺技なんだけど、一回しか使えないんだ」

			「なるほど、でも逆に言うと一回は使えるんだよね」

			「使っただけで体力をごっそり消(しよう)耗(もう)するよ？」

			「それは覚悟の上だよ。使い方を教えて」

			　僕は悪漢たちの攻撃を避けながら尋ねた。

			「君は器用だね。まあいいか、じゃあ、言うね。まず、剣のつかに力を込める」

			　指示に従いぎゅっと握りしめる。

			「それで次に刀身に魔力を送り込む」

			「どうやってやるの？」

			「イメージだよ、そうイメージするの。そうだね、鉄の棒をたき火に刺して、その熱が徐々に伝わるようなイメージかな」

			　分かった。

			　とやってみる。するとどうだろう。エクスの刀身が黄金色に輝きだした。

			「すごい！　すごいよ、クロム、初めてとは思えない」

			　べた褒めのエクス、僕は彼女に次の段階を尋ねる。

			「あとは簡単だよ、それを解き放つようにイメージすれば、剣閃が相手に向かって飛んでいく。それで敵を切り裂いて」

			「それって高難度なんだけど？　しかも、一回しか放てないんでしょ？」

			「なら、あの悪漢たちにこう言う？　今から練習してくるので三日待ってもらえますか？　って」

			　言えるわけがない。

			　ならば今ここで決めるしかないということか。

			　覚悟を決めると精神を集中させた。

			　剣閃を解き放つ自信はなぜかあった。

			　問題なのは、その剣閃を相手に当てることができるかである。

			　もしも外せば僕の命はないだろう。

			　しかしそれでも僕は剣閃を解き放つ。

			　仮にここで外すようならば、僕の冒険者としての才能もそこまでだった、ということだ。

			　それにだけど、なぜだか僕の中には外さない自信があった。

			　それは過信ではなく、確信であった。

			　僕は悪漢ふたりを横並びになるように誘導する。

			　タイミングを計る。

			　ふたりが一直線に並び、剣閃の有効範囲に入る瞬間を。

			　その瞬間は数秒後に訪れた。

			　僕はその瞬間を見逃さない。

			　聖剣エクスカリバーをなぎ払うと、その剣先から剣閃が出るようにイメージした。

			　僕のイメージはそのまま現実に投写される。それと同時に体力が削られるような感覚が襲ってくる。

			　

			「喰らえ！　これがエクスカリバーの一撃だ!!」

			　

			　黄金色の魔力の波(は)濤(どう)が悪漢どもに襲いかかる。

			　彼らが人間でなければそのまま切り裂かれていたであろうが、僕はなるべくなら人殺しはしたくなかった。

			　そのイメージも伝わったようだ。

			　剣閃は斬撃属性ではなく、打撃属性となっていた。

			　ぼこり、と彼らの身体にめり込むと彼らを数メートル吹き飛ばす。

			　木々にぶつかってやっと止まった。

			「すごい威力だな。これが聖剣エクスカリバーの力か」

			　ぼつりとつぶやく。

			　ぼきり、と嫌な音がしたが、折れたのは木の方だろうか。それとも悪漢どもの骨の方だろうか。

			　骨が折れるにしてもせめて背骨ではありませんように。

			　そう願っていると、エクスはこう言う。

			「それにしてもすごいね、クロムは。初見でボクを使いこなしたのは君が初めてかも」

			「そうなの？」

			「うん、何百年も聖剣をやっているけど、かのアーサー王ですらボクを使いこなすのには時間がかかったよ」

			　アーサー王とは聖剣のもとの持ち主である異世界の王であるらしい。

			　彼女は彼のことを英雄の中の英雄、王の中の王と褒め称えるが、そのような人物と比肩されると嬉しかった。

			　ただ、それもこれも皆、僕の固有スキル【なんでも装備可能】のおかげである。

			　すべてがすべて自分の実力だと思わない方がいいだろう。

			　そう口にすると、エクスは、

			「そういった謙虚なところがクロムの良いところだよね。そこもアーサー王の若い頃と似ているよ」

			　と言ってくれた。

			　おもはゆいけど、嬉しい言葉であった。

			　

			†

			　

			　気絶した悪漢どもを縛り上げる。

			　ぐにゃりとうなだれているが、背骨は無事のようだ。

			　ただ右手がぷらんとしている。骨折しているのだろう。

			　可哀想に、とは思ったが、縛る縄の力は緩めない。

			　四人まとめて縛り上げると、そのまま放置しておく。

			　悪漢の安否よりも気がかりなことがあったからだ。

			　それはぐったりとしている女性だった。
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			　その女性とはもちろん、悪漢どもに連れ去られていた女性であるが、彼女はなにものなのだろうか。

			　気になる。

			　注意深く観察してみる。

			　着ているものは女性用の衣服だ。ブラウスが女性っぽい。

			　たぶん、中身も女性だろう。

			　エクスは股ぐらを触って確認したのかい？　もしかしたら男の娘かもしれないよ、と品のないことを言うが、触らなくても分かる。ブラウスのボタンが取れ下着が見えかかっているからだ。

			　僕は紳士なので女性に外(がい)套(とう)をかぶせる。

			「しかし、この女性なにものなのだろう？　見たところやんごとなき人にも見えるけど」

			　貴族に見えないこともない女性だ。それくらい気品が漂っているし、優雅さも感じる。

			　ただ、眼鏡をかけている貴族など、あまり見たことはない。

			　貴族の女性は眼鏡を嫌い、公式の場ではかけない。

			「となると、この子は学者かな？」

			　そんな結論に達する。

			　その推論にエクスも賛同してくれる。

			「そうだね、この子はなんか学者っぽい。おそらくだけど、第一階層にフィールドワークにきたところ、悪漢に襲われたんじゃないかな」

			　なかなかの推理だ。

			　納得してしまうが、それを確認するには彼女を起こして問いただす方が早いであろう。

			　そう思った僕は、彼女の身体をゆさぶる。

			　数分後、彼女は「う、うーん」という言葉を発すると、現実世界に戻ってきた。

			　最初こそ寝ぼけ眼で、「朝ごはんの時間ですか？」と尋ねてきたが、すぐに自分が拐(かどわ)かされたことを思い出す。

			「は！」

			　と、目を見開くと、後ずさりし、警戒心をあらわにする。

			　彼女の警戒心を解くには、後ろにいる悪漢どもを見せるのが早いだろう。

			　僕は彼女にそのことを伝える。

			　自分の後ろで気絶し、お縄になっている悪漢どもを見て、彼女は納得したようだ。

			　すぐに僕が恩人であると気がつく。

			　彼女はずれ落ちかけた眼鏡をただすと、こう言った。

			「このたびは私の窮地を救っていただき、ありがとうございます。私の名はルミナス。おうきゅ……、いえ、学者の助手のような真似事をしています」

			「やっぱり学者さんでしたか」

			「助手ですけどね」

			　と、にこりと微笑む。

			「野外採集、つまりフィールドワークにきていたところを悪漢どもに捕まってしまったのです」

			「ひとりできていたのですか？」

			「ひめ――、いえ、主と一緒にきていましたが、ちょっと離れたところを悪漢に狙われたのです」

			「なるほど、それは大変でしたね。ならばその主のところに送り届けて差し上げましょう」

			「え？　そこまでしてもらえるんですか？」

			「せっかく助けたのに、ここで放り出すのは中途半端ですし」

			　そう言うと彼女は破顔する。

			　僕の腕に寄り添うと、

			「あなたは紳士の中の紳士です」

			　と、僕を称賛した。

			　マントが落ちて、彼女の胸部がちらりと見える。僕は紳士なのでのぞき込まないが、それでもエクスは茶化す。

			「今なら命の恩人だから出血大サービスしてもらえるかもよ」

			「エクスはなんでも茶化すね」

			「それが趣味だからね」

			　と笑う。

			　そのやりとりを見て彼女は不思議そうな顔をしていた。

			　まあ、エクスの声は誰にも聞こえないのだから、当然か。

			　それでも彼女は奇異な顔をせず、にこにことしていた。

			　一緒にいるとこちらまでほっこりしてしまうような女性だった。ちょっとだけカレンに似ているかもしれない。

			　僕はそんな彼女の手を引き、この第二階層をあとにしようとした。

			　しかし、それよりも先に変化が訪れる。

			　草木がざわめく。

			　最初はモンスターか、悪漢どもの増援か。そう疑ったが、そうではないようだ。

			　やってきたのは重武装の兵士たちだった。

			　彼らは槍で武装し、それを突きつけてくる。

			　彼らは開口一番に言った。

			「大丈夫ですか？　ルミナス殿？」

			　もしもルミナスが、大丈夫です、と言わなければ僕はその槍で刺されていたかもしれない。

			　それくらい気迫のこもった人たちだった。

			「ええ、大丈夫よ、この人に救ってもらったの。だから、あなたたち、私の恩人に無礼は働かないで」

			　なるほど、と兵たちは納得すると、今度は平身低頭に頭を下げた。その変わり身の早さは称賛に値する。

			「ルミナス殿の命の恩人とはつゆ知らず、ご無礼の段、平にご容赦ください」

			　その謝罪に偽りはなさそうなので、素直に受け取ると、僕は事情を尋ねた。

			「ただの学者さんが王国の兵士を連れているのは妙ですね。もしかしてなにか事情があるのではないですか？」

			　そう尋ねると、兵士は動揺する。

			　どうやら事情がありありのようだ。

			　ここまで巻き込まれたのだから、その事情とやらを確認しておきたかったが、それはルミナスがとめる。

			　彼女は申し訳なさそうに頭を下げると、

			「すみません、こればかりは命の恩人であるクロムさんにも言えません」

			　と言った。

			　ならばしかたない。そう思ったが、意外な人物が横やりを入れてくる。

			「よいではありませんか、ルミナス。仮にもそのお方はあなたの命の恩人。それに自分の身の危険も顧(かえり)みずにあなたを救った勇者なのです。事情を話しても差し支えないでしょう」

			　その流麗な言葉を発したのは女性だった。

			　凜とした声を持ち、太陽のように綺麗な金髪を綺麗にまとめ上げている。

			　エルフと見間違わんばかりの容姿。

			　僕が見た女性の中でも、とびきりの美人がそこにいた。

			　彼女は貴族のドレスのような優雅な防具を身にまとっている。

			　背中には大きな弓を背負っていた。

			　弓使いなのだろうか。

			　それにしては違和感を覚える。

			　彼女はまるで弓使いというよりもどこかの王族のように見えた。

			　武具を身にまとい、ダンジョンに立っていてもその気品を隠すことはできないのだ。

			　エクスは、ええ、そうかなあ、ボクにはそうは見えないけど、と言うが、僕の予想は数分後、的中する。

			　

			†

			　

			　彼女、ルミナスの主である女性はまず自己紹介をした。

			　周囲のものがとめるのにもかかわらず、こう言い放った。

			「わたくしはこの国の第三王女、ユーフォニアと申します。ニアとお呼びください」

			　彼女が自分の身分を明かした瞬間、ルミナスは「あちゃあ！」と顔を押さえ、兵士たちは天をあおいだ。

			　ルミナスは怒りながら言う。

			「おひいさま、なぜ、身分を明かしてしまうのです。こたびの旅は、身分を偽ってのもの」

			　それに対してのお姫さまの答えは明快だった。

			「偽るもなにも、こんな重武装の兵士を引き連れていては意味をなさないでしょう。我々の姿を見れば、ほとんどの人間はいぶかしがります」

			　それに、と続ける。

			「クロムさんという御仁は勘の鋭いお方、わたくしを一目見た瞬間から、正体を見破っていたようですよ」

			　そうなんですか、という目でルミナスはこちらを見てくる。

			　僕は顔をぽりぽりと人差し指で掻きながら、

			「まあ、おおよそは察していました」

			　と、正直に答える。

			　それを聞いたルミナスは吐息を漏らす。

			「おひいさまの気高さと気品は隠せない、ということですか」

			「そうですね。一目でやんごとなき方だと分かります」

			「だそうですよ」

			　と、笑うお姫さま。案外、気さくで飾り気のない女の子であった。

			　お姫さまは軽く笑うと、こちらの方に振り向き、こう言った。

			「さて、わたくしの大切な友人の命を救ってくれた勇者さまに事情を話しましょうか」

			　お姫さまは軽くルミナスを見るが、彼女はもう抵抗しないようだ。

			　すべてを話してください、的な顔をしている。

			　それを確認したお姫さまはにこやかに事情を話し始めた。

			　にこやかな表情であったが、彼女の話す内容はあまりおだやかではなかった。

			　

			「この第二階層にドラゴンが現れたと言うのですか!?」

			　

			　それがお姫さまのもたらした情報だった。

			　思わず叫んでしまったのは、ありえないと思ったからだ。

			　通常、ドラゴンはもっと深い階層に住んでいる。

			　こんな浅い階層に現れるだなんて聞いたことがない。

			　だが、彼女は言う。

			「ですが、現実にはここにドラゴンが徘(はい)徊(かい)しているのです。先日も我が王国の調査団が、それに冒険者に物資を配給する商人の隊商も襲撃されました」

			　お姫さまは深刻な顔になると、

			「調査団も隊商もほぼ全滅です。皆焼き殺されるか、食い殺されるか。かろうじて逃げ出したものは、あんなにも恐ろしい火竜は見たことがない、と口々に語ります」

			　と説明した。

			「そんなに凶暴なドラゴンがこんなに浅い階層に……」

			「ええ、まだ第二階層ですが、そのうち第一階層にやってくるかもしれません。そして人の肉の味を覚えたドラゴンが地上に解き放たれるかも。そうなれば、この迷宮都市は大混乱に陥るでしょう」

			「阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)ですね」

			　見慣れた街、迷宮都市イスガルドが炎に包まれる姿が浮かぶ。

			　安宿の女将さん、武具屋の店主、銀のさじ亭の給仕、彼らが食われる姿を想像してしまう。

			　そんなのは嫌だ。

			　と首を振ると、それにお姫さまも同意する。

			「そうです。ゆえにわたくしたちは王都からやってきたのです。この迷宮都市を救うために。まだこの情報は評議会でも一部のものしか知らないので極秘調査ですが、もしもその話が真実で、まだ火竜がこの付近にうろついているのならば、わたくしは討伐隊を組織するつもりです」

			「討伐隊ですか？　この部隊のことですか？」

			「ここにいるのは選りすぐりの兵士ですが、冒険者ではありません。モンスター退治に慣れていません。それにこの数では倒すことは無理でしょう」

			　兵士の数を数えてみる。重武装の兵士が一〇人はいたが、この数でも倒せないものなのだろうか。

			　そう思っていると、姫さまの護衛のひとりが言った。

			「お言葉ですが、おひいさま、私は訓練を重ねてきた正規の兵士です。それにここにいる仲間も。ドラゴンくらい倒せるはずです」

			　鼻息が荒い。

			　彼は自慢げにステータスを開示する。

			　

			　

			クライド　三二歳　レベル12　王国兵士

			　

			筋力　Ｃ＋

			体力　Ｂ

			生命力　Ｃ＋

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｃ＋

			魔力　Ｄ

			魔防　Ｄ＋

			知力　Ｄ＋

			信仰心　Ｃ

			総合戦闘力　１５６０

			　

			武器　鋼の槍（両手持ち）

			防具　鋼の鎧(よろい)　鋼の兜

			　

			固有スキル　【槍の名手】

			戦闘関連スキル　【槍術Ｃ】　【集団戦闘Ｃ】

			　

			　おお、すごい。さすが王国の兵士だ。そのステータスはなかなかすごかった。

			　素直に賛嘆の言葉を贈ると、クライドは気をよくしたのか、

			「あとで稽(けい)古(こ)をつけてやろうか？」

			　と言ってくれた。

			　もちろん、断る理由はない。

			　自分より強い相手に稽(けい)古(こ)をつけてもらえる機会などそうそうなかったし、それに【槍の名手】という固有スキルも気になる。

			　槍使いと戦ったことはないからいい勉強になるだろうし。

			　ただ、一応、彼の主であるお姫さまに許可を取らねば、と思った。

			　お姫さまを見つめると、彼女は、

			「もちろん、かまいませんよ。ただし、クライドはわたくしの大切な部下、手加減してあげてくださいね」

			　もちろん、それは社交辞令なのだろうけど、お姫さまはそれなりに僕の実力を買ってくれているようだ。

			　クライドも笑いながら言う。

			「たしかにこの少年は、たったひとりで悪漢四人を切り伏せた勇者だ。さすがの俺も負けるかもしれないな」

			　クライドはそう言うと「がっはっは」と豪快に笑った。

			　その笑い声は隊内に伝達して、皆が笑い出すが、陽気な笑いで不快感はなかった。

			　きっとこの部隊の人たちは皆、良い人たちなのだろう。

			　それはこの部隊の主、金髪のお姫さまのおかげかな、と思う。

			　フェンリル・ギルドの皆が良い人間なように、

			　ウロボロス・ギルドの連中が皆、姑(こ)息(そく)なように、

			　その組織のリーダーの人格的影響というのは、組織の下部にも広がるのだ。

			　一瞬、僕も王国の兵士となり、彼女の部下になりたい、と思ってしまったが、頭を振る。

			　僕の目標はあくまで冒険者。

			　それも一流の冒険者だ。

			　この迷宮都市で名を轟(とどろ)かせるのが当初の目的だった。

			　そのステップを踏まずお姫さまに仕えても、彼女の役に立つことはできないだろう。

			　それに――。

			　リルさんとカレンの顔が浮かぶ。

			　せっかく、彼女たちと同じギルドに入れたのだ。リルさんとはフェンリルの咆(ほう)哮(こう)をＡランクに戻すと約束したし、少なくともそれを叶えてからでないと移籍はできない。

			　メルビル家の家訓にはこういうものがある。

			「義を見てせざるは勇無きなりよりも一宿一飯の恩義を大切にせよ」

			　フェンリル・ギルドでは、一宿一飯どころか、寝床まで貸してもらい、毎日美味しいご飯まで作ってもらっている。

			　そんな彼女たちを裏切るような不義理な真似はできなかった。

			　ただ、そんなことを思っていると、お姫さまはほがらかな笑みで言った。

			「クライドとの稽(けい)古(こ)はもう少しあとにして、この辺で一休みしませんか？　クロムさんもご活躍されて、さぞお腹をすかせているでしょう。わたくしの手料理でよろしければ、一緒に食べませんか？」

			「お姫さまの手料理ですか？」

			　食事に誘われたことよりも、そちらの方に驚いてしまう。

			「あ、そのお顔は、わたくしが料理下手だと思っていますね」

			　姫さまは可愛らしく頬を膨らませる。

			「まさか」

			　と、答えておくが、実は思っていた。

			　弁明になるけど、お姫さまが料理上手などというイメージはない。

			　宮廷の奥で鎮座して、窓辺で詩集を読みながら、中庭でお花摘みでもしている。

			　それが僕のイメージだったし、彼女のお姫さま然とした姿はそれに相応しかった。

			　お姫さまは僕の表情を察したらしく、最後にこんな台詞を言った。

			「そこまで侮(あなど)られてしまっては、王家の面目に関わりますね。絶対にぎゃふんと言わせて見せますからね」

			　ちょっと怒り気味だが、どこまでも可愛らしい笑顔のお姫さまだった。

			　

			†

			　

			「ぎゃふん」

			　と言えばいいのだろうか？

			　なぜ、僕がそのような台詞を言っているのかといえば、お姫さまの料理が思いの外、美味しかったからである。

			　いや、思いの外どころではなく、とても美味しかった。

			　彼女が作ったのは、猪肉のシチューとリコの実のサラダ。

			　どれらもこの迷宮で手に入れた食材を活用している。

			　猪の肉は見事に臭みが消えている。

			「それは《冷凍魔法》でお肉を熟成させたからです。凍るか凍らないかの寸前の温度で肉を熟成させると、とても旨くなるんですよ。それに調理する直前に、牛乳とショウガを揉み込むと臭みは取れます」

			「なるほど、手間暇がかかっているんですね」

			「猪を狩ってくれたのは兵士ですし、冷凍魔法を使ったのも配下の魔術師ですが」

			「ですけど、このシチューは絶品ですよ。だしが良く出ています」

			「猪のうま味だけではなく、王都から持ってきたうま味調味料も使っていますからね。鶏ガラを煮詰めたものを粉末状に加工し、料理に使うのです。とても美味しくなります」

			「王都ではそんなものが売っているんですね」

			「この迷宮都市にも売っていますよ」

			　とはお姫さまの言葉だが、たぶん、びっくりするくらい高いのだろうな、と思った。

			　僕はゆっくりとさじをすくいシチューを味わう。

			　堅めのパンをシチューに浸し、口に入れる。

			　一方、お姫さまはそんなはしたない真似はしない。シチューはシチュー、パンはパンと別々に食しておられる。

			　シチューは一杯一杯丁寧に口元に運び、一滴もこぼさない。

			　パンも小さくちぎり、上品に口に入れる。

			　我がギルドのギルドマスターとは対極的な食べ方であるが、リルさんの食べ方もお姫さまの食べ方も甲乙付けがたい。

			　リルさんのように多少品がなくてもガツガツ食べる人もいいが、お姫さまのように上品に食べる人もいい。

			　食事の仕方に上下はなく、美味しく食べられればそれで十分だった。

			　食事はなにを食べるかよりも誰と食べるかの方が重要であると、今さらながらに再認識する。

			　その点、この部隊の食事は楽しい。

			　クライドは気軽に話しかけてくれるし、ルミナスは博識を披露してくれる。

			　お姫さまも気さくな方で、食事中は一切、口を開きませんわ、というタイプの人ではなかった。部隊のみんなとの会話は弾み、とても楽しい食事となった。

			　こうして僕たちは陽気に会話をしながら、夕ご飯を食べた。

			　

			　

			　翌日、朝になると、約束通り、クライドに稽(けい)古(こ)をつけてもらう。

			　なぜかお姫さまも一緒についてくる。

			「ルミナスを助けてくれた勇者さまの勇姿が見たいのです」

			　とのことだった。

			　僕はクライドに視線を向ける。

			　護衛たちから離れて大丈夫なのですか？　という意味だが、通じたようだ。

			「護衛の兵士たちは目と鼻の先にいるし、ここには名うての兵士と勇者がいるからな、心配にはおよばない」

			　名うての兵士とはクライドのことだろうが、勇者とは僕のことだろうか。

			　後者は過大評価なような気もするけど。

			　そんなことを思っていると、ニアさまは言う。

			「安心してください、クロムさん。クライドやクロムさんだけでなく、わたくしもそれなりの実力を秘めていますから」

			　彼女はそう言うと、背中から弓を取り出す。

			　それに呼応するように、クライドは懐からリンゴを取り出す。

			　リンゴを手に持つと、クライドはそれを手のひらの上に置く。

			　お姫さまは弓弦を引くと狙いを定める。

			　まさかあの手のひらの上のリンゴを突き刺すつもりではあるまい。

			　そう思ったけど、そのまさかだった。

			　お姫さまの弓から放たれた矢は、まっすぐにクライドのもとに飛んでいき、手のひらの上に乗せていたリンゴを射貫く。

			　目にとまらぬ速さでリンゴに突き刺さる矢。

			　矢とリンゴはそのまま後方の木に突き刺さる。

			　クライドは木に張り付いたリンゴをそのまま取ると、豪快にかじる。

			「――というわけで。うちのおひいさまに護衛などは本当はいらないのだ。我々もおひいさまの護衛というよりは、ドラゴンの調査に同行したルミナスの護衛が主目的だ」

			「なるほど」

			　と、納得する。ちなみにお姫さまはステータスも公開してくれる。

			　

			ユーフォニア・エルンベルク　一六歳　レベル20　弓使い　エルンベルク王国　第三王女

			　

			筋力　Ｃ

			体力　Ｃ

			生命力　Ｃ＋

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｂ＋

			魔力　Ｃ＋

			魔防　Ａ

			知力　Ｃ＋

			信仰心　Ｂ＋

			総合戦闘力　３２８７

			　

			武器　世界樹の弓

			防具　天女のドレス　ケルピーの革の鎧(よろい)＋３　古代の指輪＋８　王家の紋章

			　

			「すごいだろう」

			　とはクライドの言葉であるが、たしかにすごい。

			　本当に、護衛などいらないくらいではなかろうか。

			「これもほとんど装備のおかげですよ」

			　とお姫さまは言うが、ステータスは本人の才能と努力しか反映されないので、それは謙(けん)遜(そん)だろう。

			「ステータスといえばクロムさんもすごいではないですか、レベルはまだ６ですが、総合戦闘力が１０２７もあります」

			「それはエクスのおかげですよ」

			　と、聖剣を見せる。

			「エクスがいなければ、僕はそこらのゴブリンにも負ける雑魚(ざこ)です。ユーフォニアさまとは違います」

			「まあ、聖剣をお持ちなのですね。それは素晴らしい」

			　と彼女は言うが、彼女は聖剣よりも気になることがあるようだ。

			「あのクロムさん、よろしければですが、ユーフォニアさま、というのはやめてもらえませんか？」

			「え？　どうしてですか？」

			「なんかこそばゆくて」

			「でも、部隊のみんなはお姫さまとかおひいさまと呼んでいますし」

			「彼らはわたくしの臣下です。本当は彼らにもニアと呼んで欲しいのですが、立場上それはできません。ですが、クロムさんとわたくしは対等の冒険者。ならばニアと呼んで欲しいのです」

			　彼女の目は真剣だったが、それでも王族を呼び捨てにするのははばかられる。

			「ニア……さん」

			　妥協してみたが、彼女は頬を膨らませる。

			「……じゃあニア」

			　彼女は陽光のような笑みを浮かべる。

			「それではときと場所を選んでニアと呼ばせてもらいますね」

			「はい、嬉しいです、クロムさん」

			　彼女はそう言うと手を差し出してきた。

			　握手をしてくれ、ということなのだろうか。

			　クライドの方を見つめる。

			　彼は軽くうなずく。

			　僕はズボンをこすると汚れを落とし、そのまま彼女の手を握りしめた。
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			　先ほどの強弓を放ったとは思えないほど華(きや)奢(しや)な手で、柔らかいさわり心地だった。

			　その手の感触を味わっていると、腰の聖剣がからかってくる。

			「神獣リルに、メイドのカレン、それにお姫さまのユーフォニア。さてはて、クロムの未来の奥さんは誰かな」

			　結婚式にはボクも呼んでよね、それと子供ができたら名前を付けさせて、と冗談を言ってくる。

			　茶化すなよ、という意味を込めて軽く聖剣を叩くが、懲りた様子はない。

			「あ、ちなみにこのエクスさんも候補だからね」

			「僕は無機物と結婚する趣味はないよ」

			「いいのかな、そんなこと言って、もしもボクが擬人化したら、とんでもない美人になるかもよ？」

			「君は擬人化できるの？」

			「できるよ――、と言ったら、お嫁さんにしてくれる？」

			「なんだ、冗談か」

			　そんなことをニアに聞こえないようにつぶやいていると、クライドが言った。

			「クロム、それではそろそろ鍛錬を始めようか」

			　彼の方に振り向き、言う。

			「はい、よろしくお願いします！」

			　と――。

			　こうして僕とクライドの鍛錬は始まった。

			　

			†

			　

			　クライドとの鍛錬は最初、軽いものだった。

			　彼は自慢の槍ではなく、長い木の棒を使う。

			　僕には木刀を渡す。

			「真剣同士で訓練をして、万が一ということがあってもいけないしな」

			　とはクライドさんの弁だった。

			　しかし、聖剣を使わないと僕の総合戦闘力はだだ下がりだ。

			　ただでさえレベルが離れているので、総合戦闘力にがつんと差が出る。

			「気にするな、勝敗を決めるものではない。クロム、おまえはモンスターや剣での稽(けい)古(こ)に長けているようだが、槍との戦いは経験がないだろう。長ものを使う相手がどれくらい厄介か。その身体に刻んでおくといい」

			「はい」

			　と答える。

			　たしかに田舎の姉さんも言っていた。

			「剣術三倍段、槍も三倍段」

			　そんな格言がある、と。

			　つまり素手の人間が剣と戦うには三倍の実力がいる。剣を持った人間が槍を持った人間と戦うには三倍の実力がいる。そんなお話だ。

			　それくらい自分よりリーチのある相手と戦うのは大変だということであるが、実際、大変だった。

			　僕は近づくことさえできず、クライドの棒に小突かれる。

			「もしもこの棒が本物の槍だったら、おまえはもう三回は死んでいるぞ」

			　とはクライドの言葉だったが事実であった。

			　やはり姉さんは正しい。

			　それにクライドの実力も半端ないものだった。

			　ただ、それでもクライドのような槍の達人に稽(けい)古(こ)をつけてもらえるのは素晴らしいことだった。

			　迷宮には剣を持った魔物よりも、槍を持った魔物の方が多い。

			　ゴブリンやオークなどは、棒の先に石器を付けた槍を装備していることが多い。

			　ここで槍との戦い方を学んでおけば、後日、必ず役に立つはずだ。

			　僕はそう思いながらクライドと戦い続けた。

			　結局、一〇本ほど勝負を挑んで僕がクライドに一撃を入れられたのは一回だけだった。

			　それでも槍の達人に一本でも入れたのはすごいことらしい。

			　クライドは褒めてくれる。

			「俺が格下相手に一本入れられたのは何年ぶりだろう。クロム、おまえはすごい才能を秘めているのかもな」

			　社交辞令かもしれないが、嬉しかった。

			　ニアも手放しに褒めてくれる。

			「先ほどからクロムさんの動きをあまさず見ていましたが、とてもレベル６の冒険者の動きとは思えません。天才とはクロムさんのような人のことを指すのでしょうね」

			　彼女はそう言うと、近づき、回復魔法をかけてくれる。

			　彼女の手から暖かい波動を感じる。

			　クライドから受けた打撃痕がみるみるうちに治る。

			「すごいですね、ニアさんは回復魔法も使えるんですか」

			「手慰みに覚えました。わたくしは弓使い。後衛職なので回復魔法くらい覚えておいた方がいいと思って」

			「すごいですよ。うちの田舎の司祭さまよりもうまいかも」

			「お世辞でも嬉しいですわ」

			　お世辞ではなく、本気なのだが。幼い頃、川で遊んでいたときに足を切ってしまったことがあり、そのときに司祭さまに治してもらったことがあるが、こんなにもすぐに傷はふさがらなかったし、傷跡も残ってしまった。

			　ニアの回復魔法は、明らかに司祭さまの上位互換で、あざもすぐになくなりそうであった。

			　僕の治療が終わると、今度はクライドの治療へ向かう。

			　彼も一応、僕の一撃を受けたのだ。

			　クライドは、

			「こんなのは傷のうちに入らない」

			　というが、それでも彼は治療を拒まなかった。

			　緑色の魔力をまといながら回復に専念するニア。

			　その慈愛に満ちた微笑みは、王女さまというより聖女にも見えた。

			　冗談でそのことを口にすると、クライドは言う。

			「おまえは勘が鋭いな。おひいさまはかつて修道院におられたのだ。とある理由で王宮に呼び戻されるまで、そこで神に仕えておられた」

			　なるほど、だから清(せい)楚(そ)な中にも慈愛めいた優しさも兼ね備えているのか。

			　そう言うと彼女は頬を染めながら言った。

			「あまりおだてると、クライドの傷は治してあげませんからね」

			　それは困る、とクライドは苦笑いを浮かべながら、以後沈黙した。

			　その後、しばらく歓談すると、僕たちは森の奥に入ることにした。

			　ニアが提案してきたからだ。

			「わたくしの目的は、第二階層の森の調査。部下たちを大勢引き連れて調査するのもいいですが、あまりに多勢だと、本来の調査ができないかもしれません。ここは三人で覗きに行きませんか？」

			　無論、クライドはたしなめるべき立場なのだろうが、こう言った。

			「それもよろしかろう。ここには三人の豪(ごう)傑(けつ)がいる。第二階層程度のモンスターならば、片手で倒せる」

			「弓は片手では撃てませんけどね」

			　と、冗談を言うニア。彼女は気さくなだけでなく、冗談を言って場を和ませることもできるようだ。

			　この部隊のお姫さまも、熟練の兵士であるクライドも大丈夫だと言っているのだ。

			　三人で森の奥に入っても問題ないだろう。

			　そう判断した僕は彼女たちの意見に従うことにした。

			　最後に僕も冗談を言う。

			「ふたりのような冒険者がいれば、ドラゴンでも襲いかかってこない限り、負けるわけがありませんよ」

			　ふたりはその冗談に笑ってくれたが、その笑いも数分後には凍り付く。

			　僕たちは運悪く、ドラゴンに遭遇してしまったのだ。

			　

			†

			　

			　ドラゴンと遭遇した僕たちは慌てることはなかった。

			　冷静に、着実にドラゴンたちを切り伏せていく。

			　ドラゴンの吐く炎を避け、爪をかわす。

			　隙を見ては攻撃を加え一刀のもとに倒す。

			　その様は伝説のドラゴンを倒す英雄の絵物語のようであった。

			　もちろん、からくりはあるのだけど。

			　出くわしたドラゴンは、通称ドラゴン・パピィと呼ばれる小型のものだった。

			　翼もなければ大きな牙も爪もないトカゲのようなモンスター。

			　実際に学者からは竜族からは除外され、は虫類の一種として扱われている。

			　だからそれほど強い相手ではなかった。

			　僕たちは次々と火トカゲを切り捨てていく。

			　僕は聖剣エクスカリバーで彼らの鱗(うろこ)を切り裂き、

			　クライドは鋼の槍で火トカゲを突き、

			　ニアは世界樹の弓で火トカゲを射貫く。

			　即興のパーティーとは思えないコンビネーションで僕たちは火トカゲを倒していく。

			　そんな中、ニアはつぶやく。

			「……おかしいですわ」

			　なにがおかしいのだろうか。

			　尋ねてみる。

			「はい、ドラゴン・パピィ、通称火トカゲはそんなに強い怪物ではありません。しかし、こんなにも浅い階層に現れることも珍しい」

			「件のドラゴンと一緒ですね」

			「はい、もしかしたら件の火竜が、この火トカゲどもをおびき寄せているのかもしれません。あるいは上層に上がってきたドラゴンから逃げているとか」

			「ありえそうだ」

			　目の前にいる火トカゲたち。

			　彼らはいくら切り殺しても向かってくる。普通、これだけ力を見せつければ、逃げ出すはずであるが、それでも火トカゲの抵抗は収まらない。

			　まるで背後にいるなにかにおびえているようにも見えた。

			「つまり、ニアさんは近くにドラゴンがいるかも、と思っているんですね」

			「この近くではないはずです。ドラゴンを感じれば、連れてきた魔術師が感知しているはず。あれほどの質量と魔力を持ったモンスターを見逃すはずがない」

			　ですが、と続ける。

			「このものを見て確信に変わりました。ドラゴンは必ずこの階層にいると。しばらく探索を続ければ出会えるでしょう」

			　彼女はそう言うと、弓を絞った。

			　そこから放たれた矢は、まっすぐに火トカゲの目に命中する。

			　こんなに小さく、はしっこい生き物の目を射貫くなど、名人芸である。

			　お姫さまとは思えぬ技量だ。

			　彼女ならばもしかしたら、ドラゴンの目を射貫けるかもしれない。

			　そう思った。

			　僕も彼女に負けじと、剣を振るう。

			　聖剣エクスは言う。

			「女の子に負けたら恥、とか言うつもりはないけど、お姫さまには負けないよ。ボクたちは雑草ペア。王宮でのほほんと暮らしてきた王女さまに負けるのは癪(しやく)だもの」

			「生まれは関係ないと思うけどね。それをいえば僕も元々貴族だし」

			「え？　クロムって貴族なの？」

			「前に話しただろう」

			「冗談かと思ってた」

			「本当だよ。かつては子爵号も持っていた名家だよ。今はとある事情で騎士の位しかないけど、田舎に帰れば猫の額ほどの領地もある」

			「あれ？　ということは、クロムはお姫さまの家来じゃん」

			「僕の家はエルンベルク王国からなかば独立している公国出身の騎士爵だよ」

			「なるほど、ならニアって呼び捨てにしても大丈夫だね」

			「場所は選ぶけどね」

			　そう言い切ると、五匹目の火トカゲを切り捨てた。

			　火トカゲは緑色の鱗(うろこ)を持っていたが、その鮮血は赤く、肉はさらに赤い。

			　彼らが口から出す炎のような色をしていた。

			　横で槍を振るっているクライドが説明してくれる。

			「知っているか、火トカゲはカエルや鶏に似た味がする。これだけ仕留めれば、当分、我が部隊の食糧には困らないだろう」

			「ならばなるべく美味しそうな部位は壊さないようにします」

			　と、六匹目を倒す。

			　六匹目を倒すと、さすがに火トカゲは恐慌状態に陥る。

			　これ以上、戦闘をしても無駄である。

			　あるいは獣(けもの)の直感にようやく目覚めたのかもしれない。

			　この人間たちには絶対に勝てないと。

			　あくまでこちらの勝手だけど、あまり的外れな想像でもないはず。

			　火トカゲは蜘(く)蛛(も)の子を散らすように逃げていった。

			「追いますか？」

			　一応、司令官であるニアに尋ねる。

			　ニアはゆっくり首を横に振る。

			「このものたちも好きで襲いかかってきたのではないでしょう。深追いは禁物です」

			「一週間分の食糧は手に入りましたしな」

			　と、クライドは茶ばんだ歯をにかっと見せる。

			　ふたりがそういうのならば追撃はやめておこう。

			　そう思った僕がエクスを鞘(さや)に納めた瞬間、一陣の風が舞う。

			　そこに現れたのは大きな化け物だった。

			　土褐色の体、大きな翼、鋭利なかぎ爪。

			　一瞬でそれがとある生き物だと判明する。

			「これは竜？」

			　僕の問いに答えてくれたのはニアだった。

			「たしかにこれは竜です。しかし我々が追っている竜ではありません。これは竜の中でも最下級の竜、ワイバーンです」

			「『小』飛竜というやつか」

			　ニアはこくりとうなずく。

			「こいつも倒した方がいいかな」

			　そうつぶやくと彼女は僕の腕を引き、木の後ろに隠れる。

			　クライドもそれにならう。

			「倒せない相手ではありません。しかし、それでもワイバーンは竜族。無駄な戦闘は不要です」

			　彼女はそう言うと飛竜の動きを観察する。

			　僕もそれにならう。

			　たしかにワイバーンは僕たちを狙ってはいなかった。

			　逃げ惑う火トカゲの中から、弱っているもの、小柄な個体を選別して、かぎ爪を突き立てていた。どうやら捕食するためにやってきたらしい。

			　ならばすでに倒れている火トカゲを狙えばいいような気もするが、ニアはこう説明してくれる。

			「ワイバーンは新鮮な獲物しか食べないのです。獲物を生きたまま捕らえ、内臓を食いちぎるのが好みとか」

			「詳しいんですね」

			「すべてルミナスの受け売りですけどね」

			　と、はにかむニア。

			　ならばこのまま後方に退避すべきだろう。

			　幸いとまだこちらの存在には気づかれていない。

			　倒した火トカゲの肉や素材は惜しかったが、それでもワイバーンに生きたまま内臓を食われるのはごめんであった。

			　そう提案すると、ニアたちも同意する。

			　ただ、クライドだけはがめつく、手近にあった火トカゲの肉を切り落としていたが。

			　彼は悪びれずもせず言う。

			「こいつを肴(さかな)にエール酒で一杯やるのが最高なんだよ」

			　相変わらず豪胆な人だが、それでも非難する気にはならない。

			　クライドが肉を回収すると、僕らは森の木々に溶け込むように部隊の野営地に戻った。

			　

			††

			　

			　クライドの述懐。

			　

			　先日、出会った少年、名をクロムといっただろうか。

			　彼は我が部隊のブレインとも言える、ルミナス嬢を救ってくれた男。

			　先ほど稽(けい)古(こ)をつけ、その後、ともに火トカゲと戦ったが、その腕前はとてもレベル６の新米冒険者とは思えない。

			　それに腰にぶら下げた剣。

			　鞘(さや)こそどこにでもある安物であったが、その刀身は王都でもなかなか見ることのできない輝きを放っていた。

			　もしやあの剣は聖剣、あるいは魔剣の一種なのではないだろうか。

			　そう勘ぐってしまいたくなる業物であった。

			　……いや、それはないか。とかぶりを振るクライド。

			　クロムのレベルは６。

			　その程度のレベルで装備できる聖剣や魔剣など存在しない。

			　いや、存在はするが、大した剣ではないだろう。そこらのロングソードに魔法を付与し、＋１とか＋２程度の効果を与えたくらいであろう。

			　もしかしたら、あの少年が持っている剣がそうなのかもしれないが。

			　ただ、あのような貧しい身なりの少年が、そんな貴族か商人しか買えないような武器を持っているとも思えない。

			　おそらくはただ見た目がいいだけの偽物(レプリカ)かなにかなのだろう。

			　それよりも気になるのは少年の腕前だ。

			　彼に稽(けい)古(こ)をつけたとき、不覚にも一本取られてしまった。

			　少年の剣技が未熟であり、低レベルとあなどった結果であるが、その代償は大きかった。

			　クライドは少年から受けた木刀の一撃を思い出す。

			　肩口をバッサリと切り裂くような袈(け)裟(さ)斬り。

			　その一撃は思いのほか重く、鋭かった。

			　あるいはクライドが放ったどの突きよりも重かったかもしれない。

			　それを証拠に――、

			　と、クライドは上半身の服を脱ぐ。

			　そこにはくっきりと紫色のあざが残っていた。

			　先ほど姫さまに回復魔法をかけていただいたときは、「こんなものは唾でもつけておけば治る」と啖(たん)呵(か)を切ったが、その実、クライドはうめき声をあげたいくらいの苦痛に悶えていた。

			　クロムの一撃が、それほど堪えたのだ。

			　一方、こっちが本気で放った棒の突きはたいしたあざを作ることはできなかったようだ。姫さまの回復魔法によって完璧に治癒していた。

			　こちらはまったく手を抜くことなく、骨くらい折ってやろうと思っていたにもかかわらずだ。

			　いったい、あの少年はなんなのだろうか。

			　ただの木刀の一撃とは思えなかった。

			　ただの少年の回復力とは思えなかった。

			　それだけではない。

			　クロムは初めて火トカゲと戦ったにもかかわらず、火傷ひとつ負わなかった。

			　火トカゲの炎の息を颯(さつ)爽(そう)とかわし、六体もの火トカゲを葬り去った。

			　クライドが初めて火トカゲと戦ったときは、手痛い一撃を食らい、一体倒すのがやっとだったことを考えると、クロムという少年は末恐ろしい才能の持ち主ということになる。

			　ドラゴンを探しに迷宮都市にやってきたが、もしかしたらドラゴンよりも面白い少年に出会ってしまったのかもしれない。

			　あの少年がこのまま研(けん)鑽(さん)を重ね、着実に成長していけば、やがては本当に勇者と呼ばれる存在となり、姫さまの夢をかなえる一助になってくれるかもしれない。

			　そんな可能性すら感じさせてくれる少年だった。

			　彼をこの部隊にスカウトすべきかな？　と迷う。

			　少年は今、食事を終え、付き合い酒を飲み終え、熟睡しているが、明日、折を見て誘ってみるのも悪くないかもしれない。

			　姫さまの臣下にならないか、と。

			　クライドは再び少年を見つめる。そこには年相応のあどけなさを残した少年がいた。

			　とてもクライドを驚(きよう)愕(がく)させ、勇壮に火トカゲを倒した男とは思えぬ寝顔であった。

			　その顔を見てクライドは思い出す。

			　昨晩、酒を飲ませたときに少年が言った言葉を。

			「僕は世界一の冒険者になるのが夢なのです」

			　冒険者と兵士は違う。

			　少年が兵士になれば、いつかは騎士にもなれるかもしれないが、彼がなりたいのは冒険者なのだ。

			　冒険者のその先にある道なのだ。

			　あのように目を輝かせて世界一の冒険者になりたいという少年を説得するのは、不可能に近いだろう。

			　それは兵士クライドの情熱をもってしても、

			　学者ルミナスの弁舌をもってしても、

			　姫さまの慈愛をもってしても、不可能なことのように思われた。

			　ならば明日、こころよく少年を送り出してやるのが大人の務めだろう。

			　少年をスカウトするのは少年が大人になってからでいい。

			　その夢をかなえてからでも遅くなかった。

			　クライドはそれまで生きているつもりだったし、それまで姫さまのことを守るつもりだった。

			　少年がいなくても姫さまを守り、ドラゴンなど軽く倒せる。

			　それは過信ではなく、自信であった。

			　数年にわたり姫さまに仕え、姫さまを守り通してきた実績から生まれた自信であった。

			　

			†

			　

			　クライドに稽(けい)古(こ)をつけてもらい、火トカゲを倒し、ワイバーンから逃れた僕は、そのままお姫さまの野営地で一晩の宿を借りた。

			　お姫さまは、一晩でも一週間でもごゆるりと滞在してください、とのことだったが、そうもいかない。

			　僕にはやることがあるのだ。

			「やることですか？」

			　ニアは軽く首をかしげ、尋ねてくる。

			「ルミナスさんを助けるのに夢中になってしまいましたが、僕は実はクエスト受注中の身なんです。とある依頼主からバクハダケを採取してくるように頼まれていて」

			「まあ、それは大変ですね」

			　彼女は上品に言うと、部下にバクハダケを集めさせる旨を伝えてくる。

			「それは駄目ですよ」

			「どうしてですか？」

			「だってこの部隊には竜を探すという大事な任務があるじゃないですか、それを放り投げて僕のクエストを手伝うなんて」

			「ですが、元々、ルミナスを救うためにクロムさんはクエストを放棄されたのではないですか？　もしかしてルミナスを助けるとき、せっかく集めたバクハダケを放棄して、悪漢どもを追いかけたのではありませんか」

			「…………」

			　彼女はまるでその現場を見てきたかのように言い当てる。女の勘というやつだろうか。妙に鋭い。

			「どうやら当たりみたいですね。ならば我々がキノコを探すのは当然です」

			　彼女がそう言い切ると、兵士たちは二人一組となり、散開していく。

			　統率の取れた部隊だ。

			　事実、彼らはあっという間に必要納品数以上のバクハダケを集めて戻ってきた。

			　ニアはそれを丁寧に籠に入れると、お手製のブーケまで添えてくれた。

			「これを依頼主に納品するときっと喜びますよ」

			　という言葉も添えてくれた。

			　綺麗な花々には、男の僕が見ても心奪われる。

			　エクスも同様で、

			「はあ、綺麗なブーケ」

			　と見とれている。こういうところは女の子だな、と思う。

			　僕は、ブーケはありがたく頂戴するが、籠は受け取らない。

			「そんな気になさらず受け取ってください」

			　というニアに対して言う。

			「この籠はお借りするだけです。いつかまた出会ったときお返ししますよ」

			　その言葉を聞いたニアは春の陽光のような笑みを浮かべる。

			「分かりましたわ。ならばその籠はいつか返却してもらうということで。近いうちにまた会えるといいですね」

			「本音を言えば、もっと立派な冒険者になってから返したいですが」

			「クロムさんはすでに立派な冒険者ですよ。足りないのは時間と経験だけ。数年後には、この迷宮都市にその名が響き渡っているでしょう」

			「だといいんですが」

			　僕がそう言うと、彼女は最後に握手を求めてきた。

			「これは別離の握手ではありません。再会を願っての握手です」

			　周囲を見渡す。

			　一国のお姫さまと握手をしていいものかと迷ったのだが、この部隊に堅苦しい人間はいなかった。

			　僕は彼女と力強く握手する。

			　彼女との再会を願って。

			　彼女の手はマシュマロのように柔らかかったが、握手の強さはなかなかのものだった。

			　姉さんの言葉を思い出す。

			「力強い握手から、友情は生まれる」

			　という言葉を。

			　一国の王女さまと友人になるとは大それたことだと思うが、この瞬間、僕と彼女の間に友(ゆう)誼(ぎ)めいたものが生まれたような気がした。

			　その手を名残惜しげに離すと、僕は第一階層に続く洞穴に向かった。

			　

			　

			　クロム少年の背中を見送るニア、それにルミナスとクライド。

			　最初に口を開いたのはクライドだった。

			「気持ちのいい少年でしたな」

			「そうですね」

			　と、ニアは同意する。

			「こんな時代、こんな場所にも、あんなにもまっすぐな目をした少年がいてくれて、嬉しく思います」

			「また会えるでしょうか？」

			　とは学者ルミナスの言葉であるが、ニアは信じていた。少年と再会できることを。

			　この迷宮都市は広い。

			　容易には巡り会えないだろうが、それでもニアは彼との再会を予感していた。

			　少年の所属する冒険者ギルドの名は聞かなかったが、あのような立派な少年が所属しているのだ。高位の冒険者ギルドを片っ端から探れば、探し出すことは容易だろう。

			　もしも無数にある弱小ギルドに所属していたら探すのに一手間かかるだろうけど。

			　それでもニアは彼との再会を信じていた。

			　彼ほどの冒険者ならば、必ずこの迷宮の地下奥深くに到達するだろう。

			　迷宮都市の迷宮は深くなればなるほど、立ち入る冒険者は少なくなる。

			　つまり、出会える冒険者が限られるということだ。

			　ドラゴンを調査にきたニアだが、ニアはもうひとつ目標がある。

			　それはこの迷宮の最下層にあるものをこの目で見ることである。

			　迷宮都市イスガルドの地下に広がる広大な迷宮。

			　その最深部に到達したものはいまだかつていない。

			　最深部には古代魔法文明の王宮がある。

			　そこにはこの世の富の半分が眠っている。

			　そんな噂があったが、ニアはそれらを求めて迷宮にもぐるわけではなかった。

			　ニアはただ純粋にこの迷宮の果てがどうなっているのか、確かめたいのだ。

			　そこになにがあるのか、この目で見てみたいのだ。

			　少年も迷宮の最下層を目指しているという。

			　ならばきっとクロムとはまた再会できるはず。

			　この迷宮のどこかで――。

			　ニアはそれを心の底から祈りながら、本来の目的、ドラゴン探索を始めた。

		

	
		
			第四章　神獣リルの思い

			　

			†

			　

			　迷宮から帰還すると、真っ先にフェンリルの咆(ほう)哮(こう)へ向かう。

			　道中寄り道する余裕はない。

			　それは金銭的な意味でも、時間的な意味でも。

			　金銭的な意味では、お金がないから寄り道する余裕がない。

			　買い食いもできないし、ぶらりと武具街に立ち寄って、装備品を物色することもできない。

			　時間的意味では、納品期間がぎりぎりという事情もあった。

			「まあ、あれだけ寄り道していればね」

			　とは聖剣エクスの言葉だったけど、たしかに寄り道しすぎた。

			「あんなところで運悪く悪漢と出くわすなんて、なんだかクロムらしいよね」

			「なんだよそれ」

			「運が悪いってこと」

			「僕は宝くじで一等を当てたことがあるんだぞ」

			「とある賢者は言っていたよ、運勢には定量があるって。なにか良いことがあったら、代わりに悪いことも起こるの。そうやって神さまはバランスをとってるんだって」

			「運勢定量説だね。でも、それは当てにならないな」

			「どうして？」

			「そもそも悪漢と出会ったのは悪運じゃないよ。悪漢どもと会わなければ、ルミナスさんがどうなっていたか」

			「ふむふむ」

			「それにルミナスさんを助けたおかげで、ニアやクライドさんに会えたんだ。これって幸運だと思わない？」

			「そーいう考え方もあるんだね」

			　とエクスは言う。

			「まあ、宝くじが当たったおかげで、ボクと巡り会えたのも幸運だ。そういう意味では運勢ってのは一カ所に偏るのかもしれないね」

			「ほんとうにそうだ」

			　宝くじが当たったおかげで聖剣を手に入れ、リルさんやカレンにも会えた。

			　念願の冒険者ギルドにも入り、経験を積むことができた。

			　数ヶ月前の僕からは考えられないことだ。

			　レベル１をさまよい、冒険者ギルドの面接を受けまくっていた時代が、遠い昔のように感じる。

			「あ、そういえば、クライドさんと修業してステータスは上がった？」

			　エクスは思い出したかのように尋ねてくる。

			　僕はもちろん、とうなずく。

			　ステータスを開示する。

			　

			クロム・メルビル　一六歳　レベル６→レベル７　新米冒険者　Ｆランクギルド　フェンリルの咆(ほう)哮(こう)所属

			　

			筋力　Ｄ＋

			体力　Ｄ＋→Ｃ

			生命力　Ｃ

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｄ＋

			魔力　Ｄ

			魔防　Ｄ

			知力　Ｄ＋

			信仰心　Ｄ

			総合戦闘力　１０２７→１１３６

			　

			武器　聖剣エクスカリバー

			防具　旅人の服

			　

			固有スキル　【なんでも装備可能】

			隠しスキル　【英雄の証】

			戦闘関連スキル　【剣術Ｄ＋→Ｃ】　【火魔法Ｆ】　【対槍術Ｅ】new

			武器スキル　【自動回復小】　【成長倍加】

			日常スキル　【日曜大工Ｃ】

			　

			　エクスは僕のステータスを見るなり、

			「おお、上がっている。上がっている。あ、レベルが７に。剣術と体力がＣになった！」

			　と喜んだ。

			「それに槍の達人のクライドさんと稽(けい)古(こ)したから、【対槍術Ｅ】というスキルを覚えたみたいだね」

			「うん、みたいだね。クライドさんが、槍の弱点を教えてくれたから」

			「槍の弱点？」

			「槍は圧倒的リーチを誇るけど、その代わり懐にもぐり込まれるととても弱いんだ。だから剣で戦う場合は、いかに懐にもぐり込むかが勝負らしい」

			「なるほどね」

			「でも、まあ、それが難しいのだけどね」

			　実際、クライドとの稽(けい)古(こ)では一〇本中一本しか取れなかった。

			　もしも実戦だったら、僕は何度死んだことだろうか。

			　そう考えると、今後は長ものを持つ相手の対策も考えた方がいいかもしれない。

			　なにかいい方法がないか悩んでいると、エクスは言った。

			「魔法を覚えてみるというのはどう？」

			「魔法？」

			「うん、魔法なら遠距離から攻撃できるじゃん。槍のレンジ外から攻撃できる」

			「なるほどたしかにそうだね」

			「今度、暇なときに練習してみようか」

			「そうだね、それがいい」

			　と、言うと「魔法かあ……」とつぶやいた。

			　この前までレベルを上げることばかりに腐心していたが、そろそろ魔法を覚えてもいいかもしれない。

			　戦術に幅が出るし、総合戦闘力も上がりそうだ。

			　ちなみに僕は、【火魔法Ｆ】のスキルを持っている。

			　一番低いランクのスキルだが、役に立つこともある。

			　指の先から炎、いや、火を出せるのだ。

			　無論、それを飛ばすことはできないけど、野外でキャンプをするときは役に立つ。

			　例えば枯れ木を集めてそれに着火するときとか、近くにヘビースモーカーの人がいたときとか。

			「……ま、要は戦闘では役に立たないんだよね」

			　ファイアボール、つまり《火球》の魔法くらい使えたらいいんだけど。

			「火球の魔道書でも買おうかな。それに魔法が使える人の弟子になって」

			　いやいや、それよりも先に必要なのは防具かな。

			　武器は聖剣エクスカリバーがあるから問題ないとして、防具が貧弱すぎる。

			　旅人の服は、頭に旅人とついてるだけあり、とても頑丈に作られているが、防具としての効果はほぼない。

			　あらゆる攻撃を素通ししてくれる。

			　それに盾がないのも辛い。

			　前にも言ったけど、弓矢や炎のブレスなど盾がないと大変な攻撃はたしかに存在する。

			　先日戦った火トカゲで身にしみて実感した。

			　広範囲に広がる炎の避けがたいことたるや。

			　火トカゲはまだ小型だからなんとかなったが、もしも相手がワイバーン、あるいはドラゴンとなれば、黒焦げにされる自信がある。

			　嫌な未来だが、一応、尋ねてみる。

			「エクス、君の【自動回復小】の武器スキルだけど、もしもドラゴンの炎を喰らっても耐えられる？」

			　エクスは正直に答えてくれる。

			「まあ、一撃くらいだったらね。でも、火傷は痛いよ。この世で一、二を争う痛さだ。ちなみに対抗馬は虫歯」

			「幸いと虫歯はないから分からないなあ」

			　でも、以前、料理をしていたときに油を手にこぼしてしまったことがある。少量だったが、あのときの痛みを全身に受けると思えばいいかもしれない。

			　……いやだな。

			「ちなみに【自動回復小】の効果で、一瞬で死ねないのが辛いかもね。炎で焼かれながら徐々に回復して生き地獄を味わっちゃうかも。まあ、そのときはボクを投げ捨てれば即死できるから、そうして」

			「……いやなことを言うなよ」

			「あはは、そうだね。でも、クロムはそんな心配することないよ。クロムのレベルじゃ、まだドラゴン討伐の依頼なんてくるわけがない。それに第一階層にいる限り出くわさないよ」

			「だといいけど」

			　お姫さまの調査隊は今のところドラゴンが第一階層に現れた形跡はない。

			　と言っていたが、今後もそうであるかは分からない。

			　もしも第二階層にしか現れないとしても困ることはある。

			　僕もそれなりに経験を積んできたし、そのうち第二階層におもむきたくなるはずだ。

			　そのとき、ドラゴンが怖いからクエストが受けられません、では、どうしようもならない。

			　そんな心配をしていると、エクスは僕を慰めるためだろうか、こんな台詞を言う。

			「大丈夫だよ、クロム。お姫さまの調査団はとても強かったじゃん。そう遠くないうちにドラゴンを倒してくれるよ」

			「他力本願だ」

			「じゃあ、言い代えよう。もしも出くわしても、このボクが一刀両断してあげる」

			　彼女はそう言い切ると、きらん、と鞘(さや)を輝かせた。

			　なかなか頼りになる聖剣だ。

			　そんなことを思いながら、僕らは懐かしのフェンリルの館に帰った。

			　この館を出てからまだ一週間も経っていないが、懐かしい感じがした。

			「そりゃあ、ねえ、ここはクロムの第二の故郷みたいなものなんだから、心安らぐんだよ」

			「第二の故郷か……」

			　ぼつりと漏らす。

			　言い得て妙かもしれない。

			　短い間しか滞在していないが、このフェンリルの館は僕にとってかけ替えのない場所になりつつあった。

			　その大切な場所からふたりの女性が出てくる。

			　銀色の髪と獣(けもの)耳を持った小柄な神獣さま。

			　彼女はその大きな耳で僕たちの存在に感づいたらしい。

			　その横にいるカレンさんはにこにことそのことを説明してくれる。

			「リルさまはクロムさまの声を聞いてから、尻尾(しつぽ)をフリフリさせてとまらなかったんですよ」

			「そ、そんなことないわい」

			　と、リルさんは照れながら否定するが、その真偽はどうでも良かった。

			　久しぶりに再会できた彼女たちの笑顔に見とれてしまったからだ。

			　僕は軽く頭を下げながら言った。

			「ただいまです、リルさん、それにカレン」

			　彼女たちはそれぞれの表情でうなずいた。

			　

			「息災でなによりだ」

			「無事戻ってきてくださり、嬉しいです」

			　

			　僕たちは彼女に勧められるがまま、館に入り、カレンにお茶を淹れてもらった。
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			†

			　

			　熱烈な歓迎を受ける。

			　フェンリルの館の玄関は、とてもきらびやかに飾り付けられていた。

			　手製の万国旗に、飾り付けられた花々、それにくす玉もある。

			　リルさんはそれを割ってみよ、という。

			　割るとそこから紙の花びらが飛び出し、垂れ幕が垂れる。

			　そこにはこう書かれていた。

			　

			「クロム、初クエスト成功おめでとう！」

			　

			　なぜ、クエスト成功と分かったのだろうか、尋ねてみるが理由は単純で、僕の表情から読み取ったのだそうだ。僕は喜怒哀楽が顔に出やすいらしい。

			　立派な垂れ幕はリルさんが書いたのだろうか、字はあまりうまくなかったけど、とても気持ちがこもっていた。

			　僕は嬉しさのあまり、少しだけ涙ぐむ。

			「おいおい、少年、こんなところで泣いていたら、このあとが続かないぞ。なにせ、このあと、カレンが腕によりをかけて作った料理が運ばれてくるのだから」

			「え、またパーティーを開いてくれるんですか？」

			「もちろんだとも。我がギルド期待のホープが初クエストを成功させたのだからな。お金に余裕もできる」

			　

			　リルさんは、依頼状である「バクハダケ納品」に○の文字を付ける。

			　

			「ミッションコンプリートだ。これで我がギルドに金貨一〇枚が支払われる」

			「結構な大金ですね」

			「ああ、金貨一〇枚もあれば、やりようによっては一家族が一ヶ月は食べていけるからな」

			　ちなみに、と続ける。

			「我がギルドでは、ルーキーの歩合は五〇％になってることは話しているな」

			「もちろん、しっかり説明を受けました」

			「よろしい、ならば依頼料の半分、金貨五枚が少年の取り分だ」

			　彼女はそう言うと布袋から、迷宮金貨を五枚差し出す。

			　ちなみに迷宮金貨とは、この都市で鋳(ちゆう)造(ぞう)されている金貨だ。

			　王国金貨よりも金の含有率が低く、小ぶりであるが、この都市の日常的な決済ではこれがよく用いられている。

			　あとは迷宮銀貨、迷宮銅貨もあるが、どちらかといえば、実生活ではこちらの方をよく使う。

			　たぶん、この金貨も後日、銀貨と銅貨に両替する予定だ。

			　それまでの間であるが、金貨の重みを楽しむ。

			　――しかし、

			　報酬をもらえるのはありがたいけど、心配事がひとつできる。

			　ずばり、それを直接尋ねる。

			「あの、このギルドの会計の方は大丈夫なんですか？」

			「会計？」

			　リルさんは不思議そうに尋ねてくる。

			「財務状態のことですよ。僕がくるまで冒険者はひとりも在籍していなかったんですよね？　つまり、それってこのギルドに収入がなかったってことなんじゃ」

			「少年はするどいな。その通りだ」

			「……やっぱり」

			　ギルドの仕事がないからといって街でバイトするリルさんの姿は浮かばない。どうやって生計を立てていたのだろうか。

			　彼女は明朗軽快に答える。

			「それは過去の貯蓄を食いつぶしていたのだ。これでも元Ａランクギルド。それなりに貯蓄はある」

			　それに、と続ける。

			「カレンが針子や喫茶店のバイトなどをして糊(こ)口(こう)をしのいでくれた。おかげで飢えずに済んだ」

			「偉そうに言ってますけど、リルさんはなにもしていないってことですよね？」

			「そうなるな」

			　彼女は抗弁する。

			「しかし、神獣ともあろうものが市井(しせい)でバイトをするわけにはいくまい。雇う側も恐縮してしまう」

			「たしかにそうですけど……」

			「それにギルドマスターにはギルドマスターの仕事があるのだ。騎士は食わねど高(たか)楊枝(ようじ)、という言葉もある。少年は飲食店で皿洗いをしているギルドマスターのもとで働きたいか？」

			「たしかにそれはいやですね」

			「だから私は働かない。働いたら負けだと思っている」

			　彼女は名言を言い残すと、自分の席へ座った。

			　王者の貫禄がある。カレンの手伝いもしないようだ。

			　しかたないので僕が代わりに台所に行くと、カレンはおかしそうに笑っていた。

			「どうしたのですか？」

			　と尋ねる。

			「いえ、リルさまの嘘があまりにも面白くて」

			「嘘？」

			「はい、あんなことを言っていますが、実はわたしが寝ている間にわたしの張り子の仕事を手伝ってくれたり、どこからか持ってきた内職をせっせとこなしたりしてくださっているんですよ。それで儲けたお金は黙って金庫に入れておくんです」

			「なるほど、なんだかんだ言って、カレンにだけ負担をかけたくなかったんだね」

			「はい、ですが、針仕事は苦手なので、結局、リルさまが手がけた場所はやり直しになったのですけど」

			「あはは……、ま、こういうのは気持ちが大事だから」

			「内職もあんまりかんばしくないみたいですね」

			「……不器用そうだもんね」

			「そう、ではなく、不器用なんです。だから早くギルドのお仕事だけで食べられるようにしてさしあげたいです」

			「そうですね。それには僕ががんばらないと。――ところで、連日の宴ですが、お金の方は大丈夫なんですか？」

			「それには心配はいりません、と言いたいところですが、もしもクロムさまのクエストが失敗していたら、大変なことになっていました。借金です」

			「あの人は後先を考えずにパーティーをやろうとしていたのか」

			「残念会にならなくてなによりですが」

			「本当に計画性のない人だなあ。これからは僕たちがしっかりしないと」

			　そうですね、と首肯するカレン。

			　しかし、と彼女は続ける。

			「それはそれ、これはこれです。もう用意を始めてしまったのですから、今は素直にパーティーを楽しみましょう」

			　そう言うと、彼女は僕にメモを渡す。

			「お肉の方はすでに買いそろえてあるのですが、お魚は新鮮な方がいいですからね。実はまだ買っていないのです。それにいくつか調味料と香辛料を切らせていまして。よろしければクロムさま、市場に行って買ってきてくださいませんか」

			　そのお願いにはこう答える。

			「もちろん」

			　僕は笑顔でメモ用紙を受け取ると、そのままフェンリルの館を出ようとするが、途中、僕の服の袖を掴む人物がいた。

			　リルさんである。

			「少年、どこに行く？　少年はこのパーティの主役だぞ」

			「その主役をもてなすための食材を買いに行くんですよ」

			「そういうことか。主役だけに買い出しに行かせるのは甲斐性がない。ここは荷物持ちとしてついていってやろう」

			　女の子に荷物を持たせたくはないのでそれは断るが、同行自体は賛成であった。

			　リルさんが館に残っても役に立つことはないだろうし、それに僕はこの辺の地理に不慣れだ。

			　迅速に市場まで行ける自信はなかった。

			　その旨を伝えると、リルさんはにやりと口元を歪(ゆが)ませる。

			「賢明だな、フェンリルが同行すれば絶対に迷子にならない。その嗅覚と帰巣本能は犬並だ」

			　それでは「お願いします」と、言うと、彼女は「お願いされた」と偉そうに言う。

			　リルさんらしくていいが、彼女はちょこちょこと動き回りながら、玄関の前の鏡を睨む。

			　髪型に乱れがないか気になるようだ。

			　カレンも同じことをしていたが、リルさんもするんだ、というのが率直な感想だった。

			　たしかに神獣さまとはいえ、リルさんは女の子、自分の毛並み、じゃなかった、髪型が気になるのだろう。

			　リルさんの銀髪は綺麗にまとめ上げられているので、手直しに時間はかからなかった。

			　彼女はそのことに満足すると、満面の笑みで僕の手を握った。

			「これはなんですか？」

			「迷子にならないための方策だ」

			　と明言するリルさん。さすがにそれは子供扱いされすぎなので、やんわりと断る。

			「一丁前に照れおって、まだまだ子供だな」

			「この前、成人の儀を済ませたばかりですからね」

			　そう言い切ると、リルさんとちょっと距離を取って館を出た。

			　カレンはその後ろ姿を笑顔で見送ってくれた。

			　

			†

			　

			　迷宮都市イスガルドの市場は湾岸付近にある。

			　湾岸といってもこの都市は海に面しておらず、大河の湾岸だ。

			　その付近には周辺の農場や漁港から集められた山海の珍味がずらりと並ぶ。

			　この迷宮都市の経済は発展しており、たくさんの中産階級が買い求めるため、市場が発展しているのだ。

			「僕の生まれ育った村だと、たまに行商がくるくらいで、あとは自給自足でした」

			　それを聞いたリルさんは、

			「典型的な田舎だな」

			　と感想を言う。

			　その通りなので反論しようがないが、それよりも市場の熱気に驚かされる。

			　お祭りでもないのにたくさんの人が集まり、商材を売り買いしていた。

			　見たこともないような香辛料を売る外国人もいる。

			　見たこともないような海魚を売る漁師風の男もいた。

			　彼らの独特の格好や熱気あふれる風景を見ているだけでしばらく時間をつぶせそうだったが、市場を見学するのは後日、暇なときでいいだろう。

			　本日の目的はカレンに頼まれた食材を買うことであった。

			　なのでまずは魚介類売り場に直行する。

			　

			　魚介類売り場に行くと独特の匂いが鼻につく。

			　生臭い匂いだ。

			　鼻のきくリルさんはたまったものではないらしく、鼻をつまんでいる。

			「くひゃいから、さっさと買うぞ」

			　と、鼻声で言った。

			　可愛らしいのでしばらく見ていたかったが、可哀想なのでさっさと目当ての魚を探す。

			「サトウスズキか。なんでも今は旬ではなく、なかなか手に入らないらしいですね」

			「旬ではないが、この時期に取れるサトウスズキはとても美味しいぞ」

			　リルさんは言う。どうやら彼女のオーダーのようだ。

			　それには魚市場の人も同意のようで、

			「お嬢ちゃん、分かってるね」

			　と、褒めてくれた。

			「お嬢ちゃんではないが、まあ、食に関してはうるさい女なのだよ、私は」

			　と、締めくくる。

			　さて、それでは幻のサトウスズキを探して徘(はい)徊(かい)するが、なかなか手に入らない。

			　さすがは幻だ。

			　どの魚商人に聞いても、この時季はねえ、と口を揃える。

			「やっぱり無理なのかなあ」

			　と、諦めていると、僕はとある魚屋の前で立ち止まっているリルさんを見かける。

			　なにかに興味を取られているようだ。

			　彼女が一身に見つめているのは巨大な魚だった。

			　小柄なリルさんならば一呑みにできそうな怪魚がそこにいた。

			　しかもまだ生きているらしく、びちびちと震えている。

			　無論、安全に配慮してか、荒縄でびっちり固定されて人は襲えないようになっているが。

			　こんな魚、見たことがない。

			　そんな顔をしていると、魚屋のおじさんが説明してくれる。

			「これはマンイーター・フィッシュだな。通称人食い魚」

			「人食い魚を食べるんですか？」

			「ああ、意外とうまいんだよ。もちろん、喰らう前に胃の中を検査して、人間を喰ってないか確認するが」

			　と、さばいた腹を見せる。

			　たしかにそこには人の形をしたものはない。魚やタコ、貝の死骸が胃袋から見える。

			　ただ、それでも過去に喰った可能性もあるわけで、あまり趣味のいい魚だとは思えない。

			　そう言うと漁師は笑う。

			「そんなことを言っているとなんも食えないぞ。君の食べている野菜はもしかしたら、人間が死んで土となった土地で育ったものかもしれない。知っていて食うのと、知らずに食うだけの違いだ」

			「たしかにそうだな」

			　とリルは納得しているようだが、こうも付け加えた。

			「しかし、店主よ、このマンイーター・フィッシュ、おかしくないか？　腹をさばかれたというのに死ぬ気配がない」

			「こいつの別名は不死身魚だからな。腹を切られたくらいじゃ、問題ない。だから新鮮な切り身を多くの家庭に届けられるんだよ」

			　と言い切る店主。

			　納得したリルさんは魚に背を向けた。

			　しかし、その瞬間、不死身魚は己を自縛していた荒縄を解き放つ。

			　ここにいる不死身魚は腹を切り裂かれただけで死ぬことはなく、それどころか荒縄を引きちぎる力さえ残していたようだ。

			　腹を切り裂かれて怒りに燃える不死身魚は、当然、目の前にいる小柄な女性に食らいつこうとするが、それは許さない。

			　腰にある聖剣エクスカリバーを抜く。

			　僕には居合抜きはできない。それでも刹(せつ)那(な)の速度で剣を抜くことができた。

			　それは聖剣の力なのだろうか。

			　それとも僕自身に力が備わっているのだろうか。

			　それは分からなかったが、間一髪のところで不死身魚の身体を真っ二つにすることに成功した。

			　飛び跳ねながらリルさんに食らいつこうとしていた不死身魚を一刀両断した僕。

			　その姿を見ていた魚屋の店主たちは、

			　

			「す、すげえ！」

			「なんだこの剣さばきは？」

			「あの大物を一刀で切るだなんてどんな刀、いや、腕前をしているんだ」

			　

			　そんな言葉を放った。

			　中には俺の弟子にならないか、と僕を誘ってくるものもいる。

			　その腕前ならば、魚屋としても食べていけると太鼓判をくれた。

			　嬉しいお誘いであるが、丁重にお断りする。

			　理由はリルさんが代弁してくれる。

			「こらこら、我がフェンリルの咆(ほう)哮(こう)の期待のルーキーを安易に引き抜くものではない。この少年は、いつかこの迷宮都市の最深部に到達する男だぞ」

			「へー、この坊やは未来の英雄さまってわけか」

			　とある店主はそう言うと、気に入った、と膝を叩いた。

			「まあ、迷惑をかけちまったのはこっちってのもあるが、お嬢ちゃんたちが探しているサトウスズキは俺が責任を持って届けてやるよ」

			「ほんとですか？」

			　思わず声がはずむ。

			「ああ、お嬢ちゃんたちはフェンリルの咆(ほう)哮(こう)ギルドの人たちだろう。あとで届けるから、もう帰ってもいいよ」

			　そう言われた僕たちは店主の厚意を素直に受け取る。

			　リルさんも、

			「少年の剣技のおかげでスズキがただで手に入る。金欠の我がギルドにはよいことだ」

			　彼女はそう言うと、そのまま僕の手を引き、別の市場へ向かった。

			　僕たちは魚だけでなく、香辛料を探し求めてもいるのだ。

			　幸いと香辛料は襲いかかってくるようなことはなく、すぐに手に入る。

			　リルさんはただで手に入れ損なったとへそを曲げるが、あれは例外中の例外であった。

			　これで用件を済ませた僕らは帰路につくわけだけど、リルさんは途中、こんな提案をしてくる。

			「この市場の横に防具類を扱っている武具屋がいくつかある。少し見ていこうではないか」

			　僕は彼女の提案を満面の笑みで受け入れた。

			　

			†

			　

			　魚市場の隣にある武具市場は、エクスを購入した場所のように賑やかではなかったが、その分、静かに防具を見れそうであった。

			　リルさんは説明してくれる。

			「少年とエクスカリバーが出会った場所は、この迷宮都市でも一番の武具街だが、その分、質もピンキリだ。ピンの方は聖剣から、キリの方が偽物まで、色々流通している」

			「もしかしたら僕はだまされて有り金はたいて偽物買わされた可能性もあるということか」

			「そうだな。少年は運が良かった」

			　と言うとエクスは反論する。

			「運も良いけど、あのとき、ボクが声をかけたからクロムとボクは出会えたんだから。それを忘れないように」

			　たしかにあのとき、声をかけてくれたことは運命だったかもしれないので感謝する。

			「ちなみにここの武具街は、防具が中心だが、いい防具が集まっている。時折、貴族も買いにくる」

			「それは質が高いものが集まっているということですね、リルさん」

			「そうなるな。ただし、その分、お値段も高いが」

			「ほんとだ」

			　ショーウィンドウに展示された防具類の値段を見る。

			　そこには目が飛び出るほどの価格が設定されていた。

			「ちょ、ちょっと、これは今の僕には手が届かないかな……」

			「これを買えるようになるのは数年後かな」

			「でも、いつかは装備してみたいですね」

			「そうだな。ちなみに少年はどの防具が欲しい？」

			　ひとつだけ選んで見たまえ、と偉そうに言うリルさん。

			　僕は彼女の提案に従い、武具を見て回る。

			「うーん、ひとつだけか。迷うなあ」

			「実際に買うわけじゃない。ウィンドウ・ショッピングだ」

			　気軽に選びたまえとのことだが、架空のお買い物だからこそ迷う。

			「いつかは重装甲の板金鎧(プレート・アーマー)をまとうのが夢だけど、今の僕には使いこなせない」

			　固有スキル【なんでも装備可能】で装備はできるが、筋力や体力が足りなければ、動きが遅くなりいい的になるだろう。

			　というわけで板金鎧は却下。

			　ならばここは身の丈に合った革の鎧(よろい)だろうか。これならば今のステータスでも使いこなせる。

			　革の鎧(よろい)は軽く、筋力や体力が低いものでも装備できるし、機動性は損なわれない。

			　僕のようにちょこまかと動くものにはぴったりだろう。

			「なるほど、少年が欲しいのは革の鎧(よろい)か」

			　彼女はメモ帳にメモをしている。

			「もしかして買ってくれるんですか？」

			「宝くじでも当たったらな」

			　と、とぼけるリルさん。宝くじならば、この前当たったばかりだ。そうそう都合良くは当たらないだろう。

			　なので僕はウィンドウ・ショッピングを続ける。

			「鎧(よろい)もですが、盾も欲しいですね」

			「盾？」

			　不思議そうな顔をするリルさん。

			「少年の聖剣は両手持ちだろう？」

			「いえ、盾を持っていないので両手で持ってますが、エクスは本来片手剣ですよ」

			「ほお、それはしらなんだ」

			「現在のところ、単独でもぐることが多いので、まずは守備を固めたいかな。そうなると防具よりも盾を持った方が生存率が上がるかも」

			　と、口にすると僕は盾が陳列されている一角に移る。

			「この前、火トカゲと戦ったんですよ。やはり遠距離攻撃をしてくる相手には盾があると便利だと痛感しました」

			「火トカゲは炎の息を吐くからな」

			「はい、放射線状に広がるんですが、さすがに避けにくい。盾があれば防げるかな、と」

			「対炎となると革の盾は駄目だな」

			「そうですね、火トカゲレベルでも焼け焦げてしまうかも」

			　戦場に漂ういい匂いが思い浮かぶ。

			「鉄の盾も良くないかもしれん」

			「火トカゲレベルでも連続して喰らったら、熱くなって持てなくなってしまいますもんね」

			「木の盾は論外か」

			「すぐに焼け焦げて使い物にならなくなります」

			　僕がそう言うと武具屋の店主が否定してくる。

			「お客さん、そんなことはないですよ」

			　と、人の良さそうな小太りの店主は言う。

			「というと？」

			「木だからってすぐ燃え上がるとは限らないんですよ」

			　たとえばですが、と彼は言う。

			「このトリネコの木で作った盾は防火性がある。もともと、トリネコの木は火に強いですからな。ある森が落雷で焼け落ちたとき、トリネコの木だけは焼け残った、という逸話があるくらいです」

			「す、すごい」

			「ええ、すごい防火性です。ただ、火に強いのが災いして、加工がしにくい。木の盾は湾曲させて矢をそらす処理をさせるのですが、これは火で曲げるわけにもいかないので、全部削り出しで作っています」

			「え、一枚一枚、削って作ってるんですか？」

			「はい」

			「それはすごいな。じゃあ、お値段もすごいんじゃ――」

			　と言いかけてやめる。

			　金貨二〇〇枚という数字を見てしまったのだ。

			　とても僕の経済力で買える代物ではなかった。

			　店主は言う。

			「防火性でしたら、他にも水精霊(ウインデイーネ)の加護をかけたカイト・シールドなんかもいいですよ」

			　と彼は勧めてくるが、それもとても値段が張るものだった。

			　それに重そうで今の僕には合いそうにない。

			　今の僕ならばもう少し小ぶりで、軽く、扱いが楽そうな盾の方が合うはずだ。

			　そう、先ほど見せてもらったトリネコの木で作った円形盾(ラウンド・シールド)などぴったりだと思った。

			　――その値段以外は。

			　なので僕は諦めることにする。

			　盾を買うにしても、もう少しクエストをこなして安いものから。

			　なんの加護もない木の盾や革の盾から一個一個グレードアップさせていった方がいいだろう。

			　いきなり聖剣を手に入れて勘違いしてしまったが、それが本来の冒険者の姿なのだ。

			　僕たちはそのまま武具売り場をあとにした。

			　リルさんは途中、こんな質問をしてくる。

			「もしも金貨二〇〇枚あったらあの盾が欲しいかね、少年」

			　僕は正直に答える。

			「欲しくない、といえば嘘になりますが、それよりも前に買うものがいっぱいあります」

			「と言うと？」

			「そうですね、フェンリルの館の扉は古くなっています。業者を呼ぶと高いから、僕が直してもいいんですが、それでも材料費がいります。それにところどころ雨漏りもしているし、配水管も古くなっているからそれらを交換したいですね」

			　それに、と僕は続ける。

			「色々と良くしてもらったリルさんとカレンにプレゼントを贈りたいかな。カレンは編み物が好きだといってたから、編み棒と毛糸を。リルさんにはなにがいいだろう？　なにが欲しいですか？」

			「少年はまったく無欲な少年だな。君は冒険者、まず装備を買いそろえるのが責務だろうに」

			　リルさんは呆れながらそう言うと、こう締めくくりながら、僕の頭を撫でてくれた。

			「まあ、少年らしいといえば少年らしい」

			　彼女はそう言うとほがらかに微笑んだ。

			　彼女は尻尾(しつぽ)をぴょこぴょこさせながら、陣頭に立ち、フェンリルの館へ向かった。

			　僕はそれを見ながら彼女についていった。

			　

			†

			　

			　フェンリルの館に帰ると美味しい匂いが館に立ちこめていた。

			　肉料理は完成しつつあるらしい。

			　あとは魚料理だが、それもできあがりつつあるようだ。

			　どうやらあの魚屋はすでにサトウスズキを届けてくれたらしい。

			「今日はスズキ料理ですよ」

			　と、カレンは満面の笑みで言う。

			　香草とたっぷりのバターと一緒にオーブンで焼き上げたサトウスズキはこのフェンリル館の名物だそうだ。

			「腰を抜かすなよ、少年」

			　と、リルさんは自分で作るわけでもないのに偉そうに胸をそらす。

			　相変わらず慎ましい大きさだが、態度だけは神さまクラスだ。

			　さて、足りなかった香辛料を渡すと、彼女はあっという間に食卓に御馳走を並べてくれた。

			　お腹がぺこぺこの僕たちは、いただきます、と言うやいなやナイフとフォークを料理に突き刺す。

			　少し品がないような気もするが、この館のギルドマスターでさえテーブルマナーがなっていない。

			　犬食いこそしないが、その食欲の旺盛さとナイフとフォークの扱いの下手さは、やはり犬科の動物を連想させる。

			　まあ、僕もリルさんをしかれるほど、テーブルマナーはなってないけど。

			　田舎にいたときは姉さんにたっぷりと仕込まれた。

			「クロム、うちは没落したとはいえ、元子爵家。それに今でも騎士の位があります。あなたもいつかそれを継ぐのだから、テーブルマナーくらいきちんと覚えなさい」

			　と、椅子に荒縄で縛り付けられて姿勢を正す訓練を受けたり、頭にコップを乗せてそこにそそがれた水を一滴もこぼさない訓練なども受けた。

			　その甲斐もあってか、当時の僕はなかなかにテーブルマナーに長けた人物となったが、そのときの教育は水泡に帰した。

			　郷里を離れ、旅をすること数ヶ月。

			　その間、ウサギを追いかけ回したり、イノシシに追いかけ回されたり、猿と食料の取り合いになったり、と貴族らしい礼節はすべて忘れてしまった。

			　この迷宮都市にきてからもそれは同様で、極貧生活はまず食事マナーという生きるのに邪魔なものから劣化させるようだ。

			　今ではリルさんのように粗野というか、元気よくご飯を食べることしかできない。

			　でもそれでもカレンは気にした様子はない。

			　いや、それどころか嬉しいようだ。

			「うふふ、なんだか、食べ盛りの男の子がふたりいるみたいです」

			　僕たちの食べっぷりをそう称す。

			　少し気恥ずかしくなった僕は軽く頭を下げる。

			「なぜ、謝られるのですか？　わたしはリルさまやクロムさまのように元気いっぱいに、美味しく、楽しくご飯を食べる人の方が好きですよ」

			　と言う。

			　その言葉に嘘はないようだ。

			　彼女はごく自然な笑みを浮かべていた。

			　ならば彼女をもっと喜ばすため、食べるスピードを上げる。

			　いや、それは方便か。

			　僕の横にいる食べ盛りの男の子のような神獣さまが僕の食べる分まで横取りを始めたのだ。

			　相も変わらずすごい食欲だ。

			　僕もそれに負けじと彼女の領域までフォークを伸ばす。

			　僕たちの戦いはカレンの美味しい料理が尽きるまで続いた。

			　

			　食事を終え、満腹になると、僕らは歓談室でお茶を飲みながら話をした。

			　冒険に関するお話だ。

			　先ほどのクエストで悪漢と出会ったこと、悪漢から女性を救ったら、お姫さまに出会ったこと、彼女たちと小さな冒険をしたこと、それに第二階層にドラゴンがいるかもしれないことを告げる。

			　それを聞いたリルさんは、納得すると同時に眉をしかめる。

			　納得した理由は、

			「クエストを放り出して悪漢から女性を救うのが少年らしい」

			　ということだった。

			　カレンは補足する。

			「その後、お姫さまと出会っていちゃいちゃするところなんかもクロムさまらしいですね。まさしく幸運児。宝くじを当てただけはあります」

			　いちゃいちゃなどしてないよ、と抗弁する。

			　しかし、リルさんはお姫さまと出会ったことよりもドラゴンの方が気になるようだ。

			「第二階層にドラゴンがのぼってくるなど、聞いたことがない。もしも第一階層にやってきたら大変なことになるな」

			「ニアは――、お姫さまはそのために調査団を組織してこの迷宮都市にやってきたそうです」

			「なるほど、しかし、そんな浅い階層にドラゴンがいるとなると、先日約束した他のギルドとの合同クエストはやめた方がいいかもしれない」

			「そんな、大丈夫ですよ、第二階層に行かなければいいんです」

			　その後、僕とリルさんは、

			　いや、

			　それでも、

			　だけど、

			　でも、

			　しかし、

			　だが、

			　と、色々な言葉を交わし、互いに正当性を主張した。

			　要はリルさんは心配だから迷宮にもぐるな。

			　僕は子供扱いしないで欲しい。

			　ということだったが、その議論は平行線をたどった。

			　なかなか妥協点が見いだせない話題だったのである。

			　ただ、その議論にも終止符が打たれる。

			　このフェンリルの館のドアノッカーを叩く人物がいたからだ。

			　その人物は、ずいぶん忙しないドアの叩き方をした。

			　また大声で、「リルさまはおられるか？」と叫んでいる。

			　なんの用なのだろうか。

			　火急であることは間違いないので、気になった僕はカレンについていく。

			　リルさんもまた気になるらしくついてくる。

			　十数秒後、ドアを叩いた人物が判明する。

			　彼は、リルさんが業務提携をしている【蒼角のユニコーン】という冒険者ギルドのメンバーだった。

			　最初は合同クエストの話をされるのかと思ったが、それは外れた。

			　いや、正確には合同クエストなのだが、その名前の上に漢字が二文字追加されたのだ。

			　ユニコーン・ギルドの男性は言う。

			　

			「リルさま、評議会より緊急の依頼が入りました。【緊急合同クエスト】の依頼です」

			　

			　男はそう言うと、神妙な面持ちでクエストの内容が書かれている書状を読み上げた。

			　その内容はこの場にいる皆を驚(きよう)愕(がく)させるものだったが、とくに僕を驚かせた。

			　いや、心臓を鷲(わし)づかみにされたといっても過言ではない。

			　なぜならばそのクエストの救出対象が僕のよく知っている人だったからだ。

			　そこに書かれていた名前は、この国の第三王女。

			　ユーフォニア・エルンベルクという名の少女であった。

			　僕はエクスのつかを握りしめると、彼が話すクエストの内容に聞き入った。

			　

			†

			　

			　カレンが男にバスタオルを貸している。どうやら外はいつの間にか雨らしく、彼はずぶ濡れだった。レインコートもはおらずにこのフェンリルの館にやってきたのだろう。

			　男は肩で息をしていた。

			　哀れんだカレンは、彼に温かい紅茶を飲むように勧めるが、男は丁重に断る。

			　それよりも火急の用件を知らせなければならないらしい。

			　男は僕とカレンを見つめる。

			　なぜ見つめられるのだろうか、不思議に思っていると、リルさんが説明をしてくれる。

			「この男が話す内容は人に知られたら不味いものである、とユニコーンに釘を刺されているのだろう。だから末端のギルドメンバーであるおまえらを人払いしたいようだ」

			「…………」

			　男は沈黙によって答える。

			「しかし、男よ……、貴様、名前は？」

			「ジュカと申します。リルさま」

			「ならばジュカよ、その心配は無用だ。このものたちは世界で一番信用できる。ここで内容を語ってもらいたい」

			「しかし――」

			「しかしも歯科医師もない。ここで人払いをしても、私はあとでこのものたちに内容を話すぞ。こやつらは私の家族だ。家族に秘密は持たない」

			　それに、とリルさんは続ける。

			「この少年、我がギルド唯一の冒険者は、この緊急クエストの救出対象と知己である。この少年には、このクエストの内容を知る権利がある」

			　その台詞を聞いたジュカは驚(きよう)愕(がく)する。

			「な、なんと、この少年はユーフォニアさまのご友人なのですか？」

			　僕は正直に答える。

			「友人と呼べる存在かは分かりません。しかし、僕と彼女は迷宮で再会を誓い合いました。もしも彼女に危機が迫っているのならば、僕は彼女を助けたい。この剣を握りしめ、迷宮にもぐりたい」

			　素直な言葉、それに真剣な表情を評価してくれたのだろうか。

			　ジュカは「分かりました」と前置きすると、緊急クエストの内容を話し始めた。

			　

			　ジュカが話した内容は、僕が事前に予測したものと同じであった。

			　どうやらユーフォニアの調査団はドラゴンに襲われ、壊滅したらしい。

			「壊滅ということはもしかして全滅したんですか？」

			「それは分かりません。調査を進めていた調査団の一部が第二階層から帰還し、報告したところによると、第二階層の巨大樹付近で調査をしていたところ、突然、上空から火竜の襲撃を受けたそうです。奇襲だったので応戦する暇もなく、部隊はちりぢりに……」

			「そんな無責任な！」

			　無責任なのはジュカではなく、奇襲に遭ったくらいで逃げ出した調査団のことだ。

			　彼らは命がけでお姫さまを守るのが仕事ではないのか。

			　思わずなじりたくなったが、リルさんがとめる。

			「そういうな、少年、この世界の人間は誰しもが少年のように強い心は持っていない。それに逃げ出してくれたものがいるからこそ、こうして貴重な情報が手に入るのだ」

			「貴重な情報？」

			「今、このクエスト内容を読ませてもらったが、おそらくだが、お姫さまは生きているぞ」

			「ニアは無事なんですか？」

			　その言葉を聞いたジュカはうなずく。

			「おそらくは、ですが。根拠はふたつ。調査団のものたちがちりぢりになったとき、姫さまは第二階層にある洞窟の方へ向かったそうです」

			「洞窟？　そんなところに入ってしまったら追い詰められてしまうんじゃ？」

			「通常ならばそうですが、調査団はこんなことにそなえ、強力な防御陣を発生させる魔方石を所有している模様。それを使えば数週間はドラゴンを防げるはずです」

			「つまり数週間は、ニアは無事ということか」

			　ならば早く救援隊を組織しないと、というと、ジュカは言った。

			「無論です。それがこの緊急クエストですから。今回は我が【蒼角のユニコーン】と【フェンリルの咆(ほう)哮(こう)】それに【セイレーンの歌姫】、このみっつのギルドが担当します」

			　それを聞いたリルさんは眉をしかめる。

			　どうしたのだろう、と理由を尋ねる。

			「おかしいな、ドラゴンを退治し、お姫さまを救い出すにしては、参加ギルドの数が少ない。それに参加しているギルドが皆――」

			「低ランクですか？」

			　ジュカは自(じ)嘲(ちよう)気味に言った。

			「たしかに参加しているギルドのランクは皆低い。フェンリルの咆(ほう)哮(こう)は言わずもがな。我が蒼角のユニコーンはＤランクギルド、セイレーンの歌姫も同じです」

			「一国のお姫さまを救い出すにしては、たしかに心許ないですね」

			　と言って僕は慌てて口をつぐむ。

			　ジュカの気を悪くすると思ったからだ。

			　だが、彼は気にする様子もない。

			「たしかに、いぶかしがる気持ちも分かります。なぜ、一国の王女の危機にＡランクやＢランクギルドが動けないのか。それには理由があるのです。長くなりますが聞きますか？」

			「聞かない」

			　と僕は即答する。

			　おそらくは王族特有の理由があるのだろう。

			　後継者争いに権力闘争。王宮とは常にそれらが渦巻いている場所だ。

			　それは想像に難くない。

			　しかし、今はそんなことを考えている暇はなかった。

			　いかに、早く、彼女を助けるか、それしか頭になかった。

			　僕はジュカに尋ねる。

			「ジュカさん、討伐隊が組織されるんですよね？　是非、それに僕を加えてくれませんか？」

			　その願い出をジュカはこころよく了承してくれる。

			「もちろんです。そもそも、そのために私はここにやってきたのです」

			　ジュカはそう言うと手を差し出してきた。

			　僕はその手を握りしめると、リルさんの方を向いた。

			　彼女はこのギルドのギルドマスターである。

			　冒険者の僕が「いい」と言っても、彼女が首を縦に振らなければ意味はない。

			　ただ、僕は信じていた。

			　最終的には彼女が了承してくれることを。

			　案の定、リルさんは渋面を浮かべる。

			　低レベルの少年がドラゴン討伐など、と、ぶつぶつとつぶやいている。

			　だが、最後には彼女は気持ちよく僕を送り出してくれた。

			「ここで駄目と言っても、とまるような少年ではあるまい。ええい、行け。その代わり約束をふたつ守れ」

			「ふたつ？　ですか？」

			「ああ、ふたつだ。私はこれからとある場所に行ってくる」

			「とある場所ですか？」

			「そこがどこかは聞くな。とにかく、とある場所に行ってくる。少々時間がかかるかもしれないが、それでも待っていてくれ。私が戻ってくるまで、ダンジョンにはもぐらないでくれ」

			「でも、今回は合同クエストです。出発時間は決まっているはず」

			　僕はジュカを見ると、彼は軽くうなずく。

			「なんとかそれまで間に合わせるが、駄目でもちょっとだけ待っててくれ」

			「……分かりました。できるだけ引き延ばします」

			「物分かりのいい少年だ」

			　リルさんは落ち着いた教師のように言うと、もうひとつの約束を口にした。

			「この約束はカレンと共同のものだ」

			　彼女はそう言うとカレンを見つめる。

			　カレンはこくりと真剣な表情でうなずいた。

			「いいか、少年、絶対、無事に帰ってくるんだぞ。もしも少年が死んでも、アイスの棒で墓さえ作ってやらないからな」

			　その言葉を聞いた僕は、大きくうなずく。

			「分かりました。無事、戻ってくることを約束します」

			　そう言い切ると、ジュカとともにフェンリルの館をあとにした。

			　

			††

			　

			　少年クロムの背中を見送るリル。

			　彼の背中が完全に見えなくなったのを確認すると、リルはカレンをともなって館に戻った。

			　館に戻るなり、リルは宝物庫を荒らす。

			　あれでもないこれでもないとものを投げては、目当てのものを探す。

			　あまりの喧(けん)噪(そう)にカレンは尋ねる。

			「リルさま、いったい、なにをお探しなのですか？」

			　リルは答える。

			「ここにあった儀典用の宝剣を探している」

			「ああ、あれですか」

			「場所を知っているのか？」

			　すごい勢いで食いついてくるリル。

			　カレンは冷静に所在を言う。

			「あれならば三丁目の質屋の店頭にありますわ。先日、質屋に預けたのをお忘れですか」

			「お……、そうだった」

			「もうとっくに質流れになっていると思いますが、買い戻しますか」

			「そんな金などない」

			　リルはそう切り捨てると、次の質問をした。

			「じゃあ、昔、迷宮の下層で仕留めた白き牝鹿と蒼き狼の剥(はく)製(せい)があっただろう。あれは？」

			「あれもとっくに処分したではありませんか。半年前、借金を返すために」

			「……うっ」

			　と、表情を曇らせるリル。

			「じゃ、じゃあ」

			　と言うリルにカレンは冷静な声で諭した。

			「リルさま、おそらく、リルさまは金目のものを探しているのだと思いますが、それならばこの館にはありません。銀食器はすべて鉄のものに差し替えてしまいましたし、銀細工の燭台も売り払ってしまいました」

			「うぐ、つまり、我がギルドの財政状況は……」

			「真っ赤っかです。火の車です。爪の先に火を灯すような生活です」

			「金貨二〇〇枚くらい融通できないのか？」

			「この迷宮都市の商人や銀行家、投資家が我がギルドにお金を貸すと思いますか？」

			「そうだ！　この館を担保にすればいい。さすれば金貨二〇〇枚くら――」

			　言いかけた言葉が途中でとまったのは、カレンが借金の借用書を持ってきたからだ。

			　そこには借金の額と、担保が記載されていた。

			　その担保はこの館だった。ウロボロスの件で忘れていたが、この館はすでに抵当に入っていたのだ。

			「――というわけです。これ以上お金を借りるのは無理でしょう」

			　カレンは冷静に言うと、神妙な面持ちで尋ねてきた。

			「リルさま、この期におよんで金貨二〇〇枚という大金をなにに使うのですか？」

			「それは言えない」

			　と、子供みたいなことを言うリルだが、カレンが真剣な目をすると、抵抗を諦めたようだ。

			　リルはこの忠実なメイドを信頼しており、またその献身的な奉仕を高く評価していた。

			　この冒険者ギルドが曲がりなりにも続いているのは彼女のおかげだと知り尽くしていた。

			　そんな女性をむげにできるわけもなく、リルは観念して正直に話した。

			「少年だ――」

			「少年？　クロムさまのことですか？」

			「これから死地におもむく少年のために、盾を買ってやりたい」

			「盾、でございますか？」

			「ああ、ドラゴンは強力な炎のブレスを吐くからな。それを防ぐため、少年に先ほど一緒に見たトリネコの木の円形盾を買ってやりたい」

			「それが金貨二〇〇枚なのですね」

			「その通りだ」

			「しかし、金貨二〇〇枚は大金です。我がギルドではとても用意できません……」

			「分かっている。だから、私は最終手段に訴えるつもりだ」

			「最終手段……、はっ！　まさか!?」

			　と両手で口をおおうカレン。

			「そのまさかさ、幸いと私は神獣。それもフェンリル。さらに言えば美しい女の姿をしている。私を欲しがる俗物どもは多い」

			「駄目です！　リルさまは汚れなき賢(けん)狼(ろう)。そのリルさまが自分をおとしめる必要がございましょうか？」

			「あるのだよ」

			「どうしてです」

			「それは少年の命を救うためだ。少年の可能性を見届けるためだ。そのためならば自分の身など惜しくない」

			　リルはそう断言すると、ドレスを出すように指示する。

			　カレンはとめたい気持ちでいっぱいだったが、主の思いをとめることができなかった。

			　彼女の決意を邪魔することはできなかった。

			　カレンはできるだけ手早くドレスを用意すると、ブラシで彼女の髪をとかし、貴族のような髪型に結う。化粧もするが最低限だった。神獣リルは化粧が不要なほど美しい。

			　ドレスアップが終わると、リルは鏡を見ながらこうつぶやいた。

			「我ながら美しい。そんな我の――が金貨二〇〇枚で買えるのだ。そのものは幸せであろう」

			　リルはそう言い切ると、決意に満ちた目で呼び立てた馬車に乗った。

			　馬車に乗り込む寸前、カレンはリルに布袋を渡す。

			「これは？」

			「わたしの寸志です」

			　と言いきるカレン。そこには銀貨が数十枚入っていた。

			「なにかの足しにしてくださいまし」

			「しかし、これは……」

			「いいのです。リルさまにばかりいい格好はさせられません」

			　カレンはそう言い切ると、馭(ぎよ)者(しや)に命じ、馬車を走らせた。

			　カレンは馬車が見えなくなるまで彼女を見送った。

			　

			　リルが乗った馬車は迷宮都市にある色町。

			　高級娼館がある一角に向かう。

			　――が、そこは素通りして、その奥にある貴族の屋敷が密集する高級住宅街に向かった。

			　そこにある貴族の屋敷に入ると、開口一番にこう言った。

			「やあやあやあ、エルンベルク王国に名高き、獣(けもの)の尻尾(しつぽ)コレクターの変態貴族よ。私の尻尾(しつぽ)の毛を売ってやる。だから即金で金貨を二〇〇枚用意せよ」

			　その言葉を聞いた貴族。

			　片眼鏡をかけた老貴族は目を輝かせた。

			「リルさま、その話は本当なのですか？」

			「本当だとも」

			「おまえにだけは売らない、このおいぼれめ、とあれほどおっしゃっていましたが」

			「事情が変わった。どうしても金が入り用になった」

			「なるほど、それくらいのことがあったのですな。よろしいでしょう。金はすぐに用意させます」

			　と言うと老貴族は執事に指示を出し、金を用意させる。

			　その間、リルはこの貴族の家のメイドから茶を受け取っていた。

			　老貴族と歓談をする。

			「しかし、リルさま、小生があれほど頭を下げても譲ってくれなかったその美しい銀毛、どうして譲ってくれる気になったのです」

			「言っただろう。金のためだ」

			「金のため？　とても信じられませんな、フェンリルにとって尻尾(しつぽ)の毛はなによりもの誇り、それは乙女の清らかな長髪よりも価値があると聞いております」

			「我が一族でこれを売ろうと思ったのは私くらいであろうな」

			「どうしてそのようなことに思い至ったのです」

			　老貴族はしつこく聞いてくる。

			　最初は黙っていようかと思ったが、仮にも目の前の老人は大事な顧客だ。

			　それに今のリルは誰かに話したかったのかもしれない。

			　そんな気持ちで老人に語りかけた。

			「とある少年のためだ。その少年はＦランクに甘んじている我がギルドに入ってくれた。誰よりもまっすぐな目をし、この迷宮の最深部を、いや、その先の光景を見つめていた。たった、一度出会っただけの少女を命がけで救おうと今、準備をしている。その低レベルのステータスと貧弱な装備で強大なドラゴンに挑もうとしている」

			　リルはそこで言葉を句切る。

			「ギルド、かつてこの地に降臨した神獣が作った制度の名だ。人間たちはときおり、ギルドを組合などと略すが、私はこう言うようにしている。ギルドは組合ではない、家族だ、と」

			「家族――ですか」

			「ああ、その家族が危機に陥っているのだ。自分の尻尾(しつぽ)の毛を売り払うくらい、どうということはない」

			　リルはそう言うと、執事が持ってきた羊毛刈り用の鋏(はさみ)で自分の尻尾(しつぽ)の毛をばっさり切る。

			　先っちょだけなんていう、こすい真似はしない。

			　毛根のすぐ上、かなり大胆な箇所から銀毛を切り放つと、それを老貴族に渡した。
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			　老貴族はそれを受け取ると、約束通り、金貨二〇〇枚をくれた。

			　それを受け取ったリルは即座に帰ろうとするが、老貴族はそれを呼びとめる。

			「かつて小生にも家族がいた。嫡(ちやく)男(なん)のくせに冒険者に憧れて地下迷宮にもぐってばかりいた道楽息子が。小生は、やつがいつか音を上げて爵位を継いでくれるだろうと、一切資金援助をしなかった。だからだろうか、馬鹿息子は迷宮の第八階層で死んでしまった」

			「…………」

			　リルはその言葉を無言で聞く。

			「小生の家族は手遅れだが、リルさまの家族はまだ大丈夫だろう。これは少ないが、とっておいてくれ」

			　と老貴族は服の袖に付けていた金細工のカフスボタンを渡してくれた。

			　売れば金貨五〇枚はくだらないだろう、ということだった。

			　リルはそのボタンを無言で受け取る。

			　あるいはこの老人が獣(けもの)の尻尾(しつぽ)の毛を集めているのは、息子を失った悲しみからきているのかもしれない。その空虚な心を埋めるため、蒐(しゆう)集(しゆう)に命を燃やしているのかもしれない。そう思ったが、今はそれを考察しているときではないだろう。

			　リルはただただ老貴族に感謝すると、市場近くの防具屋へ向かった。

			　そこで少年に渡す『トリネコの木の円形盾』を買うのだ。

			　丁度、店じまいのときに飛び込んだリルは金貨二〇〇枚をどんと置くが、店主はそれでは売れない、と首を横に振る。

			　見れば値札が書き換えられていた。

			　値上がりしていたのである。

			　リルはこれならどうだ、カレンから預かった銀貨と老貴族にもらったカフスボタンを押しつける。

			　商人は一目でカフスボタンの価値を見抜くと、こころよく盾を売ってくれた。

			　リルはそれをそのまま少年に届けるべく、獣(けもの)のような速度で駆けだした。

		

	
		
			第五章　ドラゴン討伐！

			　

			†

			　

			　僕はみっつのギルドの合同クエストにそなえるため、【蒼角のユニコーン】ギルドへやってきた。

			　実はこのギルドにやってきたのは二回目である。

			　以前、面接にやってきたのだが、落とされてしまったのだ。

			　ある意味、因縁のギルドであるが、含むところはない。

			　当時の僕のステータスでは落とされて当然であったし、それに落とされたからこそ、【フェンリルの咆(ほう)哮(こう)】に入ることができたのだ。

			　感謝を捧げながらギルドの中へ入った。

			　改めてギルドを見回す。

			　ギルドといえばフェンリルの館、となっている僕には、ある意味新鮮だった。

			　ユニコーン・ギルドの大きさは、フェンリル・ギルドと同じくらいだろうか。

			　所属メンバーの数は比べものにならないはずだけど、館自体はそんなに変わらないのが不思議だった。

			　これじゃあ、所属メンバーの個室はさぞ狭いのだろうな、と思ったが、とあることに気がつく。

			「ああ、そうか。メンバーが館に寝泊まりすること自体、普通じゃないのか」

			　冒険者ギルドの役割は、冒険者に仕事を斡(あつ)旋(せん)することであって、寝泊まりする場所を提供することではない。

			　だから僕のように、ギルドに個室をもらって住んでいる方が異端なのだ。

			　普通の冒険者たちは、皆、自宅を持っているか、借りている。

			　だから冒険者ギルドは、受付窓口、応接間、主の個室、食堂、調理場、倉庫、それに会議室があれば十分、機能を果たせる。

			　無駄に大きくする必要はないのだ。

			　なので下位ランクのギルドはどこも似たような大きさと作りになるのだろう。

			　これがまたＢランクやＡランクとなれば話が変わって、中には貴族の屋敷みたいなギルドもある。まあ、今の僕には無縁の場所だけど。

			　そんなことを考えていると、ジュカに会議室へ案内される。

			　そこには数十人の冒険者が集まっていた。

			　なかなかに壮観な数である。

			　僕たちが入ってきたことを確認すると、ユニコーン・ギルドの長と思わしき神獣さまが言った。

			「ジュカ、ご苦労さま。フェンリル・ギルドから人手を集めてくれたんだね」

			　神獣さまと視線が交わった僕は、深々と頭を下げる。

			　彼は礼儀正しく、挨拶をしてくれる。

			「君がフェンリルのところに入った期待のルーキーだね。話は彼女からよく聞いているよ」

			「僕のことを知っているんですか？」

			「僕たち神獣は定期的に会合を開いていてね。この前もその席で彼女は君の自慢をしていた。数十年来の逸材が我がギルドに入ってくれた、と、はしゃいでいたよ」

			「それは過大評価ですよ。僕はまだ低レベルだし」

			「だけど、とても面白い固有スキルと隠しスキルを持っているそうじゃないか。それに腰の武器も特別製だと聞いたけど」

			「そうですね、この剣だけは自慢できます」

			　と、腰のエクスカリバーを抜き放つ。

			「見事な剣だ。名剣は所有者を選ぶという。君はきっと将来、その剣の輝きに相応しい勇者となるだろう」

			　と、ユニコーンさまは微笑んだ。

			　その笑顔を見てエクスは言う。

			「ユニコーンさまはすごい男前だね」

			「だね」

			　と、僕も同意する。

			　物腰も柔らかく、僕のような下っ端にも優しく語りかけてくれるところもすごいが、ユニコーンさまはその見た目もそれに相応しかった。

			　線の細い美青年で、水色の髪は、貴族が乗る駿(しゆん)馬(ば)のように美しかった。

			　一目で僕はこの人を気に入ってしまったが、エクスも同じらしい。

			「もしも、フェンリル・ギルドが潰れたら、ここに再就職だね」

			「不吉なことを言うなよ」

			　と言うと、僕は席に座り、周囲の冒険者に自己紹介をした。

			　それが終わると、ユニコーンさまは上座に座り、説明を始める。

			　今回のユーフォニア救出作戦の概要を話し始めた。

			　

			　作戦の概要は簡単だった。

			　今回の任務の主目的はユーフォニアの救出、それ一点に尽きる。

			　神獣ユニコーンはそう言うと、なにか質問はないか尋ねた。

			　とある冒険者が挙手をする。

			「ドラゴンは倒さなくてもいいんで？」

			　ユニコーンさまは答える。

			「討伐は不要だ。今回は姫さまの命を重視するクエストだ」

			「なるほど、ですが、今、姫さまは洞窟に籠もられている。ドラゴンはその前にいますが、ドラゴンを倒さなければ、姫さまを救出できないのではないですか」

			「そうだな。その可能性は高い」

			　どよめきが起こる。

			　ユニコーンさまはそのどよめきが収まるのを待つと、こう言った。

			「ここにいる冒険者の最高レベルは20。最大総合戦闘力は３０００に届かないだろう」

			「火竜の総合戦闘力はいくつくらいなのですか？」

			　ユニコーンさまは冷静に答える。

			「まだ測定されていないが、通常、成体であれば１万を下ることはない」

			　そう言い切る。

			「い、１万……」

			　思わず息を呑む冒険者たち。

			「ただし、こちらの冒険者は二〇人を超える。ひとりあたりの戦闘力が１０００と計算すれば２万となる。勝てない相手ではない、か」

			　誰かがぼつりと漏らすと、周囲のものも賛同する。

			　この場に集まっている冒険者は皆、勇気あるもののようだ。

			　僕もその意見に賛同したかったが、腰の剣が横やりを入れてくる。

			「そうそう都合良くはいかないと思うけどね」

			　と、つぶやく。

			「どうしてだい？」

			　と、小声で尋ねる。

			「総合戦闘力はあくまで目安。一対一、それも闘技場のようなところで戦って初めて参考になる程度だよ。地下迷宮、それも初めてドラゴンと戦う連中の総合戦闘力を全部足したところで、勝てるもんじゃない」

			　それに、と彼女は続ける。

			「モンスターにも人間にも相性があるからね。例えばそのドラゴンが斬撃属性に強い鱗(うろこ)を持っていたとしたら、冒険者のパーティーが全員斬撃属性の武器だったら、ダメージを与えることもできずに全滅する」

			　不吉な予言であるが、まったく根拠がないというわけではなかった。

			　戦闘は単純に戦闘力だけで計れないのだ。

			　しかしそれでも僕は地下迷宮にもぐり、ニアたちを救うつもりでいた。

			「だよね、そう言うと思ってた。なら、さっさと行こう」

			　見れば他の冒険者たちは、六人くらいのパーティーを組み、次々と会議室をあとにしていた。

			　皆、やる気満々の表情で会議室を出て行く。

			　このままだとパーティーに加わることさえできなくなりそうだが、僕はその流れに身を任すことはできなかった。

			「なにやってるの？　クロム、このままじゃ置いてけぼりだよ」

			　エクスはそう言うが、それでも僕は静かに待った。

			　僕の所属するギルドの神獣さまがやってくるのを。

			「リルさんは必ずやってくると言った。ならば僕は待つよ」

			「最悪、パーティーも組めずにハブられちゃうよ」

			「僕はリルさんを信じている。なら待たないと」

			「クロムって要領悪いよね」

			　そんな不満を漏らすが、それでも彼女は無理強いはしなかった。

			「まあ、そこがクロムの魅力でもあるけどね。男は不器用な方が格好いいよ」

			　エクスがそう言うと同時に、会議室の扉が開かれる。

			　そこには全身で息をしているリルさんがいた。

			　彼女は間に合ったのだ。

			　約束を守ってくれたのだ。

			　彼女は僕に、『トリネコの木の円形盾』を差し出す。

			「これは餞(せん)別(べつ)だ。どうやって買ったかは聞くなよ」

			　と、彼女は尻尾(しつぽ)を隠す。

			　彼女ご自慢の尻尾(しつぽ)の毛がなくなっていたが、そのことについて問いただすことはなかった。

			　ただ、僕はありがとうございます、と深々と頭を下げると、会議室を出た。

			　今から走れば最後に出て行ったパーティーに追いつけるかもしれない、と思ったのだ。

			　僕は会議室の扉のところで立ち止まると、一度だけ振り返り、リルさんを見た。

			　彼女は、にかりという擬音が似合いそうな笑顔で、指を二本突き出していた。

			　勝利のＶサインだ。

			　僕は彼女の期待に応えるため、ユニコーン・ギルドの館を出た。

			　彼女から受け取った盾は木製のためだろうか、人のぬくもりを感じた。

			　

			†

			　

			　僕は最後に結成されたパーティーに入れた。

			　そこにはジュカもいた。

			　あるいは彼は僕が遅れることを見越して、最後までパーティーを組まなかったのかもしれない。

			　そんなふうに思ったが、そう尋ねても彼ははぐらかすだけだった。

			　ジュカはそれよりも、と続ける。

			「なんだか立派な盾を装備しているね」

			　彼はさっそく僕の変化に気がついたようだ。

			「これはリルさんがプレゼントしてくれた盾です。トリネコの木の盾ですから、耐火性に優れているんです」

			「なるほど、ここにきて戦力アップとは心強い」

			　ジュカはそう言うと、ステータスを見せてくれないか、と尋ねてきた。

			「トリネコの盾だけではない。聖剣を装備した若者のステータスを是非、見てみたい。リル様にうちの少年はすごいぞと散々自慢されたステータスをね」

			　リルさんはそんなことを言っていたのか、僕は気恥ずかしいがステータスを開示する。

			　

			クロム・メルビル　一六歳　レベル７　新米冒険者　Ｆランクギルド　フェンリルの咆(ほう)哮(こう)所属

			　

			筋力　Ｄ＋

			体力　Ｃ

			生命力　Ｃ

			敏(びん)捷(しよう)性　Ｄ＋

			魔力　Ｄ

			魔防　Ｄ

			知力　Ｄ＋

			信仰心　Ｄ

			総合戦闘力　１１３６→１３３６

			　

			武器　聖剣エクスカリバー

			防具　旅人の服　トリネコの木の円形盾new

			　

			固有スキル　【なんでも装備可能】

			隠しスキル　【英雄の証】

			戦闘関連スキル　【剣術Ｃ】　【火魔法Ｆ】　【対槍術Ｅ】　【耐火Ｃ】new

			武器スキル　【自動回復小】　【成長倍加】

			日常スキル　【日曜大工Ｃ】

			　

			　ステータスは上がっていた。総合戦闘力が上がり、耐火スキルが付与されている。

			　これで火竜さえ恐ろしくなくなった、とはいえない。

			　火竜の総合戦闘力は１万以上と聞く、つまり僕が十人束になっても勝てないということだ。

			　こちらの戦力は充実していたが、それでも油断できる相手ではなかった。

			「なにせあのニアさんの調査団を壊滅に追い込んだんだものな。奇襲とはいえ」

			　油断どころか綿密に作戦を練らないと駄目かもしれない。

			　いや、実は作戦はあるのだけど。

			　僕らは六人ずつ、四つのパーティーに分かれた。今はそれぞれ別に行動しているが、それぞれドラゴンが待ち構えている場所に向かって移動している。

			　ドラゴンを四方から取り囲むように同時に奇襲をかける予定だった。

			　ドラゴンとはいえ生物、四方から同時に攻撃されれば対処はできない、というのがユニコーン・ギルドの長の説明するところであった。

			　完璧な作戦とはいえなかったが、僕たちは即席のパーティー。連携を図るにしてもそれくらいが関の山だろう。

			　それはユニコーンさまも承知しているのだろう。

			　作戦を説明したとき、これは消去法の末に選んだ選択でしかない、と言い切った。

			　それを証拠に、四方から攻撃をかけることは決まっていたが、肝心のお姫さまを救出するパーティーは定められていなかった。

			　ドラゴンに攻撃をし、ドラゴンが混乱状態になったら、ドラゴンの横を駆け抜けられそうなパーティー、あるいは個人がその横を駆け抜け、お姫さまを救出せよ、というのが作戦の概略だった。

			　ある意味、その役目をになうものはドラゴンと対(たい)峙(じ)するよりも危険なことは明白であったが、もしもチャンスが訪れるのであれば、僕は躊(ちゆう)躇(ちよ)なくその役目を引き受けるつもりだった。

			　ただし、どのような展開になるかは予想がつかない。

			　他のパーティーや冒険者の方がドラゴンの横をすり抜けやすいのであれば、彼らにその役目を任せるつもりだった。

			　あくまで僕の目的は、ニアを助けることなのだから。

			　

			　

			　僕らのパーティーは南側担当となった。

			　最後に到着したパーティーが一番危険なその位置に陣取ることになっていたのだ。

			　ある意味僕のせいなので申し訳ないが、ジュカは気にした様子もなかった。

			「一番危険といっても、この作戦に安全な箇所はない。それにここから攻撃すれば、一番槍と一番手柄をあげられる」

			　ジュカは代表してそう言うが、他の冒険者も同じ考えのようだ。

			　このパーティーは武(ぶ)辺(へん)者(しや)揃いである。

			　改めて感謝すると、僕は狼煙(のろし)を上げる準備をした。

			　最後に到着したものが狼煙(のろし)を上げ、それと同時に攻撃を開始する手はずになっていた。

			　それが一番効率がいいし、一番効果的であった。

			　僕は心の準備を終えると、狼煙(のろし)用のホーン・ラビットの糞を取り出す。

			　この一角兎の糞は燃やすと大量の煙を発することで有名なのだ。

			　しかも匂いがほとんどしないのも冒険者の間で人気だった。

			　僕は火打ち石で火を付けると、糞に着火し、そのまま狼煙(のろし)を上げた。

			　狼煙(のろし)が上がれば、ドラゴンがこちらに気がつき、襲いかかってくるはず。

			　その第一撃に備えるため、僕は円形盾をかまえる。

			　ドラゴンの強烈なブレスに耐えるため。

			　……しかし、いくら待ってもドラゴンはやってこなかった。

			　五分、一〇分、それ以上の時間が経過してもなにも変化はない。

			　これはおかしい、と思い始めた頃、西方から爆音が響き渡る。

			　なにごとか、僕たちはそちらの方を見渡すと、森から大量の煙が上がっていた。

			　それを見てジュカは言う。

			「どうやらドラゴンはこちらの思惑には乗ってくれなかったらしい」

			　と――。

			「つまり、ドラゴンは僕たちではなく、西方のパーティーに襲いかかったのか」

			「そうなるな」

			　ジュカはそう言うと、僕に選択肢を迫る。

			「君がお姫さまと仲が良いことは知っている。だから今回に限り、選択権を君にゆだねる。今ならばこのまま北に突っ切ればお姫さまと合流できる。うまくすればそのままお姫さまを逃がせるかもしれない」

			「ですね。迅速にやれば」

			「だが、その場合、西方のパーティーを見殺しにすることになる」

			「後味が悪いですね」

			「だが、もとより皆その覚悟はある。我々の最優先事項はお姫さまの救出だ」

			　ジュカはそこで言葉を句切ると、

			「さて、どうする？」

			　と僕に迫ってきた。

			「…………」

			　そんなものは決まっていた。

			　僕はニアを救うそのためにここにやってきたのだ。

			　僕はこう言った。

			「このまま北へ全力で走ります。そこでニアに話を伝え、一緒に西方におもむき、ドラゴンと対(たい)峙(じ)します」

			「おいおい、我々の任務がお姫さま救出だぞ」

			「ニアという少女は誰かを犠牲にしてまで生き延びたいタイプではありません。のちに自分が誰かを見殺しにして生き延びたと知れば深く悲しむでしょう。いや、途中でそのことに気がつけば、間違いなく引き返します。そういう娘です。だから、僕は最初から本当のことを言い、彼女に力を貸したい」

			　ジュカは一瞬迷ったが、一瞬だけだった。

			「いいだろう。ユーフォニア姫はそういう性格なのだろう。ならば迷っている時間も惜しい、走るぞ！」

			　僕は、

			「はい！」

			　と、呼応すると、パーティーの誰よりも早く駆けだした。

			　こういうときは鎧(よろい)さえないこの軽装がありがたかった。

			　

			†

			　

			　走ること数分、僕らはすぐに洞窟を見つける。

			　洞窟には黄色い魔力の膜がかかっていた。

			　間違いなくその中にニアはいるだろう。

			　僕は大声で彼女の名前を呼ぶ。

			　十数秒後、彼女は洞窟から出てくると僕の胸の中に飛び込んだ。

			「クロムさん、助けにきてくださったのですね」

			　彼女は軽く涙ぐみながらそう言った。

			　その姿を見て熟練の冒険者は口笛を吹いて茶化す。

			「坊主はもしかしたら、将来、この国の王になるのかな。今からおべっかを使うか」

			　そう言うと笑いが漏れる。

			　その笑いで自分がなにをしているか気がついたのだろう。

			　ニアは一歩下がって距離を取ると、仲間たちの名を呼んだ。

			「みんな、応援がきてくれたわ。怪我をしているものを担架で運び出しなさい。今から彼らとともに脱出します」

			　さすがは聡明なお姫さまだ。なにもいわずとも迅速に指示を出し、脱出を計ろうとする。

			　だが、僕は彼女に伝えなくてはならない。

			　深呼吸すると彼女に言った。

			「ニア、実はここから南西でドラゴンを足止めしている部隊がある。このままだと彼らだけ全滅する。僕はこれから彼らの救援に行こうと思う」

			　それを聞いた彼女はまっすぐな瞳でうなずく。

			「分かりました。ならば怪我人だけ他のパーティーと協力して脱出を。我々は南西のパーティーの支援に向かいます」

			　彼女はそう言うと、背中から弓弦を取り出した。

			　無論、彼女の侍女たちはとめるが、それでとまるようなお姫さまではない。

			　学者のルミナスは言う。

			「今は時間が惜しい。皆、おひいさまの指示に従ってください」

			　ルミナスは学者であると同時に侍女長のような立場なのだろう。侍女たちは黙って指示に従う。怪我人を担架に乗せ、南東に逃れた。

			　そこで東側のパーティーと合流し、そのまま帰還を目指す。

			　ルミナスはそれを見届けると、北を指さす。

			「ならば私は北におもむき、北のパーティーに作戦の概要を知らせましょう」

			　女性にそのような役目を押しつけるのは気が進まなかったが、今は緊急事態、贅沢は言っていられなかった。

			　ルミナスは言う。

			「クライドさんが元気ならば彼に任せたのですが」

			　そういえば槍使いのクライドが見えない。まさか彼になにかあったのだろうか。

			「今、搬送された怪我人の中にいますよ。ドラゴンのブレスをまともに受けてしまって」

			　なんと、あの包帯の人がそうだったのか。

			　彼ほどの熟練の兵士がやられるなど、ドラゴンはどこまで強敵なのだろうか。

			「クライドはわたくしをかばって怪我をしました。なんとか彼の忠義に報いたい。彼の敵を討ちたいのです」

			　彼女はそう言い切ると、さあ、参りましょう、と南西に向かって走り出した。

			　その姿は勇ましく、神話に出てくる戦乙女のようであった。

			　

			　

			　南西の戦場――。

			　そこは阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の地獄であった。

			　周辺にあった木々は焼き払われ、火だるまになって倒れている冒険者もいた。

			　すでに消し炭となり、蘇(そ)生(せい)魔法でも蘇(そ)生(せい)できない死体がいくつも転がっていた。

			　危うく全滅しかけるところだったが、なんとか僕らは間に合った。

			　すでに消え去った命は救えないが、まだ生き残っている彼らは救うことができる。

			　僕はそれを信じながら、腰の剣に言った。

			「エクス、この前、放った必殺技、今の僕なら何発撃てる？」

			「必殺技って、もしかして最強エクスカリバーアタックのこと？」

			「そんな名前だったの？」

			「うそうそ、それは今、ボクが考えたんだよ。あのとき、悪漢どもを倒した剣閃のことでしょ？　あれならば名前はまだないよ。一緒に考える？」

			「それはまた今度、今は使える回数が知りたい」

			「そうだね、だいぶボクと馴染んできたし今のクロムなら、二回、無理をすれば三回は撃てるかも」

			「そうか、三回か。なら最初に一発決めておくか」

			　僕はそう言うと剣をかまえた。

			　手のひらから魔力をエクスに供給すると、その魔力が満たされた瞬間、それを解き放つ。

			　光の塊となった斬撃はそのまままっすぐ飛んでいき、巨大な火竜の皮膚の一部を切り裂いた。

			　

			　グォォォ――ン！

			　

			　僕の臓物が揺れるほどの轟(ごう)音(おん)が響き渡る。

			　それを見た瞬間、僕は思った。

			　いける！　と。

			　それはニアも同じらしく、彼女も弓をかまえる。

			　そして弓弦を限界まで引くと、それを解き放った。

			　僕の剣閃よりも早いその一撃は的確にドラゴンの腹に突き刺さった。

			　苦悶の表情を浮かべるドラゴン。

			　それらの攻撃によってドラゴンはこちらの方を敵と認識したようだ。

			　西方のパーティーの蹂(じゆう)躙(りん)を諦めると、完全にこちらに殺意を向けてきた。

			　その怒り狂った瞳を見てジュカが驚く。

			「これがドラゴンか。聞きしに勝る怪物だな」

			「びびっていますか？」

			　僕は冗談めかして尋ねる。

			「ああ、小便をちびった。だが、その代わり踏ん切りがついた。低レベルの君や女性の姫さまでも戦えるんだ。このジュカもやれぬわけがない」

			　彼はそう言うと、腰から二本の短剣を取り出した。

			　それを逆手に持つと、彼は舞うように攻撃を始める。

			「双剣使い！」

			　僕がそう叫ぶと、ジュカはにやりと笑った。

			「剣舞という技だ。致命的な一撃は与えられないが、無数の切り傷を与えられる。怒り狂ったドラゴンはさらに怒るだろうな」

			　彼はそう言うと、ドラゴンは渾(こん)身(しん)の一撃の尻尾(しつぽ)を振り落としてきた。

			　

			　ずしん、と小さな地震が起こる。

			　

			「私がドラゴンの注意を引く。君とお姫さまが、こいつにとどめを刺すんだ」

			　ジュカがそう言うと、彼の部下であろう【蒼角のユニコーン】のメンバーたちは、決死の勢いでドラゴンに斬りかかった。

			【蒼角のユニコーン】には、ひとりとして臆病者はいない。

			　彼らは声高に叫び、それを証明する。

			　そうなれば姫さまの部下たちも黙っていない。

			「彼らに後れを取るな」

			　あるいは、

			「やられた仲間の仇討ちだ」

			　と、士気を高めた。

			　僕たちはその姿を一歩離れたところから見守った。

			　ジュカの進言通りにするためだ。

			「ニア、あのドラゴンを倒すには生半可の行動では不可能だと思う」

			　ニアはうなずく。

			「僕の剣閃を頭部に直撃させても、倒すことはできない。だから、僕は別の方法を考えるよ」

			「別の方法ですか？　あの火竜を倒す方法があるんですか？」

			「なくても探す。そうしないと全滅する」

			　冷静にそう言うと、僕は周りの地形を見た。

			　姉の言葉を思い出す。

			「あなたのおじいさま、伝説の英雄スタム・メルビルは言いました。最後に勝つのは、最後まで考えることを放棄しなかったやつだ、と。いいクロム、どんな絶望的な状況に追い込まれても諦めては駄目。最後の最後まで思考を放棄しちゃ駄目。それだけは覚えておきなさい」

			　姉の言葉が反芻される。

			　今、僕にできることを考える。

			　今、僕にある攻撃力はエクスカリバーの剣閃。

			　それにニアの弓。

			　そのふたつを組み合わせればなんとかなるんじゃないか。

			　なにも攻撃だけで相手を倒す必要はないのではないか。

			　発想を転換する。

			　ニアの方へ振り向くと、僕は彼女に尋ねた。

			　彼女はこの第二階層をくまなく調査した人間だ。この辺りの地形に詳しいと思ったのだ。

			　僕はこの辺に谷がないか尋ねた。

			「谷ですか？　どのような谷でしょうか？」

			「なるべく近く、そしてあいつがすっぽり入るような大きさ。絶対必要なのは谷に巨木が生えていること」

			　なかなか難しい条件であったが、ニアはあごに手を添えて考え始めると、

			「……あります。このまま北へ少し行ったところにそんな地形があります」

			　と言った。

			　それを聞いた僕は思わず彼女を抱きしめる。

			「きゃ、クロムさん、どうされたのですか？」

			「勝てるんですよ。僕たちは勝てるんです。あのドラゴンを倒せるんです」

			　その言葉を聞いたニアは不思議そうな顔をしたが、それでも僕の言葉を、作戦を全面的に信用してくれるようだった。

			　

			†

			　

			　ドラゴンを倒す作戦が決まると、僕はニアの調査団のひとりに伝令を頼む。

			　北から増援に向かってきてくれているパーティーに作戦変更を伝えるのだ。

			　その作戦を聞いたとき、伝令は顔をしかめた。

			　とんでもない内容だったからである。

			「増援はやめて、そのまま谷の巨木を切り倒すのですか……？」

			　意図がまったく理解できないようだ。

			　僕はそれだけじゃないよ、と彼に伝える。

			「こちらの要望通りの形に切ってくれ」

			　と、僕は形も伝える。

			　それを聞いてニアは作戦の意図を完璧に理解したようだが、それでも伝令は分かっていないようだ。

			　しかし、分かっていなくても伝令はできる。

			　僕の言付けを正確に伝えてくれれば、北のパーティーに合流しているルミナスが指示通り動いてくれるはず。

			　今は時間が一分でも惜しい。

			　なのでそのまま彼を伝令に向かわせた。

			　彼が走り去ると、僕はニアに言った。

			「どれくらいで伝令は到着できるでしょうか？」

			「五分といったところでしょうか。それから木を切るのに一〇分と見ておいた方がいいでしょう」

			「ならば一五分はあいつの相手をしないといけないのか」

			　改めてドラゴンを見るが、ドラゴンは凶悪な面構えで、森を蹂(じゆう)躙(りん)していた。

			　ただ、【蒼角のユニコーン】の面々は猛者揃い、ニアの部下たちも善戦していた。

			「これならば一五分くらい持つかも……」

			　そう漏らすと、ドラゴンの強力なかぎ爪が冒険者を掴む。

			　僕はあと二発しか撃てない剣閃を解き放った。

			　ドラゴンの手に命中し、ドラゴンは冒険者を落とす。

			　次いでこちらの方を睨み付け、大量の酸素を肺に送り込む。

			　その光景を見て僕は即座にトリネコの木で作られた円形盾をかまえた。

			　ニアの前に立ち、これからやってくるであろう灼(しやく)熱(ねつ)のブレスに耐えるのだ。

			　案の定、ドラゴンはこの世のものとは思えない炎を吐いてきた。

			　だが、それは効かない。

			　なぜならばこのトリネコの木の盾には、耐火スキルが付与されているからだ。

			　この程度の炎ならば防ぐことができる。

			　僕は文字通りニアの盾になると、ニアはその間、弓の狙いを定めていた。
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			　こちらに振り向き、炎を吐いている今ならば、ドラゴンの目を射貫けるかもしれない。

			　彼女はそう言うと、それを実行する。

			　ニアの強弓から放たれた矢は、弧を描くようにドラゴンの目に吸い込まれ、突き刺さる。

			　目に矢が突き刺さった瞬間、ドラゴンの炎はとまる。

			　もしかしてもう数十秒炎を受けていたら、この盾もさすがに焼け落ちていたかもしれない。

			　盾は真っ黒に焦げていた。

			　ただ、焦げてはいても、まだまだ使える。トリネコの木の盾は削れば新品同様になるのだ。

			　ドラゴンの炎を防ぐ役目を果たした盾に感謝をしながら、それを背中にくくりつける。

			　リルさんとカレンがくれた思いが、背中に乗っているような気分になった。

			　ここからは白(はく)兵(へい)戦(せん)モードだ。

			　エクスカリバーを両手持ちに切り替える。

			「いよいよ、ボクの出番だね」

			　エクスは張り切る。

			　ボクは彼女のはやる気を押し沈める。

			「これからあのドラゴンに切り込むけど、あくまで僕たちはあのドラゴンを谷に押し込むだけだからね」

			「分かっているよ。でも、最後にはこのボクがすぱーんと一刀両断してあげる」

			　それは頼もしい、と彼女に伝えると、ドラゴンのもとへ走った。

			　ドラゴンは近くにいるように思えたが、思いの外、離れた場所にいた。

			　それほどの巨体で、遠くからでも大きく見えたのだろう。

			　実際、近寄ってみるとその巨躯に圧倒される。

			　大きさはフェンリルの館くらい。

			　その威圧感は筆舌しがたい。

			　蛇に対(たい)峙(じ)したカエルの気持ちがよく分かる。

			　実際、中堅冒険者である蒼角のユニコーンやセイレーンの歌姫の人たちが苦戦している理由もそれであろう。

			　人間、このような巨躯と対(たい)峙(じ)して平静でいられるほどの胆力を備えていない。

			　実は僕も両足が震えていた。

			　それは恥ずかしいことではない、とエクスは言う。

			「その震えはクロムがただの猪武者でない証拠。クロムの脳が正常な証拠だよ。それに優秀な冒険者ほど、恐怖や危険に敏感なんだ。それが冒険者の生存率を跳ね上げる」

			　そう慰めてくれた。

			「いわばそれは武者震いだよ」

			　エクスの言葉に慰められた僕は、両足を叱(しつ)咤(た)する。

			　これが生存本能の発露だとしても、しばらくその生存本能にはお休みしていただきたい。

			　竜と対(たい)峙(じ)するということは、そういうことであった。

			　人間の領域に踏みとどまっていては勝てない相手なのだ。

			　だから僕は人間をやめると、ドラゴンの足に切りかかった。

			　がきん！

			　太い丸太を叩いたような感触を覚えた。

			　両手がしびれるが、恐ろしいことにドラゴンの皮膚はほとんど傷ついていなかった。

			　こいつは化け物か、というありきたりな台詞は口にしない。

			　そんな台詞を発しなくてもこの竜は紛れもなく化けものであった。

			　しかし、ダメージがゼロではないようだ。

			　足に一撃をたたき込んだ瞬間、ドラゴンは咆(ほう)哮(こう)を上げたし、それに皮膚を切り裂くことはできなくても鱗(うろこ)を引きはがすことはできた。

			　ドラゴンの右足からは血がにじみ出ていた。

			「さすがは聖剣だ。ドラゴンにも通用する」

			「当然でしょ、もしもボクのポテンシャルを最大限に発揮できたら、ドラゴンの足なんてすぽーんって切り落とせるはずさ」

			「いつかそうなりたいものだけど、それは今後に取っておくよ。それで尋ねたいことがあるのだけど――」

			　火急の用なので、スリーサイズではない、と釘を刺しておく。

			　彼女はなんだい？　と聞いてくる。

			「君が放つ剣閃だけど、あと一発くらいは撃てそうなんだよね」

			「たぶんね、でも、これはボクの領分ではなく、クロムの問題」

			「ならば意地でも打つよ。それでなんだけど、その剣閃はあいつの翼を切り裂けるかな？」

			　あいつとはもちろん、目の前のドラゴンのことだ。

			　エクスは冷静に解説してくれる。

			「ドラゴンの部位の中でも翼が一番柔らかいよ。柔軟に作ってあるし薄い。だから今の君でも切り裂けると思うけど」

			　でも、と続ける。

			「翼にダメージを与えたところで致命傷にはならないよ。弱点じゃないからね」

			「それは分かっている。でも、飛べなくはなるだろ。それが僕の狙いだ」

			「クロムの狙いは分からないけど、たぶん、大丈夫だと思うよ。でも、あいつ、今の一撃で怒り狂ってるからなあ。あんなに激しく動き回られたら、剣閃も避けられるかも」

			「ならば剣閃を当てるように工夫しないとな」

			　僕がそう言うと、後ろから声が聞こえてくる。

			　ニアだ。

			　彼女は弓をかまえるとこう言った。

			「あのドラゴンの動きを一時的にでも封じればいいのですね。お任せください」

			「ニア！　そんなことができるの？」

			「この弓は世界樹から切りだした特別な弓。それにわたくしは幼き頃から弓の鍛練を積んできました。そして弓スキルを極め、独自の技も持っています」

			　彼女はそう前置きすると、その技の説明を始めた。

			「その技の名は【影縫い】。敵の影に特殊な矢を突き刺すことにより、数秒間、敵を足止めします。その時間で足りますでしょうか？」

			　僕は答える。

			　十分です、と。

			　その答えを聞いたニアは微笑むと、背中の弓筒から黒い矢を取り、それをかまえる。

			「ドラゴンは巨体ゆえに影も大きい。絶対に外すことはないでしょう。ただし、その力や魔力も規格外です。もしかしたら一秒ほどしか固定できないかも」

			「それだけでも助かりますよ」

			「分かりました。それでは固定します」

			　彼女はそう言うと、弓をドラゴンの影に目がけ放った。

			　僕は彼女が外すことなど、考えていなかったので、エクスの刀身に魔力を注ぎ込む。

			　剣閃を解き放つ準備に入った。

			　ニアの弓は予定通りドラゴンの影を突き刺すと、ドラゴンの動きを止めた。

			　まさしく【影縫い】の名に相応しい妙技であった。

			　ドラゴンの動きはぴたりととまる。

			　翼の位置も固定される。

			　僕はその一瞬の隙を見逃さなかった。

			「剣閃！」

			　そう叫ぶと、エクスの刀身から放たれた剣のエネルギーはドラゴンの翼を切り裂く。

			　ずたずたにだ。

			　ドラゴンは咆(ほう)哮(こう)を上げる。

			　これでドラゴンから飛行能力を奪ったわけだ。

			　それを確認したニアは、

			「お見事です。さすがはクロムさん」

			　と、褒め称えてくれる。

			　エクスも「ごいすー」なる用語で褒め称えてくれるが、まだ終わったわけではなかった。

			　むしろ本番はこれからだった。

			　僕は影縫いから解放されたドラゴンの前に立つ。

			　挑発など不要であった。

			　ドラゴンは賢い生き物だ。人間の個体を識別し、誰が一番自分を傷つけたのか覚えている。

			　また殺意や憎しみという感情も持っており、狩猟本能だけで動く獣(けもの)とは一線を画す生き物であった。

			　その特性を利用する。

			　僕は剣を鞘(さや)に納めると、盾をかまえながらドラゴンを挑発した。

			　ちょこまかと動き回り、罵(ば)倒(とう)する。

			　無論、人間の言葉など通じるわけがなかったが、それでもドラゴンは僕を殺したくてしかたないようだ。

			　エクスは言う。

			「おまえのかーちゃんデベソ、っていう、ボクが言った悪口が効いたのかもね」

			　と。

			　もしかしたらそうかもしれないが、そんなことよりもドラゴンの怒りの攻撃をかわしつつ、やつを誘導しなければならない。

			　それに精いっぱいなのでエクスの軽口に付き合う余裕はなかった。

			　僕はじわじわと、だが確実に、ドラゴンの攻撃をかわし、盾で炎を防ぎながら、ドラゴンを誘導した。

			　誘導する場所はもちろん、北方の谷であった。

			　そこにはすでにルミナスが指揮する冒険者がいて、僕の指示通り木を切り倒していた。

			　巨木を鋭利な刃物のような形に切り落としていた。

			　もしもそこに巨体が落ちれば、そのものは串刺しになるであろう見事な形であった。

			　そう、僕はこれからドラゴンをこの谷間に落とし、絶命させるのだ。

			　それが僕の考えた作戦であった。

			　怒り狂ったドラゴン、やつはきっと自分が飛べないことにも気がついていないはずだった。

			　ならばこの谷に落とせば、そのままやつを串刺しにできる。

			　それが作戦の全容だった。

			「クロムは本当にすごいね。あの一瞬で、そんな作戦を思い浮かべるなんて」

			「思い浮かべはしたけど、まさかここまでうまくことを運べるとは思っていなかった」

			「でも、うまくいった。さて、あとはあいつを落とすだけだね」

			「…………」

			　その言葉を聞いた僕は沈黙する。

			　その姿を見てエクスは不審な声を上げる。

			「どうしたの？　クロム」

			　僕は正直に話す。

			「ここまでは完璧に想定通りだったけど、実はこの先の展望はない。谷までおびき寄せられるとは思ってたけど、どうやってやつを落とすか」

			「ええー！　そんなー」

			　エクスはそんな声を上げるが、泣きたいのは僕の方であった。

			「……ただ、不可能じゃない」

			　僕はそう叫ぶと、エクスのつかを握りしめた。

			「まさか、クロム、またボクの能力に頼る気？」

			「そのまさかだよ。僕もこの崖を飛ぶ。ここから飛び降りて、やつが追ってくるのを待つ」

			「クロムの馬鹿、この崖は何メートルあると思ってるの？　下手をしたら、ううん、下手をしなくても死ぬよ」

			「針葉樹がいっぱい生えているから大丈夫。枝をクッション代わりにすればあるいは」

			「だめー！　もしもボクを離したら絶対死ぬよ」

			「じゃあ、その手を離さない。僕はずっと君を握りしめるよ」

			「クロム……、分かった。君がそこまで覚悟を固めるなら、ボクも応援するよ。ボクも君の手を離さない」

			　彼女がそう言うと、剣のつかから温かいものを感じた。

			　僕はまだその温もりが残るうちに、崖に向かって飛び立った。

			「いっけえええぇー！」

			　そう叫ぶと、何十メートルもある崖から飛び降りた。

			　ドラゴンは僕を食い殺そうと、牙を向けてくる。

			　空中で僕を食い損ねたドラゴンはそのまま崖から飛び降りる。

			　自身の翼がずたずたになり、二度と飛び上がれぬとも知らずに。

			　

			　数瞬後――。

			　

			　ドラゴンはこの世のものとは思えぬ咆(ほう)哮(こう)をあげる。

			　あれほど僕たちを苦しめたドラゴンが、巨木に突き刺さり、絶命していた。

			　さすがのドラゴンもあのような太い木に突き刺さってしまえば、その生命を維持することはできない。

			　僕はそのことを針葉樹の枝にぶつかりながら、確認した。

			　あとはこのまま落下速度を和らげつつ、死ななければ僕の勝ちだ。

			　エクスの武器スキル、

			【自動回復小】

			　によって死だけはまぬがれる。

			　ただ、もしもこのまま当たり所が悪ければ、僕は二度と目覚めないだろう。

			　そうなれば負けなのだろうか。

			　――いや、負けではない。

			　僕は目的通り、ニアを救い出したし、ドラゴンが迷宮都市にやってくるのを防いだ。

			　それはなにごとにも代えがたい幸福であった。

			　ニアが生きていてくれることが、

			　リルさんが元気いっぱいにご飯を食べる姿を見ることが、

			　カレンが楽しそうにお茶をそそいでくれることが、

			　街の人々の笑顔を見ることが、

			　僕にとって、なによりもの報酬なのだ。

			　要はあの崖から飛び降りた瞬間、僕の勝利は確定していたのだ。

			　遠くなりかける意識の中、僕の耳にこんな声が聞こえる。

			「この少年はこの歳でドラゴンを倒した英雄だ。この先、どのような冒険者に成長するか、想像もできない」

			　と――。

			　その他にもニアやルミナスの声を聞いたような気がするが、皆、僕のことを心配してくれているようだった。

			　姉の言葉を思い出す。

			「あなたのことを心配してくれる人がいる限り、あなたには生き残る責任があります。責任は義務より大切なの。覚えておきなさい」

			　僕はその責任を果たすことができるのだろうか。

			　意識が途切れる瞬間、そんなことを考えた。

			　

			†

			　

			　結局、僕は生き残った。

			　全身に裂傷を負い、骨も数カ所折れたが、命に別状はなかった。

			　なぜ助かったのかと言えば、それは針葉樹の枝がクッションになってくれた――、ということもあるが、それ以上にニアのおかげであった。

			　僕が崖に落ちる瞬間、彼女は僕に魔法をかけてくれた。

			《浮遊》の魔法だ。

			　その魔法は落下による衝撃を最小限にとどめてくれた。

			　もしも彼女が魔法をかけてくれていなければ、僕の首はへし折れていただろう。

			　エクスいわく、【自動回復小】のスキルで回復できるのは、裂傷や打撲くらいで、それ以上のダメージの回復は望めないらしい。

			　だからクロムのやったことはとても馬鹿なことだったんだよ、とエクスは叱ってくれた。

			　自覚はあったので反論できずにいると、僕はお姫さまであるニアの膝枕から逃れようとする。

			　いくら迷宮内とはいえ、一国の王女さまが一冒険者を膝枕するなど、よろしくないと思ったのだ。

			　しかし、彼女はそれを許してくれない。

			「駄目ですよ、クロムさん。まだ傷が癒えていません」

			「でも……」

			「でもではありません。クロムさんは怪我人なのですから、怪我人は怪我人らしくしてください」

			　凜とした口調だった。有無を言わさない意志も感じられる。

			　普段はお姫さまのように浮き世離れしている少女であったが、このようなとき、彼女は聖女のような気高さを見せる。

			　僕は黙って彼女の回復魔法を受けた。

			　右腕がとくにしみる。木々によってずたずたに切れていたし、もしかしたら骨折もしているのかもしれない。

			　それを察した彼女は重点的にそこを回復してくれる。

			　回復魔法を受けると塗り薬を塗ったかのように痛みを覚えるが、僕はうめき声を上げない。

			　彼女はその姿を見て、

			「クロムさんは本当に立派な方ですね。普通なら痛くて泣いています」

			　と言った。

			「……姉が言っていました。男が泣いていいのは、財布を落としたときと母親が死んだときだけだって」

			「厳しいお姉さまなのですね」

			「はい、おかげで財布を落としたとき以外、泣けなくなってしまいました」

			　僕の母親はとっくの昔に墓の中だった。

			　だから僕はもう泣けない。

			　そのことを察してくれたのだろうか、ニアはしばし沈黙すると、

			「……いつか、クロムさんのお姉さまにお会いしたいですね」

			　とだけ言い。以後、回復魔法に専念してくれた。

			　彼女の献身的な回復魔法と膝枕は、小一時間ほど続いた。

			　その間、やってくる他の冒険者や姫さまの部下たちに冷やかされたが、それでも彼女の厚意を素直に受け、その温かさと柔らかさを享受した。

			　僕の回復が終わると、お姫さまは最後にこう言った。

			「クロムさん、今回は本当にありがとうございます。このご恩はきっといつかお返しします」

			　恩とか借りという言葉は苦手であったが、素直にその言葉を受け取った。

			　僕は彼女の膝から離れる。

			　彼女の回復魔法は見事なもので、痛みや出血はだいぶ引いていた。

			　しかし、それでも傷跡は残っていたし、足も引きずっている。

			　ひと目で大怪我をしたと丸分かりだし、しばらくは松葉杖が必要かもしれない。

			　そうなると困るな。

			　リルさんとカレンが怒る姿が浮かぶ。

			「少年、また無理をしたな！」

			「クロムさま、あれほどご自愛ください、と申し上げたのに」

			　そんな台詞がすぐに浮かぶ。

			　これはもしかしたら、さっそくニアにお願いをしなければならないかもしれない。

			　僕はニアの方に振り向くと、こう言った。

			「あの、ニアさん、良ければですが、これから僕と一緒にフェンリル・ギルドへきてもらえませんか？」

			「ギルドへ？　ですか？」

			　不思議そうな顔をするニア。

			　彼女には詳細を話した方がいいかもしれない。

			「こんなズタボロの格好で行くと、僕が無理をして怪我をしたと怒る女性がふたりもいるんです。ただ、そこにお姫さまがいてくれれば彼女たちもそんなに小言を言ってこないかな、と思って」

			　それを聞いたニアはくすくすと笑う。

			「ドラゴンを倒した勇者さまにも恐ろしいものがあるのですね」

			　彼女はそう言うと、こころよく了承してくれた。

			「分かりました。未来の英雄の住まう館にお呼ばれしましょう」

			　しかし、とニアは続ける。

			　彼女は自分の服のスカートの裾を掴むとこう言った。

			「フェンリルの館はドレスコードとかはありますか？　仮にも神獣さまと面会するのです。このような冒険用の服では無礼になるのでは」

			　その辺は女の子らしいな、と思ったが、僕は素直な気持ちを伝えた。

			「リルさんはそんなこと気にするような神獣ではありませんよ。ドレス姿もさぞ素敵でしょうが、その防具はとても似合っています」

			　とても綺麗です、と結ぶと、ニアは少し照れながら、とても愛らしい笑顔を見せてくれた。

			　その笑顔を見ただけでここ数日の苦労が吹き飛んでしまった。

			　

			　

			　その後、僕はニアをフェンリルの館に招いた。

			　案の上、ずたぼろの僕を見て、リルさんは眉をつり上げ、カレンは心配そうな顔をしたが、なんとかニアが取り持ってくれた。

			「クロムさんは英雄的な活躍をしましたが、みなさんが想像するような危ないことは一切していませんよ」

			　と言ってくれたおかげだろうか、リルさんの追及は避けることができた。

			　もっとも、それは一時的なことで、ただ単にカレンの作る牛すじのシチューの芳(ほう)香(こう)に魅入られて戦意を喪失させてしまっただけかもしれないが。

			　事実、この館がシチューのよい香りに包まれると、ニアでさえ心をときめかせているようだ。

			「とても良い匂いがします」

			　と、顔をほころばせた。

			　その言葉を聞いてカレンは戸惑う。

			「どうしましょう、お姫さまがやってくるとは思っていなかったので、御馳走を用意していませんでした」

			　困っているカレンに僕はこう言う。

			「カレンさんの牛すじのシチューは迷宮都市一ですよ。丸一晩煮込んで柔らかくなっています。牛すじからはとても良いだしが出てますし、王侯貴族とはいえ、こんな美味しいシチューを食べたことはないはずです」

			　ニアも味方してくれる。

			「わたくしは幼き頃、王宮を離れ、家臣の家で養育されていました。そのときは義母の手伝いで、よく牛すじを煮ていましたわ。それに、この迷宮にやってきてからは、なんでも食べるようにしているんです」

			　と言うと、カレンさんの料理が粗末だと言っているように聞こえるかも。

			　彼女は口の中でつぶやくと、余計なことは言わずに、会心の笑みでこう言った。

			「おなかがぺこぺこなんです、是非、カレンさんのシチューを食させてください」

			　その笑顔を見たリルさんとカレンは、一発で彼女のことが気に入ってしまったようだ。

			　リルさんはこう言う。

			「少年、このお姫さまと結婚して王位を継ぐときは、是非、このギルドで受けた恩を思い出してくれ」

			　カレンは言う。

			「クロムさんは一六歳、ニアさんも一六歳、お似合いのカップルになるかもしれませんね」

			　ふたりは冗談で言ったのだろうが、それを聞いた僕たちは軽く赤面をしてしまった。

			　僕はそれをごまかすため、そそくさと食卓へつくと、カレンがシチューを用意してくれるのを待った。それに置かれていた蒸留酒に口を付ける。これで顔の色はごまかせるだろう。

			　僕とニアは少しだけ居心地の悪い気持ちでカレンのシチューを待ったが、その甲斐あってか、カレンの持ってきたシチューは最高にうまかった。

			　そのシチューを美味しそうに、上品そうに食しているニアは、途中、こんな耳打ちをしてきた。

			「――クロムさんは嘘つきですね」

			　嘘つき？　僕は彼女に嘘をついたのだろうか。返答に迷っていると、彼女はこう言った。

			「このシチューは迷宮都市一ではなく、王国一美味しいですよ」

			　なるほど、そういうことか。

			　王都で長年暮らしていた彼女がそう言うのならば、それが真実なのだろう。

			　僕は王国一美味しいシチューをスプーンですくうと、その味を噛みしめた。

			　その味はまさに絶品であったが、こうしてリルさんとカレン、そしてニアという少女と一緒に食す食事は、なにものにも代えがたい充足感があった。

			　人はたぶん、それを『幸せ』と呼ぶのだろう。

			　そんなふうに至福の時間を享受した。

			　この光景をはたから見ると、僕たちはまるで仲の良い家族に見えるかもしれない。

			　リルさんはギルドのことを、組合ではなく、家族と呼ぶ。

			　僕たちは新しい家族と出逢えたのかもしれない。
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